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　最初、巨大なアルミホイルの塊かたまりだと思った。

　よくよく見てみれば、それは人の形をしていたのだった。







　そろそろ野菜が熟うれた頃だろうから収しゆう穫かくしておこうと、かごを手にして踏ふみ入れた庭に、それはいた。

　夏の攻こう撃げき的てきな日差しを受けて、銀色に輝かがやく大きな何かがうずくまっている。茶と緑で構成される自然な色合いの中で、見み逃のがせというほうが無理なくらいの威い力りよくで目立っていた。

　訝いぶかしく思いながら近づくと、どうも眩まぶしい銀色の正体は甲かつ冑ちゆうのようなものらしい。

　それが知れた時点で、私は足を止めた。

　上下ジャージは定番だが、上下甲冑を着こなしている人はあまり見かけない。

　いやボトムのみデニムといった着き崩くずしコーディネートテクニックを披ひ露ろうされてもそれはそれで感想に困るのだが、頭部からつま先まで全身甲冑の近寄りがたさ、圧倒的である。

　もちろん、何を着るかは本人の自由であるし、警けい察さつのお世話になるほど大だい胆たんでなければいくら個性を主張しても問題はなかろう。が、我わが家やの庭先に現れたとなれば、これはいささか構えてしまう。

　なんか知らんが斬ざん新しんな奴が来たぞ！　と警けい鐘しようも鳴るというものだ。

　後ろ姿しか見えないものの、知り合いである可能性は極きわめて低い。

　誰だれなんだ。そして何をしているんだ。

　謎なぞの甲冑が座り込んでいる位置にはトマトの苗なえが植えられている。警けい戒かい心しんと好奇心の両方を携たずさえて様子を窺うかがっていると、気取られたのか銀色の背中が突然翻ひるがえった。

　兜かぶとの目め隠かくしは完全に上げられており、振り返った顔がよく見える。まだ若そうな男だ。色素の薄い髪かみと生命力みなぎる空色の目が、この土地の者ではないことを物語っている。




　男は、両手でトマトを貪むさぼり食っていた。




　ぎょっとする暇ひまもなく、そのぎらぎらとした青い色と目が合った。

　何を思うより先に、私はかごを放り出して一いち目もく散さんに逃にげ出した。

　甲冑！　青い目！　野菜泥どろ棒ぼう！

　目が青いのは別として、その場から離れる理由としては充分だろう。鎧よろい兜で身を固めて、見ず知らずの他人の菜園で野菜をもりもりと食っているのである。しかも夜の闇やみに紛まぎれるでもなく、あんな目立つ格かつ好こうで昼間っから堂々と。

　私は走った。とりあえず誰かに知らせるために走った。

　が、走ったのは私だけではなく甲冑も同じだったようで、ものの数秒で追いつかれた。ガッチャガッチャと重量感溢あふれる物音がすぐ背後に迫せまっている。

「待て！」

「うわー！　誰か！　おまわりさん！」

「待てというのに！」

　後ろからがっしりと腕うでを摑つかまれて、もう逃のがれようがない。重苦しい見てくれのくせに、飛ひ脚きやくもかくやという俊しゆん足そくだなんてそんな馬ば鹿かな。鎧武む者しやの動作と虫歯の進行はもっとゆっくりであるべきだ。

「何を勘かん違ちがいしてるか知らないが、それは誤解だ！」

　焦あせりを含んだ男の声が背中に響ひびいた。

「だいたい俺が怪あやしい奴に見えるか？」

　拘こう束そくされた右手に引っ張られるようにして恐おそる恐おそる振り返る。

　男の口元は先ほどまで食べていたトマトの果肉がべったり張りついてやたらと赤かった。自信満々のところ申し訳ないが、怪しい奴以外の何者でもない。

「すいません怪しいです」

「なに!?」

　青い目を見開き、男は驚きよう愕がくの表情をつくった。

　間近で見ると、思った以上に若い。上うわ背ぜいもあり、ごつい甲冑に見み劣おとりしない美び丈じよう夫ふなのは間違いないのだが、大人おとなと呼ぶにはいささか未み熟じゆくそうな雰ふん囲い気きがある。

「一体何が怪しいというんだ！　俺は何もやましいことなどしていないぞ!!」

　肺はい活かつ量りようを試すような大声が私の鼓こ膜まくを揺ゆさぶった。片手がとらわれているので、耳を塞ふさぐこともままならない。

「何もって、勝手に野菜食べてましたよね」

「食べてない」

「えっ、口にこれでもかとトマトが」

「ああ、腹が減っていたところにちょうど熟しているのが目に入ったので頂いた」

「なんで一回噓うそついたの!?」

「噓ではないぞ！　無断で食べてなどいない！　自然になっている実をご馳ち走そうになったまでだ！」

「あれうちの畑なんですけど！」

「そうかうまかった！　礼を言おう！」

　男は親指を立てて、白い（今はトマトで赤い）歯を見せた。そこに邪じや気きは感じられなかったものの、反省も限りなくゼロだった。

　なんなんだこの人は。なんでこんなに生き生きと横おう暴ぼうなんだ。異国の人はみんな自じ己こ主張と自己肯こう定ていが強いのか。

　幸いにも男が話す日本語は流りゆう暢ちようで、言葉に関しては不自由がなさそうだが、意思の疎そ通つうは期待しないほうがよさそうである。あまり人の話を聞くタイプには思えない。




　納車したての新車のように、その身にまとう鎧はぴかぴかと輝いている。

　私は甲冑なんてろくに眺ながめたこともない素人しろうと以下も以下なので、それがどの程度優すぐれたものなのかはわからないにしても、コスプレや仮装で身につけるような薄っぺらい偽にせ物ものには到とう底てい見えなかった。本物の騎き士しが身につけていてもおかしくない重厚な質感に目を奪われる。

　体が気温を思い出したように、額ひたいの際に汗がじわりと滲にじんだ。

　暑い。何月だと思ってんだ、という思いがこみ上げてくる。

　八月である。夏も盛さかりの八月である。

　どんな事情か知らないが、何も炎天下で着用しなくたっていいじゃないか。

　すでにこの時間、三十度をゆうに超えている。更さらに甲冑による照り返しが加わり、体感温度はますます高くなる。

「ところで」

　逃げる意思がないのを悟さとってか、甲冑はようやく私の腕に自由を与えた。そのままぐるりとあたりを見回し、力強く告げた。

「ここはどこだ」

　迷子だった。

　こんなに窮きゆうしている様子のない迷子も珍めずらしいのではないか。むしろ私のほうが困こん惑わくしている。

「き、記き憶おく喪そう失しつとかですか」

「馬鹿なことを！　生まれた時から今現在に至るまでしっかりと記憶に刻きざまれている！」

「あのもうちょっと静かに」

　男は私の話になど耳を貸さず、ここはどこだと連呼している。

　とりあえずこの町の名前を出してみたが、ピンと来た様子はなく「わからん！」と堂々と胸むねを張られてしまった。

　どこから来たのかと尋ねても、舌したを嚙かみそうな聞いたこともない地名が返ってくるばかりで全く参考にならない。

「さすがに日本なのはわかりますよね？」

「ニホン？　さあ知らん」

「そこから!?」

　これはちょっと私の手に負えるレベルではないのではないか。

　日本にありながら日本を知らないのである。字じ面づらだけ見ると深い。己おのれでありながら己を知らぬ、さて己とは何か？　と問いかける出口の見えない禅ぜん問もん答どうのようだ。

　彼は果たして何者なのだろう。

　このあたりには特に観光地もなく、異国の人がツアーからはぐれてさまよっているとも考えにくいし、服装も奇抜すぎるし、無意味に声は大きいし、素す直なおに駐ちゆう在ざい所しよに連れて行ったほうが早いかもしれない。

　私の不ふ審しん感かんたっぷりの眼まな差ざしを受けてか、男は腹から声を出した。

「なんだその顔は。俺は怪しい者ではないと言っているだろう！　むしろ逆だ！」

「逆？」

　そうだ、と男は誇ほこらしげに甲冑の胸をどんと叩たたいてみせた。

　この無む尽じん蔵ぞうの自信と、見知らぬ土地にて心細さ皆かい無むのメンタルの強きよう靭じんさ、確かに只ただ者ものではない。

「どちら様なんですか？」

　途と端たん、私を見下ろしていた青い目が輝きを帯おびた。自信に満ちていた顔はますます気力に溢れ、男は大おお仰ぎように胸を反そらす。

「よくぞ聞いてくれた。俺は世界を光に導く選ばれし勇ゆう者しやである！」

「ゆ？」

「勇者である！」

「ゆうしゃ？」

「勇者である！」

　甲冑の表面が光を跳はね返し、その眩しさで私の目を刺さした。

　少し前であれば、ここでさっと無む駄だのない動きで携けい帯たいを取り出し、一と一と〇を押していたかもしれない。場合によっては一と一と九だったかもしれない。いずれにしても赤いサイレンに助けを求めていたのは間違いないだろう。

　しかし今の私は、瞬まばたき三つほどで甲冑男の発言を咀そ嚼しやくして飲み込んだ。

　魔ま王おうが存在するのだから、勇者くらいいても不ふ思し議ぎではない。むしろ納得である。

　この現実感のない格好、温度の高い発言、朗ほがらかなゴリ押しなど、勇者という立場を思えば合が点てんがいく。

「とある仇かたきを探していてな。そいつを追っているうちに、いつの間にかここにたどり着いたというわけだ」

　勇者（自称）は腕を組み、難しそうに眉み間けんに皺しわを寄せた。

　どこから来たにしても行くにしても、最低山ひとつは越えなければならない。屈くつ強きような勇者といえど楽な行程ではなかったのではないか。

「ここまでは徒歩で？」

「いや電車で」

　最短ルートで来てた。

　乗客もまばらな鈍どん行こう列車が勇者を乗せてガタゴト走る。そんな牧ぼつ歌か的てき風景がまぶたの裏に浮かんだ。

「電でん車しや賃ちんとか、大丈夫だったんですか」

「あいにく貨か幣へいを持ってなくてな。まあしかし、そこは勇者ならではの」

「ならではの？」

「身のこなしで突破した」

　人はそれを、無賃乗車と呼ぶ。

　やはりと言おうかなんと言おうか、勇者には全く悪びれた様子がなかった。

　ダンジョンの仕掛けのひとつくらいにしか思っていないのかもしれない。

　廃はい線せんも危あやぶまれているような寂さびれた無人駅の改札をかわすことなど、勇者にかかれば造ぞう作さもなかろう。

　しかしよくもまあ、町の名前もわからないのに電車まで駆く使ししてやってこられたものだ。それを言うと、「勘だ！　勇者の！」と威い勢せいのいい回答が返った。

　さすがは勇者。理屈じゃない。だがなんでも大声で言えばいいというものではない。

「で、勘に頼って迷子になったと」

「まだ迷子と決まったわけではない。仇かたき討うちの途中だ」

「迷子ですよ、現在地が不明の時点で」

　だいたい仇って誰、と口にしようとして、はたと気がついた。

　勇者とは普通、平和を脅おびやかす悪に立ち向かう者だ。それも小悪党ではなく、頂点に立つ存在の討とう伐ばつを最終目標として掲かかげている場合が多い。

　もしや、この甲冑の勇者が探している仇とは──。

「憎き魔王の存在近し、と俺の嗅きゆう覚かくが告げているんだが」

　予想を違たがえることなく、その名は勇者の口から吐き出された。

　あ、いやまあ、そうですよね。

　相手が勇者と知れた時点で見当がつきそうなものなのに、私はすっかりその個性に横っ面を張られて考えが及ばなかった。なんとも気まずい思いが、一いつ拍ぱく遅れでやってくる。

　恐らくですが、憎き魔王とやらにわたくし心当たりがあります。

　これは言いにくい。うかつに口に出せない。

「魔王の根ね城じろについて何か知らないか？」

　こちらの複雑な胸きよう中ちゆうを知る由よしもない勇者は遠えん慮りよなく切り込んできた。

「どんなささいな情報でも構わん！　たとえ他た愛わいない噂うわさでも時として役に立つ！」

　真まっ直すぐな眼差しに対し、私の目は泳ぎに泳いだ。

　手がかりどころか、すぐ隣となりに見えている閑かん静せいなお宅が魔王の根城とやらです、と告げれば、目の前の熱血漢はどんな顔をするだろうか。

「なるほど……魔王について口にすることを禁じられているわけか」

　思わず目をそらしてしまった私の反応をどう捉とらえたのか、勇者はしたり顔で頷うなずいた。
















「しかし恐れることはないぞ！　俺が来たからにはもう魔の影に怯おびえる暮らしも終わりを告げる！」

「痛い痛い痛い」

　興こう奮ふん気味の勇者に力強く摑まれた両りよう肩かたが悲鳴を上げた。

　痛いほどに、というか本当に冗じよう談だん抜きで痛い。激痛。声量と同じく、この男は手加減というものを知らない。

　幸い骨を砕くだかれる前に私は解放された。自身を抱だきしめるようにして肩を労いたわる私とは対照的に、勇者は伸びやかに手を広げ、舞台役者のように朗ろう々ろうと雄お々おしい台詞セリフを続けている。

「なに心配はいらない、俺が必ず討ち、心安らかな日々を取り戻すことを約束しよう！　そう、この聖せい剣けんに誓ちかっ……」

　勇者の手がその腰こしに伸びた時、声高らかな演説が途と切ぎれた。見下ろすと、勇者の手は空を摑んでいた。

　何もない。武器らしきものは見えない。

　私の両目に特殊な魔法でもかかっていない限り、勇者の腰に剣はない。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくを挟はさんだのち、甲冑の中をまさぐったり脱ぬいだ兜を振ってみたりと勇者は猛もう然ぜんと捜そう索さくを開始した。その焦しよう燥そうに満ちた俊しゆん敏びんな動作、出先で携帯を失なくした人とよく似ている。

　一通り探し尽くした勇者は、口を押さえながらうつむきがちにもらした。




「……落とした」




　勇者、聖剣失くす。

　事件である。私も勇者も思わず黙だまり、ひととき通つ夜やのような静けさに見舞われた。

　聖剣がいかほどのものかわからないが、そうそう手にできない稀き少しような武具であることくらいは予想がつく。少なくとも、バレたら親に怒られる程度では済まないだろう。

「いつ落としたんですか……」

「わからん……全く気づかなかった……」

　さっきまであんなに賑にぎやかだった勇者からすっかり覇は気きが失うせ、今や語尾に「！」をつける元気もないようだ。耳には優しくなったものの、テンションの落差に息切れを覚える。

「どこだ……？　どこで落とした……？」

　その精せい悍かんな顔を強こわばらせて、勇者はぶつぶつと繰くり返していた。

　やがて面おもてを上げ、家から出る時は持ってたよな？　と同意を求めてきたが、今初めて顔を合わせた私が知る由もないのである。そもそも家ってどこなんだ。

「湖でもない、神しん殿でんでもない、森……の時は持ってたな、木の枝をなぎ払ったし」

「電車に乗る時持ってました？」

「……うん？　確かあったはず……はっ！　そういえば降りる時にはなかったかもしれん……！」

　電車やバスで傘かさを紛ふん失しつする者は多い。勇者の場合聖剣だが、使わない時の存在感のなさといい細長さといい、まあ似たようなものだろう。

　勇者は頭を抱かかえた。

「そうだ、あの時網あみ棚だなに放り投げて……！」

　案外、聖剣は雑に扱あつかわれていることが判明した。
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　問い合わせたところ、幸運なことに聖剣は遺い失しつ物ぶつとして届けられていた。

　まだまだ世の中捨てたものではない。親切かつ豪ごう胆たんな人もいるものである。私なら怪しすぎて手を伸ばすこともしないだろう。

　最も寄よりの駅は無人のため、預けられているのはふたつ先の駅だという。それを伝えると勇者の表情は一度明るくなったが、すぐに不可解そうに曇くもった。

「あれは、選ばれし者しか手にできぬ伝説の剣のはず……！」

　俺以外にも勇者としてふさわしい者がこの地にいるということか……!?

　と、勇者は熱く苦く悩のうしている。

　どうやら人を選ぶ剣のようだ。勇者でなくては持つこともままならないというのだが、その理屈で行くなら、届けた人はもとより、預かっている駅員も選ばれし者ということになる。置き去りにされたとはいえ、剣も捨すて鉢ばちになりすぎではないか。節せつ操そうがない。

「でもほら、とりあえず見つかってよかったですね」

　そう励はげますと、勇者は少々割りきれないような表情をつくりながらも相あい槌づちを打った。

「まあそうだな」

「早く取りに行かないと」

　一定期間預かってはくれるものの、価値を考えると急いだほうがよさそうだ。伝説の剣が地元にある、というのもまた妙みように落ち着かない話ではないか。

　私の言葉に勇者は素直に頷いた。そして立ち上がり、元気よくこう言い放ったのである。

「よし、行ってくれ！」

「は？　私!?」

「そうだ！　頼んだぞ！」

　当然と言わんばかりの熱量で返され、私の目はひたすらに丸くなった。

「やですよ！　なんで私が！」

　気の毒に思って剣を探す手伝いはしたものの、そこから先の面倒まで見る義理はないはずだ。しかもふたつ先の駅とはいっても、歩いてせいぜい数十分などという都会の距離とはわけが違う。行けと言われて気軽に行けるものか。

　しかし剣の発見により、本来の自信と図ずう々ずうしさを取り戻した勇者は簡単には引き下がらない。

「俺には魔王を探すという任務が残っているからな」

　彼方かなたを眺める騎士の立ち姿は一枚の絵のようにさまになっている。が、今の状況では見とれるどころか腹立たしいばかりだ。

　明後日あさつての方角を向いていた勇者の首がぐっとこちらに動く。

「だから聖剣についてはお前、村娘その一に任せようと思う！」

「お断りだ！」

　村娘その一って、もしかしなくても私か。

　こんな頼み方で相手が応じてくれると信じて疑わない思い込みが怖い。

　困っている人がいたら助けになってあげなさい。祖そ母ぼは口くち癖ぐせのようにそう言って私を育てた。その教えに背そむく気はない。が、今回に限っては除外させていただきたい。

「困っている人」ではなく「困った人」だろう、この場合。

　そもそもさっき自分で語っていたばかりの「選ばれし者しか手にできない」とかいう神こう々ごうしい設定はどうしてしまったんだ。万が一私が取りに行って難なく剣を運べてしまった場合、選ばれし者という触ふれ込みで成り立っていた勇者の立場が危うくなるのではないか。それとも駅員も選ばれし者だった時点でどうでもよくなってしまったのだろうか。勇者はそうでも、私はどうでもよくはないのである。

「自分の聖剣くらい自分で取りに行ってください。選ばれし勇者なんでしょう？」

　はらわたの底から溢れ出る溜ため息いきを私は惜おしみなくついた。すると勇者は信じられないといったように空色の目を大きく開いた。

「そうは言うがふたつ先だぞ!?　遠くて行ってられん！」

　私は生まれて初めて人を殴なぐりたいと思った。

「なっ……こっちの台詞だよ！　見ず知らずの聖剣のためになんでわざわざ！」

「よしわかったじゃあ電車賃を貸せ！」

「うわあ厚かましい！　人に頼む態度じゃない！　お前に貸す現金はねえ！」

「俺に歩いて行けというのか!?　村娘その一！」

「自転車なら貸してあげますよ！」

「俺は補ほ助じよ輪りんがなければ乗れんのだ！」

「知らんがな！」

　勇者が投げてくる無礼千万の礫つぶてを打ち返すのに忙いそがしく、私はすぐには気づかなかった。自然のものではない風が背後から忍しのび寄っていたことに。

　やがてそれは前髪を柔らかく揺らし、羽はばたく物音をも携えて私と勇者に存在を知らせた。せわしなく動かしていた口を閉ざし、どちらからともなく振り仰あおぐ。

　鳥のような、しかし鳥とは比くらべ物にならない大きく黒い塊が、悠ゆう々ゆうと上空から降りてくるのが見えた。

　その手に、見慣れた買い物袋をぶら下げて。




　ああ、そうだった。今日は卵が安い日だった。






















　風と羽は音おとをまといし魔ま王おうは普段通りに自宅前へ降り立った。

　見た目とは裏腹にその所作は大人おとなしく、小石を放るより軽かろやかにその身を大地に下ろす。足音もない。左右に伸びた禍まが々まがしい翼つばさが扇おうぎを閉じるにも似た優ゆう雅がさで、主あるじの背に隠かくれていく。

　勇ゆう者しやは呼吸を忘れたように魔王の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見つめていた。彼が一体誰だれを追っていたのか、聞かずともその険けわしい表情が物語っていた。

　上空から私達の姿が見えていたのか、それとも目に入ってはいなかったのか。

　物言わぬ魔王の視線がようやく持ち上がり、こちらを向く。最初その静かな視線は私を捉とらえ、次にもう一人へとスライドするように滑すべっていった。

　途と端たん、空気が変わったのを感じた。

　魔王の銀の目が急速に凍いてついていく。

　もとより冷ひえた色ではあったが、それがいかに手ぬるいものだったかわかる。粉こな雪ゆきと氷ひよう河がだ。まるで比くらべ物にならない。今や両の眼めは、胃いが縮むような、震ふるえが来るほどの冷気と鋭するどさを帯おびていた。

　べたりと肌はだに張りついていた暑さは一いつ瞬しゆんにして霧む散さんし、緊きん迫ぱく感かんが輪りん郭かくを撫なでる。

　闇やみ色いろのローブを揺ゆらし、魔王はこちらへ一歩近づいた。

「──貴様、勇者か」

　地じ獄ごくの底を思わせる低音は聞く者すべての五感を揺らす。気け圧おされ、つい後ずさりそうになる足に力を込めた。

　選ばれし者としての矜きよう持じか胆たん力りよくか、勇者に怯ひるんだ様子はない。ひととき吞のまれたことを恥はじるように、背せ筋すじを伸ばして吠ほえかかった。

「やはり近くに居を構えていたか……悪の化身、魔王め！　ようやく我わが前に姿を見せたか！」

　騒さわがしいばかりに思えた大声も、この状況においては勇者としての役者を際きわ立だたせるにふさわしく、空気を切り裂さくようによく通った。

　魔王は冷気を湛たたえたまま、うるさそうにそれを払う。

「痴しれ者が。勇者風ふ情ぜいが足を踏ふみ入れて良い地ではない。早急に立ち去れ」

「血ち眼まなこで探した仇かたきを目の前にして誰が引き下がるか！　よもや城しろを離れ、こんな場所に逃にげ隠れているとはな！」

　勇者に向けられていた銀色の目が、すう、と細くなった。

「……城に押し入った挙あげ句くこの狼ろう藉ぜきか、度し難がたい。去いね。言葉だけの警けい告こくでは済まぬぞ」

「望むところだ！　その呪のろわしい体に流れる魔族の血ごと絶やしてくれる！」

　熱を生む勇者と冷気を孕はらむ魔王が真まっ向こうから睨にらみ合う。視線の上で炎と氷が衝しよう突とつした。

「消し炭ずみにされたいか」

　魔王の口が聞き取れない言語を囁ささやくと、呼応するように空間が歪ゆがみだした。あっという間にどす黒い霧きりで大気が染そめ上げられていく。対する勇者も何事か謎なぞの祈りの言葉を唱となえては、魔ま法ほう陣じんらしきものを宙に描いた。

　空がうねり、雲が波打つ。殺気を煽あおるかのように風が下から吹きつけてきた。熱いのか冷たいのか、どちらともつかない感覚に皮ひ膚ふがひりつく。

　私は風で転がってきた箒ほうきを拾い、その柄えで両者の脇腹を猛もう然ぜんと突いた。




「人んちの庭先でやめろ!!」
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　当然手加減するつもりだったし、本気でやるわけないし、まあちょっと大げさな術だったのは悪かったと思っている。

　というようなことを、魔王は脇腹を押さえながら淡たん々たんと述のべた。

　カッとなってやった、全力でやるつもりだった、反省はしていない、なんで邪じや魔ました。

　というようなことを、勇者も脇腹を押さえながら苛いら立だたしそうに語った。

　私はもう一度勇者を箒で突いた。

「うぐっ」

　さっきまで世紀末のように不ふ穏おんだった町の空は穏おだやかさを取り戻し、夏らしい日差しがじりじりと私達を炙あぶっている。守った。私が守ったのである、この町の平和を。魔王と勇者のドンパチから。

「そういう物ぶつ騒そうなことは地元でやってください。いやもうマジで。開戦なんて人の町内でやることじゃない」

　剣と魔法の世界のいざこざはそちらで片をつけてもらいたい。よその家の庭先で気軽に召しよう喚かん獣じゆうを呼び出すなどもっての外ほかだ。

「魔王を滅めつする千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を見み逃のがせというのか!?」

　脇腹から手を離し、勇者は甲かつ冑ちゆうを軋きしませながら立ち上がった。先ほどより幾いく分ぶんか気勢が削そがれているものの、依然として目の色は爛らん々らんと正義に燃えている。

「三日と半日かけて探した仇だぞ!?」

「割と簡単に見つかったもんですね」

　期間としてはちょっとした小旅行といえよう。苦労として第三者に訴うつたえるには浅すぎる。

　頭上から影が落ち、視界が陰かげった。太陽を背負う位置へ魔王が回り込んだのだと気づく。

「ここは魔王の保養地。本来勇者などが侵おかせる領りよう域いきではない」

　保養地だったのか。初耳だ。

　宅配ピザ店すらない寂さびれた場所が、ディープな界かい隈わいで重ちよう宝ほうされているとは世の中わからないものである。これまでずっとなんの変へん哲てつも特色もない町だと信じていた私の十六年とはなんだったのか。

　向き合っていた勇者と私の横に魔王が陣じん取どり、三角の形を成した私達は主婦の立ち話のような位置関係になっている。そのすぐ脇を軽トラがエンジン音を奏かなでながら通り過ぎていった。

「保養地だろうが知ったことではない！　死に場所が選べる立場だと思うな！」

　声でかい。

「もうちょっと大人しく喋しやべってください、近所迷めい惑わくです」

　ある程度住宅が離れているので普段なら少々の騒そう音おんなど問題にならないが、このボリューム感、さすがに気になってくる。

「そう！　魔王を滅ほろぼすことこそがこの身に課せられた使命！」

　声量は控ひかえめになるどころか増した。相手の話なんか聞く気ゼロだよこの人は。

　ここまでひどくはないものの、時折魔王も私の話をナチュラルに聞き流したり都つ合ごうのいいように解かい釈しやくしたりと、そういう面では共通点が見られる。あちらの人達の耳には蓋ふたでもついているのだろうか。

「虐しいたげられていたこの村の民も、悪が倒されたと聞けば諸もろ手てをあげて喜びに沸わくだろう!?」

「いやどうかな……虐げられた覚えもないし」

「哀あわれな！　村娘その一！　そのように魔王の顔色を窺うかがう必要などない！」

　間近に迫せまられ、耳がキーンとした。

　滑なめらかそうな枯かれ葉は色いろの髪かみを振り乱し、若い剣士は更さらに吠えている。

　これは休日早朝の選挙カーよりやかましい。やむを得ず、箒の柄で勇者の脇腹を抉えぐる。頑強な甲冑も魔王のローブ同様、地味な打だ撃げきには耐性が弱いようで何よりだ。

「声を落としてください。難なん聴ちようになります」

　できるだけ低い声でそう告げると、脇腹を押さえて身をかがめていた勇者は目め尻じりを跳はね上げた。

「村娘その一！」

「その呼び方やめてもらえませんか……」

「さっきからお前は勇者である俺に対して、あまりに敬うやまいに欠けている！　歓かん迎げいどころか疎うとましさすら感じさせる態度ではないか！　よもや魔王の肩かたを持つわけではあるまいな!?」

　あるまいな!?　と詰め寄られても。

　私は首をひねりながら、魔王と勇者を見比べた。

　これまでの魔王の行いを思い返してみれば、見た目こそ仰ぎよう々ぎようしいものの、引っ越しの挨あい拶さつに始まり、プリンおすそわけ、早退の迎むかえ、町内会の夜回りなど、よき隣りん人じんとして感謝することはあれども恨うらむ要素は浮かばない。

　それに対して勇者はというと、無む賃ちん乗車、野菜泥どろ棒ぼうとすでにこの短時間で少なくとも二件の犯行が判明している。更に初対面の女子を顎あごで使おうとするなど、印象としてはよくない。最悪と言い切ってもいいだろう。殴なぐりたいとまで私を駆かり立ててくれた相手である。

「どっちの肩持つかって言われれば、そりゃあこっちですよね」

　迷いなく魔王のほうを指差すと、勇者は大げさに目を剝むいてのけぞった。

「その一！」

　ついに省略された。面倒になったのかもしれないが、なら呼ぶなと言いたい。

「正気か!?　俺は光に導かれし勇者で、あれは悪逆非道の頂点に君くん臨りんする魔王だぞ」

「いやなんていうか、人間肩書きじゃないなって……」

　勇者と魔王という文字だけが並んでいれば、恐おそらく勇者を選んだだろうが、人品を知ってしまった以上、勇者を支持するのは難しい。

　こんなに人の精神を削けずってくるバイタリティの持ち主ぬしもなかなか見当たらない。

「惑わされている！　奴の卑ひ劣れつな手に操あやつられているのだお前は！　目を覚ませその一！」

　大きく上下に視界が揺れる。

　地震ではない。勇者が私の肩を摑つかんで力まかせに揺さぶっているのだ。勇者このやろう。こんなことならもっと強く箒で突いておくべきだった。

「貴様の無ぶ作さ法ほうは目に余る。配下を解とき放て」

　耳の奥に響ひびいた重低音とともに、私の視界は安定を取り戻した。危なかった。プラモのパーツの要よう領りようでぷつんと首から取れるところだった。

　首の後ろを両手で押さえながら勇者から距離を取る。引き剝はがされた手をだらりと下げ、勇者は呆ぼう然ぜんとこちらを見ていた。

「配下……？　どういうことだ」

「参さん謀ぼうの地位を授さずけた」

　私の代わりに、魔王がこともなげに答えた。

「あがこうとも無む駄だ。この娘は貴様にはつかぬ」

　ローブをはためかせながら仁に王おう立だちで宣告する様は、クライマックスで主役を陥おとしいれる悪役といった風情で、こう言ってはなんだがよく似合っていた。買い物袋さえ持っていなければ完かん璧ぺきだった。

　勇者の顔面が驚きよう愕がくの色に染まる。左右に大きく振った頭に手を添え、絞しぼり出すような声で私を詰なじった。

「く……お前は魔王側だったのか……！　この女め狐ぎつねめ！　よくも裏切ってくれたな！」

「裏切った覚えは特にないんですけど」

　信頼関係を築きずく段階にも至らなかったと思う。知り合いでーす、と前もって伝えなかった私にも非はあるとはいえ、彼の感情が全方向に振り切れすぎていて追いかけきれない。

　私の声などとうに届かないようで、勇者は「くそ、くそ……！」と呻うめき、頭を抱かかえながら膝ひざをついた。そのまま固めた拳こぶしで地を殴りつける。

　舗ほ装そうされたアスファルトが抉れるのを見て、人間離れした破は壊かい力りよくに肝きもが冷えた。道理で摑まれた時、肩が恐ろしく痛かったはずだ。

「魔王、一体どれだけ俺から奪えば気が済む……父も母も……マリアンヌだって、お前の手にかからなければ今頃……！」

　勇者は嘆なげきにも似た激情を吐と露ろし、尚なおも拳を打ちつける。その憂うれいを背負った姿はとても庭のトマトを盗ぬすみ食いしていた輩やからには見えず、哀れを誘った。

　魔王といえば、絶大なる魔力やその邪じや悪あく性せいで人々を脅おびやかす存在である。

　私が知っているのは割と平和に暮らしている隣人の姿だが、元の世界でまっとうに魔王として君臨していたのであれば、心温まるビジネスに従事していたとはとても考えにくい。

　魔の玉座に恥じない、それなりの行為に手を染めていたことだろう。

　もしそれなりの行為の中に、人類との血なまぐさい諍いさかいが含まれていれば、魔王討とう伐ばつを掲かかげる勇者とは様々な因いん縁ねんがあったとしても無理からぬ話である。普段は語られぬ、凄せい惨さんな逸いつ話わが二人の間には横たわっているのかもしれない。

　部外者である私に出る幕まくはない。

　視線の置き場に迷い、窺うように魔王を見上げた。自分でも無意識に、なんらかのフォローを魔王に対して求めたのである。が、その顔色に目立った反応はなかった。

　ばつが悪そうな様子もなく、蔑さげすんだ笑いを見せるわけでもなく、苦々しく唇くちびるを嚙かむでもなく、ただ冷ややかな気配が漂ただようのみで、しいて言うなら、わずかに寄せられた眉まゆに鬱うつ陶とうしそうな色が見える程度。それでも表情としては薄く、温度としては限りなく低い。

　流しそうめん器を見つめていた時のほうがよほど生き物として血が通っていた。

　今は木こ枯がらしもかくやである。熱の塊かたまりのような勇者との温度差に、結けつ露ろが生まれそうだ。

　手て応ごたえのなさに業ごうを煮にやしてか、地に伏していた勇者が嚙みつくように魔王を睨み上げる。

「なんだその取り澄ました顔は！　何か言うことはないのか！」

「ない」

　即答。

　一刀両断され、勇者はおろか私までたじろいだ。

　勇者の言い分からすると、魔王がなんらかの形で彼の家族やマリアンヌという女性を奪ったということになっているのだが、それについて魔王は一切触ふれようとしない。

　興味も関心も示さず、ましてや心当たりがある素そ振ぶりも見せない。一いつ貫かんして他ひ人と事ごとのような態度を取り続けている。

　クールな態度だとは思っていたが、ここまで来ると凍こごえるほどにコールド。南なん極きよくの地において生きのびるダニでさえも恐らく凍てついて死ぬ。

「いかに無ぶ様ざまに叫ぼうとも喚わめこうとも余には届かぬ。矢なき弓を射いるな」

「身に覚えがないとでも言う気か！」

「そう言っている」

　若さを宿す青い目が憤ふん怒ぬに燃え盛さかった。

　ゆっくりと立ち上がる甲冑の肩がわなわなと震えている。不自然に唇の端が持ち上がって笑みの形を作っているのは、感情が振り切れたせいだろうか。

「なるほどな……人間などお前にとっては記き憶おくに残らない、ものの数にも入らない、虫けら以下にすぎないということか」

　ほんの小さく独り言のように呟つぶやいた勇者はその拳を強く握にぎった。

「やはり生かしておくべきではない！　今ここでこの外げ道どうに天てん誅ちゆうを下す！」

　止める間もなく勇者は躍おどりかかった。仇きゆう敵てきを害するべく放たれた拳は届くことなく、あっさりと魔の手にとらえられる。敵意に歪む若い面おも立だちを魔王は笑みもせず睥へい睨げいした。

「威い勢せいの良さは認めるが、それのみで魔の頂いただきたる者を屠ほふれるなど思い上がるな小こ僧ぞう。身の程を知るがいい」

「ほざけ！　お前だけはこの身と引き替えにしても殺す！」

「無む益えきなことよ。いかにしても余を倒すことはできぬ」

　勇者の発した声はもはや言葉を成していなかった。

　獰どう猛もうにその胸むなぐらを摑み上げられても、魔王の冷然とした佇たたずまいは崩くずれない。美しく整った魔性の形が、ぞっとするほど静かに、荒あら々あらしさの欠片かけらもなく、薄い唇を開いて牙きばを見せた。

「哀れで愚おろかな勇者よ、よく聞くがいい」




　貴様は、




「余の管かん轄かつではない」




「えっ」

「えっ」

　ひとつ目の「えっ」は勇者、ふたつ目の「えっ」は私。ほぼ同時に発した。

　えっ。

　管轄？

「今なんて」

「余の管轄ではない」

　問い返すと、生き真ま面じ目めにも同じ台詞セリフを魔王は繰くり返した。繰り返されても理解には程遠い。

　突然放たれた事務的な語句に戸惑いを隠せないのは勇者も同じらしく、胸ぐらを摑んだまま、睫まつ毛げが飛び立つのではないかというくらい瞬まばたきを繰り返している。

「いやあの、管轄ってどういう……」

「余が司つかさどる区画の勇者ではないと申しておるのだ」

　さも当然といった顔つきで語られても話が通じているのは本人のみで、私と勇者は完全に置いてきぼりだ。二、三巻飛ばして読んだ漫まん画がの展開くらい追いかけきれない。

　私は乱雑に散らかされた頭の中を必死で片付けて回った。

　管轄外の勇者。

　区画の異なる魔王。

「……担たん当とうが違うってことですか？」

　魔王は頷うなずいた。

「勇者が探してるのは別の魔王？」

　魔王はこれにも頷いた。

　沈ちん黙もくがおのおのの肩に降りかかる。

　ローブの表面に皺しわの波を作っていた勇者の拳からは徐々に力が抜けていき、ついには魔王を手離した。

　真上に位置した太陽が下界の茶番を見下ろしている。引導を渡すかのように正午を知らせるサイレンが唸うなりを上げた。

「魔王違い……」

　私が呆然と呟いたのを合図に、勇者は膝から崩れ落ちた。

「夏か織おりちゃーん？」

　背後から場違いにのんきな声がして、はっと振り返るとお隣の鈴すず木きさんが遠巻きにこちらを窺っていた。手にしたダイレクトメールのようなものをひらひらと振っているのが見える。慌あわてて駆け寄った。

「これうちの郵ゆう便びん物ぶつに交じってたみたい」

「すいません、ありがとうございます」

「あの、それとね……」

　郵便物を渡したあとも鈴木さんは立ち去らず、何か言いたげな表情を見せた。

　鈴木さんはおっとりとした人で、普段から微笑ほほえんでいるような印象がある。しかし今日は珍めずらしくどこか不安そうに顔を曇くもらせていた。

　鈴木さんは人目を憚はばかるように、その声を潜ひそめて。

「余計なお世話かもしれないんだけど……大丈夫？」

「はい？」

「魔王さんと夏織ちゃん、おかしな人に絡まれたりしてない？　おばさん警けい察さつに連絡しようか？」

　そっと鈴木さんが目め配くばせをした先には、うずくまった勇者の姿が。

「なあにあれ、鎧よろいみたいなの着て……チンドン屋でもあるまいし……」

　魔王が町内会に加わった時、私の家族同様、鈴木さんはすんなりと受け入れていた。

　まあお一人でこちらに、ご近所のよしみで頼ってくださいね、などと朗ほがらかに。

　今の鈴木さんの警けい戒かい心しんも顕あらわな視線は、それとかけ離れている。親しみの欠片もない。若じやつ干かん怖い。

　真相を告げていいものかどうか迷い、私はもごもごと言い添えた。

「あーえーと……魔王さんの知り合い、みたいで……」

「あらそうなの、夏場は妙みような人が出てくるっていうからてっきり。気をつけてね」

　鈴木さんはいくらか安心したように、それでもまだ少し気がかりな様子で、自宅へと戻っていった。その後ろ姿と入れ替わりに、自転車に乗った中学生が向こうから走ってくる。

　勇者当人は気づいていなかったが、通り過ぎる際、不ぶ躾しつけなくらいじろじろと物珍しそうな視線を甲冑に這はわせていった。

　そういえば、さっき通った軽トラの運転手もおかしな顔で勇者を見ていなかったか。

　浮いている。

　勇者は町の風景に溶け込んでいない。

　これまで誰一人として魔王を奇異な目で見る者がいなかった。おおらかな土地なのだと、そう解釈していたけれど。

　──魔王の保養地。

　おおらかなのは対魔王限定だ。分け隔へだてなく受け入れるわけではないのだ。

　残念だが勇者よ。

　地元では選ばれし者であろうとも、この地では招かれざる客だ。






















　魔ま王おうと勇ゆう者しやが覇は権けんをかけて対立する世界はひとつではないと、魔王の口から語られた。

　近くもあり遠くもある、いくつもの完成した世界がそれぞれ魔王と勇者を擁ようし、交こう錯さくすることも干かん渉しようすることもなく、並へい行こうするように成り立っている。

　誰だれが偽にせ者ものというわけでもない。すべての魔王がその世界で唯ゆい一いつの魔王であり、また勇者も無二の存在である。魔王であり勇者であることに違いはないが、管かん轄かつが同じでなければ、どれほど死力を尽つくしたとしても互いに命を奪えない、と。

　だからこそ魔王は勇者に繰くり返し告げていたのだ。倒すなど無む駄だなことだと。

　いやでも、魔王さんもムキになって結構な術とか繰り出そうとしてましたよね、というようなことを言ったが綺き麗れいに無視された。

「勇者さんの様子だと知らなかったみたいですけど」

「殆ほとんどの人間どもは知らぬであろうな」

「何な故ぜに」

「必要がない」

　なるほど。自分の知らぬところに世界がいくつもあったとして、自由に行き来できるわけではなく、影えい響きようを及ぼすこともないならば、ほとんど意味を感じない。それより日照りが続くとか今月分の給料の手取りとか、現実的なほうへと関心の天てん秤びんは傾かたむく。

　魔王は続けた。

「勇者なき時期は凪なぎ、勇者が生まれ落ちれば時し化けと呼ぶ。余の治める地は凪を迎むかえたばかりに等しい」

　ゆえに余を討うとうと立つ勇者のはずもない。

　だが、と声を一層低く響ひびかせた。

「管轄外の勇者であっても安あん寧ねいの地を荒あらし、余の参さん謀ぼうを手にかけたこと許し難がたい」

「死んでません」

「本来なら敷しき地ちをまたがせるのも我が慢まんならぬところだが……二度はないと肝きもに銘めいじよ」

　ソファに浅く腰こし掛かけた魔王はじろりと睨ねめつけた。その正面にはうなだれつつも、どこか不ふ貞て腐くされたような若い男の姿。

　まとっていた鎧よろいを脱ぬげば、その下は革かわのベストに簡かん素そなシャツ、ズボンといった素そ朴ぼくな身なりで、彼に勇者たる威い光こうを与えていたのは物々しい見み栄ばえによるところが大きいと改めてわかる。今の風ふう貌ぼうでは小綺麗なアルプスの羊ひつじ飼かいにしか見えない。

　ここは勇者風に言うなら忌いまわしき魔王の根ね城じろにある玉座の間。

　一般的に表現するなら魔王宅のリビング。




　あのあと、勇者の目立ちっぷりは凄すさまじく、路上にいるだけで人目を引きまくった。

　面倒事に関わるまいとする回かい避ひ性能に優すぐれた都会と比くらべ、田舎いなかはスルー力が極きわめて低い。

　珍ちん妙みようなものを目にすると、二度見三度見は当たり前、中には戻ってきてまで確認する物好きもいる。そんな目ざとい輩やからが、こんな耳にも目にも騒さわがしい異物を見み逃のがすわけがない。

　当然、好意的な眼まな差ざしはほとんどなく、どれも怪け訝げんな、不ふ審しんや不安をありありと物語る視線だった。

　大して通らないながらも車の運転手は皆みな例外なく振り返り、家に戻ったはずの鈴すず木きさんはやっぱり心配そうに様子を窺うかがっていて、散歩中の犬は勇者に嚙かみつこうとした（魔王は撫なでようとしていたが犬が怯おびえた）。

　そう遠からず本当にパトカーがやってきそうな気配が漂ただよい始め、私は正直「それならそれでもいいんじゃない」と薄うつすらと期待さえ抱いだいていたのだが、魔王がそれをよしとしなかった。

　こんな奴を引き渡された警けい察さつのほうが困る、というのが魔王の言い分らしい。

　確かに言葉は通じるが、常識が通じにくい相手である。謎なぞの熱意と意味不明な供きよう述じゆつに手を焼くおまわりさんの姿が目に見えるようだ。仕方なく、これ以上人目につかないよう魔王邸ていに引き入れ、今に至る。

　ちなみに買った卵は割れるまではいかずとも、二個ほどヒビが入っていて、魔王は少し悲しそうだった。




「聞いているのか」

「……聞いている」

　大人おとなしくなったものの、どこか反はん抗こう的てきな姿し勢せいを崩くずさない勇者はそっぽを向いた。構図だけ見ると呼び出しを食らった生徒と担任教師の指導室だ。片方、一いつ介かいの教師と見るには迫はく力りよくがありすぎるけれど。

　ソファの背にもたれかかり、目を合わせようともしない勇者の態度は傍はた目めにも好ましいものではない。が、心情的にわからないでもない。

　勢い込んで殴なぐりに来た相手が人違いと知れ、拍ひよう子し抜ぬけしたものの、引っ込みがつかなくなったのだろう。

　管轄違いとはいえ、魔王に変わりはない。

　いきなり手のひらを返したように悪いことしたな、まあ水に流そうぜと握あく手しゆする気にはなれないが、かといって敵意を丸出しにするわけにもいかず、狭はざ間まで揺ゆれながら意地を張っているというところか。

　聞けば、何なん人ぴとも受けつけずに固く閉ざしていた聖せい剣けんを抜き、勇者として誉ほまれを受けたのはつい一週間前のことだという。

　ああ、と特に驚きもなく納得が先行した。無駄に前のめりの姿勢や、力みすぎての空から回まわりも、そう考えれば頷うなずける。

　つまり勇者といってもデビューほやほやなのだ。

　危あやうい。免許取りたての若者がハイウェイをかっ飛ばしたくてウズウズしている感じを受ける。

　やってしまうのだ、こういう時期は。浮かれて過信して、峠とうげとか攻めたくなってしまうのだ。

　町内の磯いそ山やまさんの息子むすこさんも免許を取って間もなく、納車したての新車ごと谷底に落ちかけ、三年分くらい老ふけたと聞いたことがあるし、痛い目を見ることが多い。

　血気盛んな若人わこうどに、刃物とスポーツカーを与える際はくれぐれも慎しん重ちように。

「魔王の座にある者でなければ、この地を訪れるは容よう易いではない。如い何かにして踏ふみ入れた」

　尋じん問もんを横目に、私は冷えた麦茶をすすった。テーブルにはグラスが三つ並べられているが、勇者の分だけコースターがない。魔王と勇者という立場上の線引きとも取れるし、単なるいやがらせとも取れる。

　おもてなしの心を尽くす魔王にしては意外といえば意外、地味すぎてどうでもいいといえばどうでもいい。

　勇者は明後日あさつての方向を向いたまま渋しぶ々しぶ答える。

「……魔王の居場所へ届けてくれと神しん殿でんに捧ささげた」

　何を、と私と魔王が視線で促うながすと、ぎこちなく口だけが動いた。

「一生に一度のお願いを」

「安い！」

　思わず声を上げてしまった私に、勇者は初めて振り向き、ぎらりと青い目を光らせた。

「安いとはなんだ安いとは！　一生に一度だぞ！」

「やっすいですよ！　きょうび小学生でも言わない」

　そして大たい抵てい、その文言を使う輩は一度では済まない。月刊くらいの頻ひん度どで伝家の宝刀を抜いてくるのである。

　しかし祈っただけで転送のサービス。神殿とはごねた子供の泣き言のような願いをやすやすと聞いてくれるほどお気軽なスポットなのだろうか。そんなハードルの低さで人々の望みを叶かなえていたら、世の中誰も働かない気がする。私もたぶん寝て暮らす。

　怠たい惰だな心中を読み取ったか、魔王の横顔が正面を向いた。

「祈れば叶うなど凡ぼん夫ぷの世よ迷まい言ごとに過ぎぬ。理ことわりを覆くつがえすほどの神気や執しゆう念ねんならば稀まれに成すこともあろうが」

　理を覆すほどの……？

　私は思わず勇者の顔を見やった。一いつ旦たんは引いていったはずの生気が息を吹き返すように、かの瞳ひとみに力が戻る。

「そうだ、一心に祈れば何事も通る！　この思いの強さこそが希望となり勇者として己おのれを奮ふるい立たせるのだ！」

「ああ……うん……」

　急に元気になってしまった勇者と反比例してこちらのテンションは下がる。

　なるほど、思い込みの強さは随ずい一いちだ。【一念岩をも通す】の諺ことわざがぼんやりと浮かぶ。そして同時に【無理が通れば道理が引っ込む】も浮かんだ。

　この並外れた根こん拠きよなき自信が、世の摂せつ理りという扉とびらを開かせたと思うと感心すべきなのか戦せん慄りつすべきなのか迷う。

「勇者ってみんなこんなのなんですか」

　だとしたら夢も希望もない。向かい側には聞こえないように耳打ちすると、魔王は小さく首を振った。

「そうであれば人の世は跡形もなく滅ほろびておる」

　辛しん辣らつ。

「……勇者として立つ者はそれぞれ秀ひいでた才を持つ。知略しかり人徳しかり」

　魔王は冷ひややかな声で告げた。

　この者の場合は、

「天運。これに尽きる」

　ですなあ、全くですなあ。私は大きく頷いた。

　パラメーターをグラフで表示すれば、さぞや偏かたよったレーダーチャートが出来上がることだろう。勇者は複雑そうに眉まゆをひそめた。

「なぜか褒ほめられている気がせんな」

「でしょうね！」

　褒めてないしね！

　しかし天性とも言える運と思い込みで越えるべきではない境きよう界かいを越えたものの、やはり裏技は裏技。正規ルートではない。精度は低く、目的とは異なる魔王のもとに飛んだというわけだ。

　一週間前に勇者となり、その数日後にはショートカットで魔王近くに下車。

　勇者の足取りを追えば追うほどに夢が壊こわれるというか、残念な気持ちが押し寄せる。

　私が思い描いていた勇者の旅と違う。

　スピーディに鬼おに退たい治じを片付けた桃もも太た郎ろうだって、川を流れてみたり旅の途中で仲間を募つのったりとそれなりに展開があったというのに、この勇者の物語性のなさときたら。

　麦茶に沈んだ氷が溶け、グラスの中で涼やかな音色を奏かなでた。

　勇者はそれを飲み干ほし、ごりごりと音を立てて氷を嚙み砕くだいた。図ずう々ずうしくもグラスを差し出しておかわりを要求している。魔王も魔王で何故応じる。宿敵のグラスに麦茶を注そそいでいる場合か。

　水をついで回る店員のように甲か斐い甲が斐いしく私のグラスにも麦茶をつぎ足し、ポットを冷れい蔵ぞう庫こにおさめた魔王は再びソファに腰を下ろした。

「事情は読めた。去れ」

　端たん的てきな言葉に、グラスに口をつけていた勇者の動きが一いつ瞬しゆん止まった。

「貴様のあるべき場所ではない」

　魔王の言う通り、勇者にとって意義のある地ではない。

　探し求める敵はなく、ついでに言うと味方もない。魔王に柔じゆう軟なんな土地柄ということは、勇者には風当たりがきついということだ。アウェイと言わずしてなんと言おう。

　黙もくした勇者はグラスを大人しく卓たく上じように戻した。その健康そうな肩かたと澄すみ切った目をわずかに落として。

「……らん、」

「え？」

「帰り方がわからん……」







　帰れないと言われても帰っていただかねば困る。リビングに勇者を残し、台所でこそこそと私と魔王は今後について模も索さくした。

「魔王さんの魔力やら術やらで帰せないんですか」

　魔王は首を振った。己の管轄内に送ることはできても、他の魔王が司つかさどる領りよう地ちは侵おかせないらしい。

　炙あぶられたやかんが湯気を吐きながら唸うなる。

　暑さに喘あえぎながら火を止めた時、ふと置き去りにしてきた疑問が首をもたげた。

「……ていうか実際のところ、何人いるんです魔王とか勇者とか」

　正確な数は知れぬが、と前置きした魔王は沸ふつ騰とうしたやかんを持ち上げてポットに注いだ。

「余が知る限り十はくだらぬ」

「うわー結構いるー」

　勝手な意見と自覚しているが、魔王や勇者という立ち位置を特別視していた身としては、唯一とは言わずとも、できれば三人程度におさえて欲しかった。

　当日限りという触ふれ込みの商品が毎日店頭に並んでいるのを見てしまったような気持ち。ありがたみに欠かける。

　センチメンタルをよそに、魔王は私に背を向けて製氷機に水を足すついでに冷れい凍とう庫この整理をしている。これが最低あと十人いるのか……と不ふ思し議ぎな思いでその後ろ姿をまじまじ見ていると、振り返った魔王は何を勘かん違ちがいしたのか、やれやれといった顔で冷凍庫から何かを出した。

　アイスクリームだ。

「欲しければ欲しいと言えばよかろう。匙さじを持て」

「いやそうじゃなくて、でもいただきます」

　確実に的まと外はずれだったが断る理由はなく、私は尻尾しつぽを振って飛びついた。

　高い室温に触れたアイスクリームはすでにスプーンを難なく受け入れるほどに柔らかい。

　行ぎよう儀ぎが悪いと知りつつも私は台所で立ったまま食べ始めた。バニラとチョコが半分ずつ入っているのが嬉うれしい。二口ほど味わったところに、どたどたと荒い足音がした。

「なんだ！　何を食っている！」

　勇者に見つかってしまった。リビングからは見えない位置に立っていたつもりだったのに、なんという目ざとい奴。

「俺の分は！」

「ない」

　冷凍庫より冷えた声は当然ながら魔王のものである。この状況で自分の取り分を要求できるその精神力には胸むねを打たれる。

　魔王にすげなくあしらわれた勇者は、私の手元のアイスクリームに狙ねらいをつけた。私は思わず守るようにして両手で抱かかえ込んだ。

「くれ」

「や、やだ」

「全部とは言わん」

　当たり前だ。

「半分くれ」

「……ください」

「ん？」

「半分ください、でしょうそこは。最初から思ってたけどお願いする時の態度があまりにもひどい！　勇者っていうより山さん賊ぞく！」

　強くスプーンで指し示すと、勇者は面食らったのか口をへの字に曲げた。それから視線をさまよわせて魔王のほうを見たが、援えん護ごを得られるわけがない。

　結局勇者は決まり悪そうに肩をすくめた。

「……半分ください」

「よろしい」

　溜りゆう飲いんが下がる思いでアイスクリームのカップを譲ゆずり渡した。

　いくら常識を踏み抜く暴ぼう走そう勇者とはいえ、相手も獣けものではない。真しん摯しに訴うつたえればきっと伝わる。

　私はうんうんと頷き一人で悦えつに入っていたが、それがいかにアメリカの菓か子しより甘い考えであるか、ほどなく思い知らされる。

「あー！」

　愕がく然ぜんとした。

　戻ってきたアイスクリームは、チョコ部分が全て食べ尽くされている上、カップには五分の一ほどしか残っていない。

　半分って。半分って言ったのに。

　この男の半分の概がい念ねんとは一体。

　糾きゆう弾だんの意思を込めて睨めつければ、勇者は何を責められているのかわからないといった訝いぶかしげな目で見返してきた。だめだ。根本的にだめだ。

「魔王さん」

「カオリ」

「妖よう刀とうを貸してください」

「落ち着かぬか。つまらぬ者を斬っては徳とく川がわ家けの名折れ」

「止めないでください、口で言ってもわかんない奴ってのはいるんです。吉よし宗むね公だって許してくれます」

　私が羽は交がい絞じめにされているのを振り払おうと夢中になっていたその時である。

　カツコツと何かを激しく叩たたく音がした。見れば、魔王の使い魔であるカラスが嘴くちばしで窓まど枠わくをつついていた。

「戻ったか」

　家に入る前、魔王がカラスをどこかに差し向けていたのを思い出した。

　迎え入れられた小さな配下は従順に魔王の腕うでへと降りた。言葉を解しているのか、別の形で意思の疎そ通つうをはかっているのか、物言わぬカラス相手に魔王は何事か呟つぶやき頷いている。

「ご苦労。羽を休めるがいい」

　一度頭こうべを垂たれるようにして、黒い翼つばさは窓から飛び立って消えた。それを目で追う前に遮さえぎったのは魔王の重い声。

「件くだんの魔王と渡りがついた」

「え」

「所在が割れれば上々と睨にらんでいたが、首しゆ尾び良よく運んだと見える」

　魔王は勇者と私を順番に眺ながめ、気配を舐なめるように言った。

　心せよ。




　──間もなく来る。




　ピンポーン。

　来た。本当にすぐ来た。

　軽かろやかなチャイムとは裏腹に空気が張り詰める。誰もが動かない中、何故か魔王に目配せされた私が玄げん関かんへ進み出ることになった。

　深呼吸してからドアノブに手をかける。回す直前、背後から咳せき払ばらいが飛び、慌あわててドアチェーンをセットした。見張るくらいなら、自分で出ればいいものを。

「どちら様、でしょうか……」

「あー？　俺俺」

　軽い。しかも想像以上に声が年とし老おいている。

「俺って言われてもわからないので。名乗っていただかないことにはこのドアは開けられません」

　こんな状態で開いたら後ろに控ひかえている黒くて角つののある人にきっと怒られる。

「ん？　おめえさん誰よ。兄ちゃんじゃねえな」

「いやいやこっちが誰かって聞いてるんですけどって、兄ちゃん？」

　その呼び方と気安い物言いから連想される人物は一人しかいなかった。私は猛もう然ぜんとドアを開いた。

「三さえ枝ぐささん!?」

「お、なんだ夏か織おりちゃんか」

　チェーンの存在を忘れていたせいで開ききらないドアに激げき突とつしそうになる。隙すき間まの向こうで見覚えのある顔が訝しげに私を見ていた。

「なんでこんなとこに。やっぱりデキてんのか」

「もうその話いいから」

　身構えた分、どっと気が抜けた。タイミング的にすわ襲しゆう来らいかと決めつけたものの、魔王が暮らしに馴な染じんでいる以上、宅配やご近所さんが訪ねてくる可能性だって大いに考えられるのだった。

　緊張して損した。私は肩かた透すかし半分、安あん堵ど半分の息を吐き、扉とびらに手をついた。

「魔王さんに用だよね？　ちょっと待ってて」

　チェーンを解とこうと一旦閉じかけた扉に三枝さんの声が被さる。

　──いや俺が用あるんじゃなくてよォ。

　次に開けた時には、目の前の光景がすっかり変へん貌ぼうしていた。

　壁だ。

　まるで眼前でカーテンを閉じられたように暗い。さっきまで三枝さんだったはずが、濃い紫色の平面に取って代わられている。閉へい塞そく感かんから逃のがれたくて一歩後ずさると、高い位置に顔らしきものが見えた。

　褐かつ色しよくの肌はだに光る目は赤く、頭部の両側にぐるりと角が曲線を描いて。

　およそ人から外れた、その姿はどう見ても。

「魔王と申すが、魔王はおるかな」

　私の知る魔王とは異なるものの、明らかに魔王の形なりをした男は、産うぶ毛げを嬲なぶるようなしっとりとした低い声を出した。陽光を受け、無む造ぞう作さに垂らされた金の髪かみが輝かがやきを放つ。

「お、おおお、おります」

　目の前にも家の中にもおります。私は目を白黒させて呼吸を飲み下した。

　金きん髪ぱつの魔王が後ろへ首をひねる。壁にしか見えなかった紫のベルベットが揺れたことで、壁ではなくローブだとようやく知れた。

「サエグサとやら、先導ご苦労。慣れぬ道に難なん儀ぎしていたが、いやはや助かったわい」

「いやァ俺も郵ゆう便びん局きよく行くついでだったからよ」

　景色に取り込まれて消えたと思われた三枝さんの、朗ほがらかな声がした。どうやら道に迷いかけた魔王をここまで案内してくれたらしい。すぐそこにいるようだが魔王が目め隠かくしになって姿は見えない。

「しばらく来ないうちに様変わりしたのう」

「言うほど大して変わってねえよ。まあ墓はか石いしは増えたけどな」

　会話だけ聞いていると老人会の集まりのようだ。片方は年寄り、というより人ではないが。

「んじゃ俺はここで。パチンコ行ってくる」

　夏織ちゃん、兄ちゃんと仲良くなーという誤ご解かいを招く台詞セリフを吐き、見えないまま三枝さんは去っていった。郵便局に行く予定はどうした。

　ふと気づくと三枝さんを追っていたはずの赤い目がひたと私を見下ろしていた。息苦しさを覚えるような視線を浴あびせたあと、金の髪を持つ魔王は口を開いて一言。

「デキとるのか」

「デキてません」

　今そんなこと心からどうでもいいのである。身を包んでいた緊きん迫ぱく感かんが高速で遠のいた。

「とりあえず入ってくださいどうぞ」

　招き入れるため、私は一歩下がった。

　改めて見ると本当に縦に長い。見上げ続けると首を痛めかねない長身の魔王よりも、更さらに体格がいいのではないだろうか。

　大丈夫か。入れるか、平均的日本人設計のこの家屋に。巷ちまたでよく耳にする、買った家具が大きすぎて家に入らなかった事例が頭をよぎる。

「おう久しいな。邪じや魔まするぞ」

　猫ねこ背ぜ気味に玄関をくぐった魔王が、私ではない位置の目線で薄く笑った。振り返れば不吉に佇たたずむ魔王の姿がそこにある。

「のこのことよく来たな」

　応じる魔王に微笑ほほえみはない。いつも通り冷れい淡たんな表情が張りついている。親しさとはかけ離れた面つら構がまえだが、交かわす言葉から察するに面識はあるようだ。

　大きな体をかがめ、紫の衣ころもの魔王はこちらが何か言ったわけではないのにブーツらしきものを脱ぎ、育ちのいい娘さんのようにきちんと揃そろえていた。土足のまま上がろうとしてひと悶もん着ちやく起こした勇者を思うと、その差は歴然である。

「よくも厄やつ介かい事ごとを持ち込んでくれたものよ」

「そう言わんでくれるか。我われも寝耳に水でな」

　ぺたぺたと音を立て、足に合わないスリッパで先を進む魔王と魔王がリビングの扉を前にして足を止めた。巨きよ軀くが二体並ぶと、さして広くない廊ろう下かがいよいよ狭せま苦くるしく見える。

「勇者はこの先ぞ。考えの足りぬ若造だがそれゆえ何をしでかすかわからぬ」

　魔王が扉の奥にいるであろう勇者を視線で示すと、赤い目が揺れ動いた。

　魔王の血は勇者を知る。誰に教えられずとも猫が鼠ねずみを狩るように、相あい容いれない敵であると本能的に悟さとるのだという。

「保養地であることをゆめゆめ忘れるな」

「承しよう知ちの上よ」

　釘くぎを刺さされてか、黄こ金がね色いろの魔王を取り巻いていた闘とう気きは散った。平静を語るように風を孕はらんでいた髪がローブに沿って流れ落ちる。木製の扉とは思えぬ重厚な音を響かせて、紫のローブがリビングの敷しき居いをまたいだ。

　ゴッ！

「そこは低いゆえ気をつけよ」

「先に言ってあげるべきでは」

　来客が頭部を打ちつけたあとの忠告はあまり意味をなさない。

　頭をさすりながら、なびく金髪はリビングの奥へ吸い込まれていく。すぐにその後を追おうとしたが、黒い魔王がそれを引き止め、私に何かを手渡した。

　細長く、ずしりとした重みが正体を語る。これは先ほど私自身が貸せと騒さわいでいた徳川家の模も造ぞう刀とうではないか。

「今のみこれを授さずける」

　手の内の、三みつ葉ば葵あおいの紋もんを眺めて息を吞のむ。もしかして。

「き、斬れと？」

「違う」

　魔王の鋭い視線がリビングのほうへと投げられる。

「あのうつけが我を忘れて暴あばれるようなことがあれば、先ほどと同様脇腹を突け」

　ああ、そういうことか。

　勇者にとって真の仇かたきの登場だ。目にすれば頭に血が上ってまたしても同じ過あやまちを繰り返すかもしれない。

　しかし魔王にとっても勇者は宿敵。管轄外の魔王でさえも一瞬臨戦態勢に陥おちいったくらいだ。同じ領域の魔王ならば尚なお更さら血が騒ぐのではないだろうか。

「魔王のほうも暴れたりとかしませんかね」

「あれは魔王として在位も長い。出し抜けに出会えば刃やいばも交まじえようが、事情を知った上でそれはなかろう。あしらいくらいは心得ている筈はずぞ」

　その口ぶりから、かの客がこの魔王より年とし嵩かさであることが窺える。

　魔王界の年齢事情についてはいまだ謎のベールに包まれているため正直よくわからないが、在位が長いならば経験も豊富だろう。生き急ぐ未み熟じゆくな勇者による正義の暴力も、きっとベテランの魔王がうまく諫いさめてくれる。

　いくばくかの安心感を覚えて、私は魔王とともにリビングへと足を踏み入れた。

「よく吠ほえる小僧よのう、その口二度と叩けぬようにしてくれようか！」

「やれるものならやってみるがいい！　光を守しゆ護ごとする勇者の俺に忌まわしい魔の刃など届くものか！」

　デジャヴかと思った。

　リビングを舞台に魔王と勇者が全ぜん身しん全ぜん霊れいでいがみ合っていた。

　その光景は、魔王役が入れ替わった以外は先ほど庭先で見たものとほぼ同じであり、特筆すべきこともないので詳しよう細さいは省かせていただく。

　とりあえず私は魔王の指示に従い、両者の脇腹を抉えぐるように強く突いた。






















　勇ゆう者しやを気絶させてしまった。

　抉えぐりすぎた私が悪かったのか、突く寸前に振り向いた勇者が悪かったのか。

　鞘さやで突いた瞬しゆん間かん、魔ま王おうは脇腹を押さえてうずくまるに留とどまったが、勇者はふぐっと息を吐いてそのまま白目を剝むいて倒れた。どうも思い切り鳩尾みぞおちに入ってしまったらしい。

　違う、違うんだ。個人的な恨うらみを妖よう刀とう（※通販にて入手可能）に込めたわけではないんだ。

　力加減に差はなかった。本当に。偶ぐう然ぜんの事故である。誓ちかって他意はない。

　そもそもだ、相手は腐くさっても勇者ではないか。

　甲かつ冑ちゆうを脱ぬいでいるとはいえ、たかだか村娘その一に昏こん倒とうさせられるとは不ふ甲が斐いない。攻こう撃げき力りよくに関しては申し分なさそうだが、防ぼう御ぎよ面めんに不安要よう素そがありすぎる。

　倒れ伏してピクリとも動かない勇者を見てさすがに私は青ざめたが、金色の魔王は平然としたもので、よし静かになったとばかりに、さっさとソファへと移動した。

　黒いほうの魔王は、招かれざる客といえどそのまま放置するのは気が引けたのか、仰あお向むけに倒れている勇者にシーツらしき布を被せた。布団のように着せかけるのではなく、人目から隠かくすように全身覆おおい尽つくしたため、遺い体たいみたいになってしまった。

　部下（私）がやってしまった不始末を、上司が揉もみ消そうとしている図に見えないこともない。申し訳ないことをしたなと思う反面、少し大人おとなしくしてもらったほうが都つ合ごうがいいのも事実。被害者の身の上となった勇者を絨じゆう毯たんの上に残し、私も二人に遅れてソファに腰こしを下ろした。




「どうも勇者と対たい峙じするといかんな。ついカッと頭に血が上る」

　危あやうく家に穴を開けるところだった、と魔王は出された麦茶を豪ごう快かいに飲み干ほし、コースターの上にグラスを戻した。

　先ほど勇者が腰掛けていた場所に、今は魔王が陣じん取どっている。二人がけソファの向かいに魔王、隣となりにも魔王。事情を知り得ていなければ悪い夢にしか思えない。

「それゆえ余が忠告したではないか」

　家主である魔王が私の隣で不服そうにもらした。賃ちん貸たい契けい約やくであろう住まいを半はん壊かいさせられそうになったのだから無理もない。とはいえ自分も、場をわきまえず勇者とドンパチ始めようとした一人である。

　魔王も自覚があるのかそれ以上詰なじらず、諦てい観かんにも似た息を吐いた。

「あれは不相応にも本陣に押しかけたと聞いたが」

「たまたま我われが留る守すの時でな。戸締まりもろくにしてないもんで、入り込んで大おお暴あばれよ。衛えい兵へいや手下どもを締め上げて我がいないと知るやわめき散らして出て行ったらしいわ」

　いろいろとひどい話だ。

　勇者の猪ちよ突とつ猛もう進しんぶりに呆あきれるべきか、魔王城の警けい備びの手薄さに驚くべきなのか、気持ちの重心が揺ゆらぐ。

「魔王ともあろう者がなんと愚おろかな」

　視界の端で闇やみの色を模もしたローブが揺れた。

「施せ錠じようや警備を怠おこたるなど城を預かる身としての自覚が足りぬ。己おのが城を空けるなら尚なお更さらぞ。長き凪なぎで骨ほねの髄ずいまで錆さびついたか。平和ぼけも甚はなはだしい」

　こんな穴だらけのセキュリティを耳にして、警備の鬼おにが黙だまっているわけがない。そりゃもう、ここぞとばかりに吠ほえるのである。

　この人が越してきてから私も幾いく度どとなくこの手の説教を喰くらってきた。

　金の魔王も同じなのか、明後日あさつての方向を見ながら髪かみをいじるなど態度の悪い女子高生並みに聞き流している様子である。いや私はともかく勇者に踏ふみ込まれた当事者としては、もっと真しん摯しに受け止めたほうがいいと思う。

「しかし聖せい剣けんが勇者を選んだと聞いたはつい先日だぞ？　一週間やそこらで城まで攻め込んでくると思わんだろ普通」

　褐かつ色しよくの肌はだを持つ魔王は傍かたわらへ視線を送り、大きく頭をかいた。つられるように私と魔王も床に横たわる勇者を一いち瞥べつする。

　普通の発想ではやるまい、そんな強行日程での魔王城攻略。

　確固たる約やく定じようはなくとも、勇者と魔王の戦いといえば人類にとっても魔の者にとっても運命を左右する一大イベントだ。

　それゆえに暗あん黙もくの了解というか、お互いそこそこ年数をかけて準備を整え、悔くいの残らない形で決戦の日を迎むかえましょう、というようなドラマ性を尊重する空気がある。恐おそらく歴代の勇者達もそれを踏とう襲しゆうしてきたのだろう。

　が、そこへ革かく命めい児じ登場である。誰だれもがそれはない、と断じる弾だん丸がんツアーを実行に移した、わびさびのない男がいたのである。

　おかげで管かん轄かつ内ない外がいの魔王に保養地をも巻き込んでの、この顚てん末まつ。

「だが早々にそなたと話がついたのは不幸中の幸いと言える。連れ帰ってもらおうぞ」

「気が進まんが致いたし方ないのう」

　黒い魔王が詰め寄ると、心底気が重そうに金きん髪ぱつの魔王は赤い目を伏せた。

　首を振る扇せん風ぷう機きが私達三人をなだめるように弱々しい風を浴あびせてゆく。

　魔王宅のクーラーは古い型のせいか効きが悪い。扇風機が奮ふん闘とうしてはいるが、力及ばず、申し訳程度に空気をかき混ぜているにすぎない。

　喉のどの渇かわきを覚えてグラスを手に取るも、とうに空からだった。麦茶をもらおうと私は半分腰を浮かせた。

「すいません、魔王さん」

　呼びかければどちらも振り向く。無理はない、どちらも魔王に違いないのだ。

　私は慌あわてて横に腰掛けている黒いローブの魔王を指した。

「いやあの、こっちの、黒いほうの」

　ややこしい。魔王が増えた時点で思っていたことだが、実にややこしい。

　そんな私の困こん惑わくを見て取ってか、向かいから声が差し込まれる。

「名がなければ不ふ都つ合ごうよな。娘、我のことは黄金こがねと呼ぶがよいぞ」

　黄金と名乗った魔王は砕くだけた微笑ほほえみを寄よ越こした。

　凍いてついた眼まな差ざしが常の、感情の機き微びが読みにくい隣りん人じんと比ひ較かくすると、彼は人間臭いというか表情豊かだ。顔立ちの印象もずいぶんと違う。

　どちらも整ってはいるものの、氷を切り出したように鋭えい利りな黒髪の魔王に対して、金の髪の魔王はその肌と彫ほりの深さが暑い国を連想させる。ラテン系とでも言えばいいのか。

「魔王が集つどう場では皆みなそのような通り名で呼び合う。番号でも良いが味気ないもんでの」

　黄金の魔王はさらりと告げたが、魔王が集う場というのがすでに不思議だ。

　どういう状況なんだ。定例会議とかか。それともパーティーか。どんな集まりにせよ、参加者が全員同じ苗みよう字じと考えれば、確かに不自由極きわまりない。

　互いをあだ名で呼び合う和わ気き藹あい々あいとした魔王達の会談を思い描き、私は置物のように座っている隣を見やった。

「じゃあ魔王さんにも通り名が？」

　本人ではなく黄金がこれに応じた。

「こやつの今の通り名は『傷の魔王』」

　褐色の長い指が頰ほおをなぞってみせる。魔王の傷を揶や揄ゆするような仕草だが、当人に気を悪くした様子は見えない。それに少し安心して私は正面に向き直った。

「今のってことは、前は違う通り名だったんですか」

　にやりと唇くちびるの端が上がった。

「傷を負う前は、『八や重え歯ばの魔王』と呼ばれていたな」

「八重歯！」

　ずいぶん可か愛わいいな！

　驚きついでに声を上げると、傷の件では無反応だった魔王が不本意そうにそっぽを向いた。

　過去の二つ名は彼にとってはあまり歓かん迎げいすべきものではないようだ。まあ確かに、魔王という職業の足を引っ張りかねない呼び名ではある。

　物々しく闇を背負い破は滅めつを掲かかげて現れたところで、魔王（通称・八重歯）のテロップが流れた時点で畏い怖ふが薄れるのは間違いない。

　しかしそうか。時々唇の隙すき間まから見える尖とがったものを、牙きばとして受け止めてきたが、これからは八重歯と思えばいいのか。

　じろじろと横顔を舐なめるように見ていると、手のひらで摑つかむように顔面を塞ふさがれた。

「そのように無ぶ遠えん慮りよに見るでない」

　やんわりとしたアイアンクローをお見み舞まいされ、痛くはないが視界が暗い。
















「ところで傷の。その娘はなんだ」

「参さん謀ぼうとして召めし上げた」

「ほう、それは拾いもんだ。休きゆう暇かのついでに人材確保とは抜かりない奴だの」

　背もたれに体を預けたのか、ソファの軋きしむ音がした。

「やはり保養地はよいな。空気もうまいし骨休めには最適よのう。このところ小こ競ぜり合いやら何やら、僻へき地ちと城を行ったり来たりで寝る暇ひまもない」

「戦いくさか」

「いや、低位の魔族同士の揉め事でな。会合にあいつだけ呼ばれたとか呼ばれないとか、上座だとか下座だとか」

「三流ほどつまらぬ悶もん着ちやくを起こす。余の領地においても頭痛の種であったものよ」

「まったくだ。おかげで翼つばさの艶つやが思わしくない」

「疲労は抜け羽ばの元げん凶きようぞ」

「勘かん弁べんしてくれ。ただでさえ湯に浸つかるたび、排はい水すい溝こうが詰まって手を焼いているというに」

「湿しつ気けも忌いまわしいが過度の乾かん燥そうにも注意を払わねば」

「椿つばき油あぶら試したことあるか？　悪くないぞ」

「あんず油とやらも良いと聞く」

　さすがどちらも魔王。立場を同じくする者でなければ成り立たない会話である。共感はできないにしても興味がないこともないので、魔王あるある合戦、大いに結構なのだがそろそろ手を離してもらえないだろうか。

　ふとその時、願いが通じたのか、ほどなく顔全体に加えられていた圧あつ迫ぱく感かんが去り、視界に光が戻った。

　眩まぶしさに目を細める暇もなく、私の耳は誰のものかわからぬ舌した打うちを拾った。

「もう少し寝ておれば良いものを」

　見れば、寝かせておいた場所に勇者の姿はなく、白い布が抜け殻がらのように取り残されている。

　いつ目覚めたものか、絨毯を這はいずり黄金の魔王の足元に到とう達たつしていた。弱々しくもその手が魔王へと伸びる。

「一いち撃げきで失神とは不覚……よくもやってくれたな魔王め……」

「我ではないぞ」

　あっさりと足で払いのけられ、勇者は力尽きたのかその場にうつ伏せで潰つぶれた。それでもまだ何か恨うらみ言ごとを連つらねているらしく、もごもごと言葉にならない声を一いち途ずに床へとぶつけている。黄金の魔王は眉まゆをひそめて憂ゆう鬱うつそうにそれを一瞥した。

「なんだってこの若造は初しよっ端ぱなからこんな士し気き旺おう盛せいなんだ。厄やつ介かいだのう」

「勇者さんが言うには仇かたきだとか家族の恨みだとか」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いで忘れがちだが、彼の言葉を信じるならば、魔王によって幸せを奪われた薄はつ幸こうの身の上だ。こうまで好戦的であるのは、勇者としての役割のみならず恨みによるところが大きい。

　ただでさえ冷静や熟じゆつ考こうを母体に置いてきた気性であるようだし、仇きゆう敵てきを前にして慎つつましくせよというのは無理があるのかもしれない。

「そうだ！」

　潰れていた勇者が大声とともに腕うで立たて伏せの要よう領りようで顔を上げた。手て負おいの獣けもののように険けわしく瞳ひとみをぎらつかせて、魔を帯おびた赤い目を見据える。

「お前が俺の管轄の魔王とわかった以上、どうあっても討うち果はたす！　復ふく讐しゆうを遂とげる！　心当たりがないとはもう二度と言わせんぞ！」

「もう二度と？」

「さっきうちの前で一回やってるんですよ、このくだり」

　ね、と目で問いかけると、横で魔王も頷うなずいた。

「そりゃすまんかったの」

　黄金の魔王が大きな肩をすくめてみせた。詫わびてはいるものの、あまり悪いと思っていないであろうことはその声こわ色いろから明白だ。友人間でよくある、遅ち刻こくしちゃったわりーわりー程度の重みしか感じない。

　その軽々しさは、勇者の神経を逆さか撫なでするに充分だった。

「その見下した態度、我が慢まんならん！　お前のせいで俺の家族や恋人がどうなったと思う！」

　猛たけ々だけしい感情に押されてだろう、飛びかからん勢いで勇者は立ち上がった。

　が、威い勢せいがよかったのもそこまで、瞬またたく間まによろめき目の焦しよう点てんが合わなくなったかと思えば、そのまま崩くずれ落ちた。

「くそ、魔物どもめ卑ひ劣れつな術を……！」

「立ちくらみですよそれ」

　ずっと寝ていた人間が急に立ち上がればそうもなる。

　聞いているのかいないのか、朦もう朧ろうとしているだろうに勇者は尚も立ち上がろうとしていた。甲こう子し園えんの砂を拾う球児のように膝ひざと手をつき、声というより息を吐き出す。

「……父を、マリアンヌを……返せ」

　音は掠かすれてか細いが、言葉は重く、空気を深く抉りとった。

　たまたま巻き込まれる形になってしまったが、管轄が違う私達はしょせん部外者にすぎない。これより先は世界と過去を共有する、勇者と魔王の問題だ。私も魔王（八重歯のほう）も口をつぐんで、ただ成り行きを見守るしかない。

　ソファで脚を組んでいた黄金色の魔王はやおら肘ひじ置おきに体を預け、頰ほお杖づえをついた。床に這い蹲つくばる勇者をまじまじと眺ながめて、その口を開く。

「何を言ってるのかわからんのだが」

　黄金の魔王は全くぴんと来ていない様子で眉を八の字に描いている。とぼけているわけでも勇者を試しているふうにも見えなかった。

「また魔王違いだと逃にげるつもりか！　もうその手は食わん！」

　身を起こした勇者は今度は一気に立ち上がらず、膝立ちの姿勢を取った。少しは学習したようだ。

「お前たちのこれまでの悪行、その命で購あがなってもらうぞ！」

「坊ぼう主ず、お前何か勘かん違ちがいしとらんか」

　小石を指で弾はじくように、黄金の魔王は平坦に応じる。

「人が人の世を生きるためあがいてるのと同じく、こっちはこっちで忙いそがしいのよ。わざわざ人間どもの土地に足を伸ばして荒らす暇なんぞあるか。特にこのところ内輪揉めが続いて、どこの魔族も身内に目を光らせるのに躍やつ起きになっとる。こんな時期に人間なんぞに構う奴がいるなら、そいつはただの阿あ呆ほうだ」

　魔王によるまさかの内情ぶっちゃけに、勇者は怯ひるんだ。

　ついでに傍はたから見ているだけの私も怯んだ。

　気の向くままにその邪じや悪あく性せいを発はつ揮きして、人を襲おそい、困らせ、苦しめるのが魔の者の生きる道かと思いきや、そういうわけでもないようだ。人が思うほど魔族も自由に非あらず。この広い世の中、どこに行っても世せ知ち辛がらい。

　束つかの間ま言葉を失っていた勇者は、すぐに我に返った。首を大きく振って、正義を曇くもらせる疑心を払い落とし、己おのれを奮ふるい立たせるように声を振り絞しぼる。

「だが！　現に父は女と逃げた！」

　その叫びはリビング全体に響ひびき渡り、聞く者全てを同じ顔にさせた。

　きょとん。そう、きょとんだ。

　それよりふさわしい反応は他にない。

「……お父さん、亡なくなったんじゃ？」

　おずおずと私が尋ねると、勇者は凜りんと背せ筋すじを伸ばした。

「死んだとは一言も言ってない」

「ええー……あの感じだと普通そう思うじゃん……」

　血の滲にじむような熱量を孕はらんだあの訴うつたえは一体なんだったのか。

「で、その話と我がどう繫つながる」

　誰もが感じていた当然の疑問をそろりと口にしたのは黄金の魔王。返事を促うながす三つ分の視線を受け、勇者は厳しい面おも持もちを返す。

「父に魔が巣食ったのだ。父の弱い心に魔物が囁ささやいて……夜な夜な町に繰くり出してはよその女と散々火遊びに興じた挙あげ句く、出て行ってしまったと母が」

　魔族関係ない。

　勇者の父が存命と判明したあたりで、ろくな話ではないという予感はしていたが、やはり裏切ることはなかった。できれば裏切って欲しかった。

　時空を超えてまでやってきた人の口から、ただの言いがかりなど聞きたくなかった。

　勇者はついに立ち上がり、魔王を真まっ向こうから睨にらみつけた。

「お前ら魔の眷けん属ぞくが父を惑まどわし、母を愚ぐ痴ちっぽくさせたのではないか！」

「知るかたわけ！　家庭内のいざこざまで我らのせいにされてはたまらん！　単にてめえの親おや父じの下半身に節せつ操そうがなかったんだろうがよ！」

「なんだと！　父は節操がなかったのではない！　その猛もう勇ゆうを身の内に秘めておくことができなかっただけだ！」

「それを世間じゃ節操がないっつうんだ小僧！　己のムスコの手た綱づなも取れねえ夜の豪ごう傑けつなんぞ、酒の席では誉ほまれでも所帯持ちとしては恥はじさらしよ！　盛さかりのついた畜ちく生しようにも劣おとるわ！」

「そなたら自重せよ。嫁入り前の娘に聞かせる話ではない」

　いかにも不快そうに魔王は眉をひそめた。

　先刻から私の耳は魔王の手によって塞がれている。

　が、添えられた手の位置が微び妙みようにずれており、気き遣づかいも虚むなしく下げ劣れつな会話はほぼ弾かれることなく耳に流れ込んでいるのだった。これは確かに聞きたい話ではなかった。

「とにかく我には関わりないことよ。勇者に狙ねらわれるは宿命とはいえ、身に覚えのない罪まで被ってやる義理はない」

「待て、ならばマリアンヌの件はどうなる！」

　早々に幕まくを下ろそうとした黄金の魔王に勇者は食い下がった。しかしすでに茶番を繰り広げた後では、まともに取り合ってもらえるはずもなく。

「マリアンヌとやらはなんだ？　魔にそそのかされてマグロ漁ぎよ船せんにでも乗ったか？　それとも賭と博ばくで身を滅ほろぼしたか？　これ以上ガキの戯ざれ言ごとに付き合ってられん」

「父の時とは違う！　マリアンヌは、マリアンヌは……恐らくもうこの世には……」

　頼りなくなった言葉尻じりに、背を向けていた魔王は金の髪をうねらせて振り向いた。ふっと火が消えるように喧けん騒そうが遠のく。勇者は目を伏せた。

「将来を、誓い合った仲だった」

　ぽつりと言葉が落ちる。

「同じ町で生まれ、同じ町で育った。マリアンヌと同じ色を持つ者はたくさんいたが、あれほど美しい瞳は彼女の他にない」

　懐なつかしむような、過去を惜おしむような声だった。

「勇者になったら結婚しようと、幼おさない俺の求婚に彼女は応じてくれた。十年前に彼女が遠くの町へ引っ越し、離れ離れになってしまっても絆きずなが揺らぐことはなかった。俺は頻ひん繁ぱんに手紙を出し、思いの丈たけを伝え続けたし、近況報告も欠かかさなかった。あまり返事は来なかったが」

　……うん？

「返事が来なかった？」

「全く来なかったわけではないぞ、十通に一通くらいの割合で届いた。きっと忙しかったんだろう」

「お、おう」

　雲行きが怪あやしくなってきた。

「しかし俺はあの日の誓いを一日だって忘れたことはない。だから、勇者に選ばれた日、すぐに手紙を書いた。約束通り迎えに行くと」

　そうしたら。

　勇者はぐっと拳こぶしを固く握にぎり、面おもてを上げた。その瞳はうっすら涙で潤うるんでいる。

「魔王が伝でん染せん病びようを町中にばらまき……それに感かん染せんしてしまったと。致ち死し率りつは高く、治す手立てもない。あなたが感染しては困る、だから来てくれるな。きっとこの命も数日ともたないから、どうか私のことは忘れて欲しい、と」

　唇を結んだ勇者は懐ふところから手紙のようなものを出した。私がそれを受け取り、魔王二人が後ろから覗のぞき込む。

　和紙に似た手て触ざわりの表面に流れるような異国の文字が連なっている。

　何が書かれているかまでは判断できないものの、か細さの欠片かけらもない筆ひつ跡せきを見る分には、今にも死にそうな病人のものとはとても思えない。紙の上を走る太く濃いインクは躍やく動どう感かんに溢あふれており、雄お々おしさすら感じる。

　全文黙もく読どくした魔王いわく、忘れて欲しい、という文言が三度に渡って記されているなど、全体的に必死さが窺うかがえる文面だったという。

「魔王が伝染病……」

　呟つぶやきながら見上げると、黄金の魔王は心外と言わんばかりに首を振った。

「知らん」

「この期ごに及んで言い逃のがれとは見苦しいぞ！　その手紙が動かぬ証しよう拠こではないか！　恋人を奪われた苦しみ、冷血な魔物どもにはわからぬか！」

　勇者は例のごとく勝気にわめいたが、今度は誰も応戦しようとはしなかった。むしろそれとなく視線を方々にそらし、衝しよう突とつを避さけてさえいた。

　その時思ったことを素直に口に出すのは、なぜか憚はばかられるような気がしていたのだ。

　扇風機の羽根が重い空気を波立たせて回る。

　担当という責任感がそうさせたのか、わずかな沈黙を破ったのは黄金の魔王だった。

「……ならば問うが、その病やまいで死者はどれほど出た」

　静かな問いかけに、勇者はぐっと言葉に詰まった。

「詳くわしくは知らん、だが」

「そもそも町ひとつ脅おびやかすほどに悪あく辣らつな病が猛もう威いを振るっているならば、騒さわぎになろうし、噂うわさのひとつでも流れてこよう。被害によっては町ごと封ふう鎖さだ。お前、一度でも耳にしたか？」

　声こわ音ねには威い厳げんと落ち着きが溢れており、すでに魔王というよりも小僧を諭さとす長老さながらである。嚙かんで含めるように説とかれた勇者は目を瞬しばたたかせて、考え込む顔つきになった。

「いや……そんな話は聞こえてこなかった。商売であの町と行き来している連中はいくらでもいるのに、誰も病のことなど」

　言葉を切って勇者はうつむく。それからゆっくりと、閃ひらめいたように口を動かした。

「……伝染病など、なかったということか？」

　いかにも、と相対する魔王は目だけで応こたえる。自分で口にしておきながら、勇者は愕がく然ぜんとした表情を浮かべた。

「なぜだ!?　ならば、なぜマリアンヌはこんな真ま似ねを!?　噓うそをつく必要がどこにあった？」

　思わず私と魔王二人は顔を見合わせた。口には出さずとも、胸むねに抱かかえている思いは皆同じである。

　私達は無言を守りつつ、お互いアイコンタクトで「お前言えよ」「いやお前が言え」と散々牽けん制せいし合っていたが、やはり魔王らが放つ目力たるや凄すさまじく、人の子が敵うべくもない。結局私にお鉢はちが回ってきた。

　答えを待つ勇者の眼差しは、火種になりそうなほど熱い。それにじゅうじゅうと炙あぶられ、私は何度か口ごもった末、残ざん酷こくな事実を伝えた。

　あのですね。

　それはたぶん。

「振られたんですよ」

「……なっ……」

　勇者は絶句した。




　将来を誓い合った恋人を偽いつわりの手紙一通で裏切ったマリアンヌ。

　概がい要ようだけ聞けば、なんと血も涙もない女かと非難の思いが湧わくところだが、この件に関してはそう単純な感想では済みそうもない。

　何しろ十年前に離れ離れとなって以来、お互い一度も会っていないのである。

　もちろん世には遠距離恋愛というものが存在するし、一度の恋を生しよう涯がいのものとする一途な方々もたくさんいらっしゃるのだろうが、返事もろくに来なかったことを考えると、明らかに二人の情熱には開きがある。マリアンヌが筆ふで不ぶ精しようなたちだとしても、想い合っている相手との文通ならば、もう少しまめに文を認したためてもよさそうなものだろう。

　十通書いてやっと一通って。無ぶ骨こつな将か。

　こう考えると、二人が本当に「恋人」という間柄だったのかも怪しい。

　あまり推測でものを言いたくはないが、勇者が一方的に思い込んでいただけなのではないか。

「将来を約束したのは確かなんですよね……？」

　世界を救う勇者がストーカーでは聞こえが悪い。

「もちろんだ。校舎裏に呼び出し、大人になったら結婚しようと求婚したんだ、忘れるはずがない」

「で、マリアンヌさんはなんと」

「照れていたのか何度も返事に詰まったあと、あなたが勇者になったら、と」

　本当に照れていたのかそれは。違うと思う。絶対違うと思う。

　しかし凶きよう器きにさえなり得る超級ポジティブを備そなえた勇者にかかれば、剝き出しの困惑も、照れおって愛うい奴め、に変換されてしまうのだろう。

　そもそも引っかかるのは、あなたが勇者になったら、というその返事である。

「勇者が選ばれる頻ひん度どってどのくらいですか？」

　私は二人の魔王を振り返った。

「ふむ、一いち概がいには言えぬものだが」

「おおよそ人の世であれば何十年に一度ってところかのう」

　宝くじどころの当選率ではない。可能性はゼロではないとはいえ、限りなくゼロに等しい。そんな現実的ではない条件を、好いた男に叩たたきつけるものだろうか。

　普通はすまい、本当に結婚したいと望んでいたら。

　つまりマリアンヌは、男達に無理難題を吹っかけたかぐや姫よろしく、遠回しに求婚を拒こばんだのだ。

「なんだ。どういう、ことだ」

　私達のやり取りに秘められた真意に気づかないのか、はたまた気づきたくないのか、気の毒なほどに顔色を失なくした勇者が、ぱくぱくと口を動かしている。

　居たたまれなくなって、私は目をそらして答えた。

「勇者になるとは端はなから思ってなかった、ってことです」

　心しん臓ぞうを射い抜ぬかれたかのごとくに凍りついた顔が視界の端に見えた。

　勇者として剣に選ばれた時、彼はさぞかし喜んだことだろう。

　そして、それ以上に知らせを受けたマリアンヌは驚き慌てたことだろう。

　私と結婚したければ龍りゆうの首の珠たまを差し出せと追い返したはずの相手が、本当に持ってきちゃったのである。マジかよ、と気が遠くなったに違いない。

　幼少期からともに過ごしていたのであれば、彼に生なま半はん可かな断り文句など通用しないことは骨身に染しみているだろうし、かと言って下へ手たに直球を投げて、愛が憎に反転した元もと幼おさな馴な染じみに首を狙われることになってもたまらない。

　その果てに生み出された苦肉の策が、マリアンヌ伝染病にて死す、だったわけである。

　魔王はまさにとばっちり、病に説得力を持たせるちょっとしたエッセンスとして体よく名を使われたにすぎない。

　はあ、と大きな溜ため息いきがもれた。

「マリアンヌとやらは傷を負わせることなくうまく断ったつもりだったんだろうがなあ。しかし勝手に名を使われてはたまらん」

「所しよ詮せんは小娘の浅知恵よ。切れ味の悪い刃物など百害あって一利なし。ひと思いに楽にしてやれば良かったものを」

　片方の魔王は倦うんだ色を隠すこともなく金髪を乱暴にかき回し、もう一人は冷ひややかに腕を組んで牙にも見える八重歯を覗かせている。巨きよ塔とうふたつを中心に生み出されるうんざりとした空気が、肩を叩くように脱力を誘った。

　暑い。気が抜けた途と端たんに体が不快を訴えた。

　忘れかけていた喉の渇きが鮮せん明めいに蘇よみがえる。許可を得るのも面倒で、勝手に麦茶をもらおうと私は足を踏み出した。その一歩目で何かを踏んだ。

　勇者だった。

　彼は体育座りで泣いていた。

　十年を超える初恋が、ただ一人の味方もない世界の田舎いなかの片かた隅すみ、しかも管轄違いの魔王邸ていリビングというわけのわからない舞台において儚はかなくも酷こく薄はくに散ったのだ。いくらダイヤモンド級の彼のメンタルをもってしても跳はね返すことは難しかろう。

　膝に押しつけているせいで表情は窺えないものの、くぐもった恨みがましい涙声が途切れ途切れに聞こえる。

「うう……何な故ぜだ、何故だマリアンヌ……俺の何が気に入らなかったというんだ……」

　嘆なげく姿はあまりに惨みじめで湿しめっぽい。

　一から十まで迷めい惑わくな男とはいえ、その盲もう目もく的てきな純情を思うといくばくかの同情の火が灯ともる。

　せめて慰なぐさめのひとつでも、と背中に手を伸ばしかけた。

「俺達の仲を引き裂さこうとした君の兄と決けつ闘とうして圧勝したのも一度や二度ではないし、誕たん生じよう日びには欠かさず俺の大事なヘラクレスオオカブトを大量に贈って祝いわったし、家か畜ちくには全てマリアンヌと名づける程の愛を示したのに」

「そういうところだと思いますよ」

　慰めの言葉は途中で蒸じよう発はつした。






















　失しつ恋れんの痛いた手では大きかった。

　勇ゆう者しやはすっかり大人おとなしく、というより萎しおれてしまい、梅つ雨ゆの部屋干ぼしにも劣おとらぬじめじめとした雰ふん囲い気きをあたり一面に撒まき散ちらしていた。

　傲ごう慢まんな態度はなりをひそめ、無む闇やみに魔ま王おうに食ってかかることはなくなったが、受け答えには覇は気きがなく、身にまとっていた勇者たる輝かがやきも今やくすんでいる。バールで殴なぐってもバールのほうが曲がりそうだった最初の頃を思えば、同一人物とはとても思えない。死にかけの虫のほうがまだ元気だ。

　惨さん状じようを見かねた黄こ金がねが「女なんか他にもいるだろ」とか「若いんだからこれからいくらでも出会いが」と片手間に声をかけても、ハートブレイクの若者にはひとつも響ひびかず「マリアンヌは一人しかいない」「俺はもう誰だれも愛さない」などと酒と自分に酔よい潰つぶれたような台詞セリフを吐いて、またびしゃびしゃとみっともなく泣くのであった。

　くだを巻くなら、深夜二時くらいの客もまばらな場ば末すえの飲み屋でやって欲しい。

　今も絶えずすすり泣く、世の湿しつ度どを一点に集めたかのような陰いん気きな物体を一いち瞥べつした。

　ソファに座ることすら拒こばみ、リビングの一角で膝ひざを抱かかえた姿が目に入る。

　ぼそりと黄金の声がした。

「使いもんになるのかあれ」

「さあ……」

　明らかに勇者としてのモチベーションが下がっている。暴あばれ馬にも似た荒あら々あらしいテンションにも手を焼いたものだが、落ち込めば落ち込んだでこれまた鬱うつ陶とうしい。

　極きよく端たんな男である。

　彼が備そなえているのはオンかオフの二種類のみで、微調整を施ほどこすような繊せん細さいな機能など望むべくもない。

「熱しやすく冷めやすい典型例よな」

　黄金の魔王は頰ほお杖づえをついたまま通販のカタログをめくった。ひと拭ふきで驚異の吸水力を誇ほこるドイツ製クロスのページに目を留め、折り目をつけている。潔いさぎよいまでのくつろぎようだ。私も勇者のことは諦あきらめて、ソファにもたれかかって携けい帯たいを取り出した。

「魔王さん、母がお米いただいたんでいかがですかって。今精せい米まい所じよにいるらしいです」

「ほう、でかした。奉ほうじるがいい」

「じゃ、いるって連絡しときますー」

　画面に目を落としたまま応じた。

　ようやく嵐が収まったと思ったら、今度は勇者による葬そう式しきが始まってしまったので、皆みななんとなく手持ち無ぶ沙さ汰たの状態に陥おちいっている。

　隣りん人じんの魔王などは、これ以上関わりたくないのかそれとも構うのも飽あきたのか、リモコンを手に時代劇のＤＶＤを鑑かん賞しようし始めてしまった。自由だ。

　彼がこの家の主あるじであり、客のメンツを考えると手厚くもてなす義務もないので、どう振る舞おうが勝手といえば勝手なのだが。むしろ叩たたき出さないだけ寛かん容ようといえるだろう。

　それよりも魔王所有のＤＶＤが増えていることのほうが気になる。

　以前はＢＯＸがひと箱置かれていた棚たなには、同じシリーズものとおぼしきタイトルが行ぎよう儀ぎよく並んでいた。魔王はひっそりと着実に、コレクションを揃そろえつつあるようだ。

　ふと横目で覗のぞいてみれば、画面に見入る横顔は真剣そのもの。

　そういえば主役である将軍の一人称も魔王と同じく「余」であるし、親近感が湧わくのかもしれないとぼんやりと思った。

　そして気づけば私も無む鉄てつ砲ぽうな将軍の活かつ躍やくに夢む中ちゆうになってしまい、腹の黒い藩はん主しゆが紙かみ細ざい工くのように斬り倒されるクライマックスはもちろん、下町に平和と笑顔が戻る清すが々すがしいエンディングまで見届けてしまった。

　型通りとはいえ、安定感のあるスカッとした展開は実に気持ちがいい。お年寄りが安心して楽しめるはずだ。上様かっこいい。

　江え戸どの事件が一件落着し、時計の長針がちょうど一周した頃、ぱん、と張りのある音色が鳴った。

　一通り通販雑誌に目を通し終わった黄金の魔王が、最後の一冊を閉じたところだった。さっさと片付けるかと思えば、魔王を手招きして「これ三つ買っといてくれんか」とさっき折り目をつけていたカタログを広げてみせている。

　魔王という生き物は、どうしても通販に物欲をくすぐられる性さがなのだろうか。

「さてと」

　黄金の魔王は昼寝から目を覚ました猫ねこのように伸びをして、リビングの一角を振り返った。

「いい加減もう帰るぞ小僧」

「……ああ」

　放置されている間に少しは落ち着いたのだろう。勇者の涙は止まっていた。目は赤く血走って、まだ生気は戻っていないものの、手を貸さずとも立ち上がれる程度には復調したようだ。

　が、脱ぬいだ鎧よろいを覚おぼ束つかない手つきで装そう着ちやくする姿はどうにも頼りない。今なら脇を突いただけで絶命しそうだ。

　こんなにも弱った青年に未来を託たくしても大丈夫なのかとよその世界ながら不安になり、手にしたせんべいの封を開け損そこねた。

　紫色の布を引きずりながら近づいた黄金が、その高い位置から宿敵である若者を注意深く見下ろす。

「忘れ物はなかろうな」

　お父さんか。

　それに反はん抗こうするでもなく、虚うつろな目で勇者は頷うなずきかけた。

「たぶんない…………あっ？」

　短く声を上げた勇者はそれまでの鈍にぶい動きとは一転、目を見開いて勢いよくうつむいた。いやうつむいたのではなく、見下ろしたのだ。身軽すぎる己おのれの腰こしを。

　その口から悲鳴のような声が上がった。

「ああ聖せい剣けん！」

「うわあ聖剣！」

　勇者とほぼ同時のタイミングで私も思い出した。

　ある。あるじゃないか。

　これ以上ないくらい大きな存在感の忘れ物が。

　私と勇者が揃って青ざめたのを見て、魔王二人は訝いぶかしそうに首をかしげた。本当にどうかと思うのだが私も勇者も今の今まで聖剣について忘れていたため、どちらの魔王にも伝えていない。

　電車の網あみ棚だなに忘れて駅の遺い失しつ物ぶつ預かり所に届けられた旨むねをかいつまんで説明すると、両者は揃って片手で顔を押さえた。頭が痛い、とその表情が如によ実じつに物語っている。

「だから早く取りに行けって言ったのに」

「そのあとすぐに魔王が現れたのだから仕方ないではないかっ！」

　悄しよう然ぜんとした気配はどこへやら。勇者が声を張り上げたところに低い音が割って入る。

「聖剣を置き去りにしては帰れんぞ」

「当たり前だ。誰が勇者の証あかしを置いていくか」

　厳おごそかな銀色を湛たたえた魔王に睨ねめつけられ、勇者は肩かたをいからせた。忘れたまま帰ろうとしていた奴が堂々と吐く台詞ではない。腕を組んだ勇者は渋しぶい顔をつくってみせた。

「ただ取りに行く手段がな……」

「手段？」

　聖剣が待つ預かり所はふたつ先の駅だ。それを告げると魔王は片かた眉まゆを上げた。

「歩いてたどり着けぬ距離でもないが」

「徒と歩ほは断る！　遠い！　日が暮れる！」

「うるせえよてめえが失なくしたのが悪いんだろうが」

　黄金は勇者の頭にげんこつを食らわせた。本格的に親子みたいになってきた。

「だが時がかかりすぎるのもまた事実よ」

　土と地ち勘かんのない勇者一人を向かわせるのも不安ではある。行く先で住民に迷めい惑わくをかけないとも考えられないし、かと言って、従者よろしくついて歩くのもどこか釈しやく然ぜんとしない。

　自然と、私と魔王の物言いたげな視線が黄金のもとへと集まった。

　精せい悍かんな顔立ちがあからさまに歪ゆがむ。

「わかったわかった、我われが運べばいいんだろうよ。ああ、くそ、厄やく日びだな全く」

　黄金は苦々しく言い捨て、骨ばった指で荒々しく金きん髪ぱつをかき上げた。

　恐おそらくだが、勇者の尻しり拭ぬぐいを魔王が請うけ負おうのは根本的に誤あやまっている。しかし悲しいかな、この場で最もふさわしいのは誰かと考えた場合、受け持ちの魔王以外に見当たらないのだった。

　もちろん駅に向かうのだから、電車という交通機関も選せん択たく肢しとしてないわけではない。しかし利用客の少なさもあって本数は乏とぼしく、バス以上に待つことになる。あまりあてにはできない。

　と、そこで私はもうひとつ引っかかっていたことを思い出した。

「そうだ、無む賃ちん乗車した分のお金払ってきてください。ちゃんと謝ってきて！」

　強く訴うつたえると、衝しよう撃げきが走ったように魔王達の顔色が変わった。それぞれ目を見開き、無賃乗車だと？　と言葉なく私と勇者を問い詰める。それに頷き答えると、聖剣を忘れたと伝えた時と同じくらい、いやそれ以上に顔をしかめた。

「人の保養地で何してくれてんだお前……」

「うつけと思っていたがよもやここまでとは」

　うわあ……とばかりに、魔王が勇者に注そそぐ視線は蔑さげすみに満ちている。

　引いている。いわゆるドン引きという態度である。

　古くからこちらの土地に馴な染じんでいるだけあって、魔王達は物事の道理を心得ているようだ。

　特に隣人として暮らしている魔王のほうは掟おきてや約やく定じようを重んじる傾けい向こうにある。マナー違い反はんどころではない犯罪行為を到とう底てい許すはずもなく、今にも斬って捨てると言い放ちそうな眼光を湛えている。

「軽けい率そつにして悪質。勇者の選別を仕切り直すべきではないか。世が荒れるぞ」

「な、何な故ぜそこまで言われねばならん。それほどの大罪か？」

　勇者は本気で困こん惑わくしていた。魔王二人による、屑くずを見るような反応がまるで理解できないらしい。

　聖剣が選んだくらいだ、恐らく勇者も悪い人間ではない。ただ、彼の価値観と常識が、私達とは少し嚙かみ合わないところにあるのだろう。

　それらは脆もろく不確かで、育った環境によって大きく変容する。正義とは何か答えが出ないように、一いち概がいにどちらが正しいとは言えない。

　が、ここは日本なので、今はこの国のルールが一番正しい。

「お金も持たずに電車に乗るのはアウトです。みんなちゃんと運賃払って乗ってるんですから」

「しかし悪気があったわけではない。たまたま持ち合わせがなくてだな」

　むっと勇者は口を尖とがらせたが、私は構わず続けた。

「それでも立りつ派ぱな犯罪です。罪に問われますよ」

「罪人の扱あつかいを受けるのか!?」

「そりゃそうですよ」

「勇者でもか!?」

　勇者は仰ぎよう天てんしたようにのけぞった。

「勇者でもだよ！　なにその特権階級！」

　私も仰天してお茶ちや請うけを手の内で砕くだいた。

　元の世界では知らないが、こちらでは勇者の顔パスなど無効だ。勇者だろうが武者だろうが運賃は平等に請求されるし、よそのお宅のトマトの盗ぬすみ食ぐいもいけない。

　お互いカルチャーショックを受けている私と勇者の横で、魔王二人はちゃりちゃりと音を立てて小こ銭ぜにのやり取りをしていた。

　がま口ぐち財ざい布ふから取り出された百円玉が、褐かつ色しよくの手のひらへと渡ってゆく。

「細かいのがないならとりあえず六百円でいいぞ」

「待て、このようなこともあろうかと密ひそかに硬こう貨かを蓄たくわえていた。貸しつけてやろう」

「おう、五百三十円ちょうどか。助かるわい」

　運賃五百三十円。勇者が貨か幣へいを持っていない以上、魔王が立て替えるしかない。

　決して高額ではないものの、工く面めんするのがこの勇者のためだと思うと、たかが五百三十円、されど五百三十円である。

　小銭を懐ふところにしまい込んだ黄金は、勇者の首根っこを摑つかんで「あとで絶対返せ」と凄すごんだ。
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　駅を目指して羽はばたいた二人が戻ってきたのは、大型テレビに映し出される将軍の活躍が二話目に差しかかる頃、そして私が二個目のアイスを空からにする頃だった。

「あ、おかえりなさい」

　どうでした、と言いかけた口を途中で閉じ、私はアイスの容器を捨てた。

　双そう方ほう、見るからにぐったりとしていた。遺失物をちょっと駅まで引き取りに行っただけとは到底思えない。

　最近艶つやがなくなってきたという羽で勇者を抱えて飛ぶのは心身ともに負ふ担たんが大きかったようで、黄金の疲労の色は濃い。

　一方、運ばれていただけの勇者も潑はつ剌らつとした気力は見えず、なんとも浮かない顔つきをしている。

　今、その身に鎧はない。土地柄、勇者だと知れては都つ合ごうが悪いので、さほど人目を引かない羊ひつじ飼かいスタイルで送り出した。

　おかげで白い目で見られることはなかったが、あら？　魔王さんの従者さんかしら？　という好意的ではあるが勇者としては屈くつ辱じよく極きわまりない扱いを駅員や乗客らから受け、勇者だと自じ己こ主張しようとするたびに黄金の魔王にげんこつを食らったという。完全に保護者の仕事だ。

　無賃乗車についても魔王が保護者スキルをいかんなく発はつ揮きし、勇者の頭を押さえつけながら丁てい寧ねいに詫わびて、なんとか穏おん便びんに済ませることができたらしい。

　事前に「ハイ」「ゴメンナサイ」「ニホンゴ、スコシダケ」しか喋しやべるなと徹てつ底ていしたのも功こうを奏そうした。

　預けられていた聖剣も、必要な手続きを取った以外特に咎とがめられることもなく、無事手元に戻った。疲ひ弊へいする道のりであったとはいえ、万事解決である。

　安あん堵どによる緩ゆるみが垣かい間ま見みえてもよさそうなものだが、なぜか表情にかかった霧きりは晴れない。特に勇者は思いつめたような、ほの暗ぐらささえも身にまとっていた。

　ソファに浅く腰掛け、出されたカルピスに口をつけようともせず、勇者は吐と露ろした。

「……聖剣の様子がおかしい」

　勇者は視線を落とした。その膝の上に、布にくるまれた長い得え物ものが眠るように横たわっている。年頃の娘を案じるでもあるまいし、剣の様子がおかしいと言われたところでピンとこない。

「おかしいって」

　何が、と私が身を乗り出そうとしたのを、背後からの声が遮さえぎる。

「光らないんだとよ」

　壁にもたれかかった黄金が、うっそりとした顔で告げた。

「……そうだ、沈ちん黙もくしたまま光らない。手にしても、以前のような覇気を剣から感じない」

　聖剣が勇者を選び、選ばれた勇者に魔王を封ふうじる力を与える。握にぎればあらゆる祝しゆく福ふくをもたらし、掲かかげれば闇を切り裂さく光を生むとされる。

　だが、その奇き跡せきとも言える力が今や細くしか感じられない、と勇者は深しん刻こくな面おも持もちで語った。

　うつむき、大きくかぶりを振って。

「故こ障しようだ」

「ワオ」

　聖剣は故障しないなんて信じていた時期が私にもありました。

　勇者も大たい概がいだが聖剣にもがっかりだ。本当にがっかりだよ。

　そうそう不具合が起きないからこそ、聖剣であり伝説なのではないか。魔王の首を取る前に、故障や刃はこぼれで何度もメンテナンスが必要になるならば、それはもはや聖剣ではない。聖剣を騙かたる類るい似じ品ひんと言っていいだろう。

「カオリ、真に受けるな。聖剣が故障など聞いたこともない」

　カルピスと氷が入ったグラスを手に、黒い魔王が参上した。

　カラカラカラカラと盛さかんにマドラーでかき混ぜながら台所からやってくる。

　魔王が言うには、氷が溶けるのを視野に入れて濃いめに注ぐのが、最後までおいしく味わうコツなのだそうだ。

　なるほどなるほど。少なくともこの状況でする話ではないことはわかる。

「俺が噓うそを言っているとでも？　ではなぜ剣は黙したままなのだ！」

　勇者が荒っぽい手つきで布を剝はいだ。現れたのは、古びた、けれど息を吞のむほど精せい巧こうな細工が施されたひと振りの剣だ。刃は薄く繊細で、眩まぶしいほどの光を放つ甲かつ冑ちゆうに比くらべると輝きは鈍い。が、時を経へた重みを感じさせる老練かつ厳かな佇たたずまいが、たとえようもない神聖さを醸かもし出していた。

　管かん轄かつ内ないの魔王かそうでない者かの違いだろうか、顕あらわになった聖剣を前に、黒い魔王は眉をひそめる程度の反応に留とどまったが、黄金のほうは忌いまわしそうに顔を背そむけていた。自分の命を脅おびやかす存在そのものなのだから無理もない。

　私は魔王二人に代わって、件くだんの聖剣を無ぶ遠えん慮りよに眺ながめた。

「故障のようにはとても見えませんけど」

「見た目はな」

　勇者はおもむろに柄つかを握り、すっと天に捧ささぐように頭上へ掲げた。

「我に光あれ」

　唱となえた勇者は、剣になんの反応もないことを確かめると、大きく息をついてからそれを下ろした。

「通常こうすると刃全体が輝きを放つのだが、この通りだ。まるで手て応ごたえがない」

　本来ライトセーバーのように光る仕様であるらしい。いかにもファンタジックな様を拝おがんでみたかったので私は少し残念に思った。

　何せもう二度とお目にかかれないかもしれない、五十年に一度の薬やく師し如によ来らい坐ざ像ぞうの御ご開かい帳ちようもかくやといった代しろ物ものである。故障という疑いをかけられて、急速に暴ぼう落らくしかけてはいるものの、その価値は計はかり知れない。

　つい、そわそわと好奇の目を向けてしまう。

「ちょっとだけ持ってみてもいいですか」

　そう口に出した途と端たん、横よこ槍やりが入った。

「カオリ、そのようないかがわしき得物に触ふれるなど」

「さっき私に妖よう刀とう預けた人が何を……」

　あれは由ゆい緒しよある徳とく川がわのなんとか、と魔王はマドラーを手にぶつぶつ言っていたようだが、意外にも勇者が丁てい重ちように扱えと言いながらあっさり聖剣を寄よ越こしたので、私は手のひらをＴシャツで拭ぬぐってから恐る恐る握った。

「わっ軽い」

　驚くほど重みがない。

　最初に耳にしていた、勇者でなければ手にすることもできないという大前提が塵ちりとなって消えていくほどの軽さだ。安いおもちゃの剣を振るっているような感覚にさえ陥る。

　この扱いやすさは、喜ばしいというよりも奇き妙みようと言えるだろう。聖剣としての稀き少しよう性せいを考えるなら、勇者以外がたやすく振るえるようでは都合が悪い。

　軽いとはいっても剣には違いない。狭せまい室内で振り回すわけにもいかないので、私はちょっとした悪戯いたずら心ごころを出して、それこそ特とく撮さつヒーローを真ま似ねる子供のように、先ほどの勇者と同じく剣を頭上に掲げた。

「我に光あれー」

　突とつ如じよ、剣が唸うなるように震ふるえ、あたりに眩まばゆい光が満ちた。

　その雷いかずちのごとき閃せん光こうの中「目がぁー」と黄金の呻うめき声がした。眩しさにつぶった目を開くと、聖剣は神こう々ごうしい姿を晒さらしていた。

　光っている。

　見事に光り輝いている。

　夜であれば、さぞや多くの虫が寄ってくるであろう。

　その後、数十秒にわたり輝きを振りまいた聖剣は、やがて線せん香こう花火にも似た儚はかなさをもって消えた。

　光とともに物音すら消えたのか、沈黙が訪れた。聖剣は私の手の内で再び眠りについている。私は半なかば呆あつ気けに取られながら聖剣を見上げていたのだが、魔王や勇者が注視していたのはもっと違うものだった。

　彼らの視線の先は剣ではない。それを手にしている者。

　つまり私だ。

　刺さすような視線が全身に集まる。

「剣が……応えた……」

「カオリ……まさかそなた」

　勇者は呆ぼう然ぜんとし、魔王の声には動どう揺ようが見える。

「いやいやいやないないそれはない」

　私は顔だの手だの、とにかく振れるところは全て振って否ひ定ていした。しかし二人の目の色はありありと語っている。

　お前が、お前が勇者なのかと。

　ちなみに黄金は一人、両目を押さえたままソファに隠かくれるようにうずくまっていた。さすがは伝説の剣、光るだけで管轄の魔王にダメージを与えるとは。
















「家臣が主に牙きばを剝むくとはな……身の内を食い破られる思いぞ」

　魔王は鋭するどい眼光で私を見据えながらも、自みずからの胸ぐらをかきむしり苦しげな息を吐いた。

「だから違うって」

「そなたが余の明あけ智ち光みつ秀ひでとなるか……敵は本ほう能のう寺じにあり……！」

「意外と日本史詳くわしいですね」

　一体どこでそういうのを覚えてくるんだ。

　感心するのも束つかの間ま、警けい戒かいも顕に後ずさる魔王の姿が目に入った。だからそうじゃなくて！　と慌てて二歩ほど詰め寄る。

　参さん謀ぼうの地位に見合うだけの働きとは言いがたいものの、それなりに忠ちゆう誠せいを尽つくしてきたというのに裏切り者の汚お名めいを着せられるとは心外だ。

「勇者になる気なんかないし、明智になる気もないですってほんとに」

「だが剣はそなたを選んだ」

　見下ろす魔王の目つきは疑わしい。腹立たしくなって、私はつい両手でローブを摑んだ。

「なんですかなんですか！　私よりどこの馬の骨ともつかない聖剣を信じるっていうんですか！」

「む。そういうわけではないが」

　魔王は決まり悪そうに目を眇すがめた。

「そもそも魔王は瞬しゆん時じに勇者を見抜く的なこと言ってたくせに」

　勇者を判断するは見た目ではなく血であると、キメ顔で語っていたのは他でもない魔王自身だ。ローブごと揺すってそう詰なじると、魔王は睫まつ毛げをはためかせて一度瞬まばたきを見せた。それから感じ入ったように大きく一度頷いた。

「然しかり。そなたから勇者の波動は微み塵じんも感じぬ」

「でしょう!?　勇者さんが言うようにきっと故障に違いないですよ、これ」

　ほら、と私はこともあろうに勢いに任せて聖剣を押しつけ、魔王は魔王で軽はずみにもそれを摑んだ。

「ほほう、羽根のごとき軽さ」

　魔王は感かん嘆たんし、無む造ぞう作さに得物を構えた。

　区画が違うせいだろうか、剣にも魔王にも互いを拒むような気配はない。おかげで聖剣を振るう魔王という盛大な違い和わ感かんがここに誕たん生じようした。

　感かん触しよくを確かめるように二度ほど持ち替え、意い匠しようや刃先などをしげしげと観察していた魔王は、誰に言われるでもなく自然な動作で剣を頭上にかざした。そしてさらりと例の口上を。

「我に光あれ」

　光った。聖剣は私の時と同様に、一切躊ちゆう躇ちよなく強きよう烈れつな輝きを放った。

　黒く禍まが々まがしい魔王の個性など一いつ顧こだにしない、文句なしの光量である。

「光った……」

「光りましたね……」

　聖なる光の安売りにリビングはざわついた。

　再び目を痛めつけられたらしき黄金は、「お前らふざけんな」と目を覆おおいながら憤いきどおっていたが、私達はそれに構う余裕はなかった。

　今、起こってはいけないことが起こってしまったのではないか。

　どう見ても人選ミスにもかかわらず聖剣は応えてみせたのである。伝説の剣のご乱心。なんらかの影えい響きようで、勇者とそうでない者をもはや認識できなくなったとしか思えない。

　勇者もそう考えたようで、魔王から聖剣を奪い、同じように掲げてみせた。が、さっきまでビカビカと景気よく輝いていた剣は噓のように沈黙し、なんの変化も見られない。

　おや？　と私達が首をかしげている中、肩を落とした勇者が苦く悶もんに満ちた声で呻いた。

「何故だ……」

　勇者が手離した聖剣を拾い、念のためもう一度同じことを試してみる。

　私も魔王も、剣は光った。

「何故だ……？」

　その時たまたま家にやってきた郵便配達（男性：働き盛り四十五才）の人にも持たせてみた。

　光った。

「何故だ[image: ]」

　テーブルが勇者の拳こぶしに打たれ、カルピスの水面が揺れた。

　もはや、誰が持てば光るか、という問題ではない。誰であってもだいたい光る。

　恐らく三さえ枝ぐささんに持たせても光るだろうし、チワワの菊きく枝えに持たせても光るかもしれない。ただ一人、勇者を除のぞいて。

　誰彼構わず無差別に委ゆだねているように見えて、その実、聖剣は勇者だけを弾はじいている。

　勇者の頭からつま先まで値ね踏ぶみするように眺めた魔王は、ふんと鼻を鳴らした。

「見たところ、勇者の地位を剝はく奪だつされてはおらぬ」

　勇者は勇者のまま、けれど聖剣は応えない。故障かと思えば、勇者以外には大サービスで光り輝いてみせる。

　ああ、これは完全に。

「あてつけであろうな」

　これまで尊重され、神聖視され、数々の勇者とともに死線をくぐり抜けてきた伝説の聖剣様である。その辺の無機物とは違い、気き位ぐらいもプライドも高くそびえているだろう。物言わぬだけで、電車に置き去りにされたことを相当根に持っているのではないか。

　魔王は容よう赦しやない口く調ちようで続けた。

「引き取りに来たからといって、一時でもおざなりにされた禍か根こんは残る。縁えんを切らぬまでも、何か報復をしてやらねば気が済まないといったところか」

　かろうじて関係は続いているものの、話しかけても返事がこない程度にはこじれているわけだ。

　たとえるならば溝みぞの深くなったカップル。よほど彼氏、いや勇者が挽ばん回かいしなければ破は綻たんは近い。

「聖剣がへそを曲げるとは、今期の勇者はハズレもいいところよな」

　ソファの陰から顔を出した黄金の魔王が、ひとまたぎで背もたれを越え、投げ出すように体を預けた。どこから出したものか、その顔にはサングラスが装備されている。この短時間でライトセーバー対策を講じるとは伊だ達てに在位が長くない。

「無む駄だにびかびか光らせやがって……人の目ェ潰す気か」

「あ、サングラス似合いますよ」

「やかましいわ」

　ふてくされた様子の黄金は卓たくの上のお茶請けに手を伸ばし、ばりばりと封を破いて食べ始めた。どこか投げやりにも見える粗そ雑ざつな所作はやけくそといった風ふ情ぜいが漂ただよう。彼にとって今日は忘れがたい一日になることだろう。

　一方、柄がらが悪くなってしまった黄金の風ふう体ていも気に留めることなく、勇者は呆然と立ち尽くしている。常に剣と心を通わせる一心同体が正しい姿なのだとしたら、今の状態は不完全だ。己の半身に裏切られたに等しい。

「そんな……」

　声というよりも吐と息いきに近い。勇者はぱくぱくと息苦しそうに口を幾いく度ども開閉し、聖剣を、魔王を、そして私を見た。

「俺は……俺はどうしたらいいのだ」

　ふんぞり返っていたお山の大将が一転、捨てられた子犬の瞳で助けを求めている。

　母性を持つ者なら、多少くすぐられてしまうかもしれない。実際、私の内に秘めている良心の最北端あたりが一瞬うずいてしまった。

　しかし、これは他でもない彼自身が招いてしまった悲劇なのである。散々黄金や現地の魔王に迷惑をかけてきたのだから、聖剣に関しては己で始末をつけるべきだろう。

　もういい大人なんだし。落ちぶれかけても勇者は勇者なのだし。

「聖剣に認めてもらえるよう、心を入れ替えて、真ま面じ目めに一から頑張るしかないんじゃないですか」

　まさかこんな下げ手しゆ人にんを諭さとす岡っ引きみたいな台詞を勇者に吐く日が来るなんて思いもしなかった。

　勇者は頼りなく萎れていた顔をさっと強こわばらせた。空の色を含んだ目には、いくらかの期待と大いなる疑念が渦うず巻まいている。

「心を入れ替えるとはいっても、今いま更さら別の人間にはなれん」

「まるっきり違う人格になれって言ってるわけじゃなくて、できることからコツコツとですよ。一日一善みたいな感じで」

　腑ふに落ちないのか、勇者は眉み間けんに皺しわを寄せて首をひねっている。

「たとえば、ええと、後片付けをやるとか」

　私がテーブルに置かれたいくつものグラスを指差すと、明らかに不満そうな声が返ってきた。

「なんで勇者である俺が」

　物言いは実にふてぶてしい。私がもっと気が短いたちなら、この時点で頭突きくらいかましていることだろう。

「ほら！　そういう態度がだめなんですよ！　あとこんなこと言いたくないけど、いくら勇者だなんだっていっても今は二軍みたいなもんじゃないですか」

　別に二軍が悪いとは言わないが。少なくとも一軍落ちという自覚は持っておいたほうがいい。

　勇者は何か言いたげに口元を歪めたあと、結局言葉を成すことなく渋々とトレイを手にして食器を下げた。シンクに置くだけで戻って来ようとしたので、グラスを洗うジェスチャーを示して追い返した。

　顔中に不本意と書いた勇者は、のろのろと後始末を終え、私に疑いの眼めを向けながら聖剣を手に取った。やる気のなさそうなかけ声とともに聖剣が掲げられる。

「あっ」

「ちょっと光った」

　言うなれば蛍ほたるの光。

　昼間では見み逃のがしてしまいそうなぼんやりとした灯あかりが刃先に灯ともった。閃光には程遠く、手応えとしては控ひかえめではあるが、相手にもされていなかった先ほどを思えば進展と言える。

　剣をかざしたまま二度ほど瞬いた勇者は、思いつめたような面持ちでゆっくりと腕を下ろした。

「お前の言う通り、俺の心がけ次第ということか……」

「そうみたいですね……」

　仄ほのかな光はすでにない。もと通り物言わぬ古びた姿となった剣を、勇者は疲弊したような面差しで眺めた。

　とりあえず、魔王を倒すのは後回しである。

　まず地道な善行で徳を重ね、聖剣との仲を修復するのが勇者に課せられた第一の試し練れんだ。単たん騎きで敵てき陣じんに乗り込むようなせっかちで派手を好む勇者には、さぞや我が慢まんと忍耐を強しいられる地味な作業であることだろう。しかしこれをおろそかにすれば、魔王を討つという本ほん懐かいを遂とげることもままならぬのだから、避さけては通れない。

　うつむきがちに剣を見下ろしていた勇者はおもむろに天てん井じようを仰あおいだ。だらりと人形のようにぶら下がっていた右手を緩やかに開けば、聖剣が抜け落ちる。

「やってられるか！」

　絨じゆう毯たんが刀身を柔らかく受け止めたのと同時に、勇者が声を上げた。

「光こう明みようが見えたとはいえ、先が長すぎる！　魔王を倒す前にじじいになるぞ！　だいたい勇者は悪に鉄てつ槌ついを食らわす英えい雄ゆうであって、みみっちい奉ほう仕しなんぞするべき人間ではない！」

　ヒステリックな音が耳をつんざく。そのままわめきながらこちらに向かって踏み込んできたので、胸ぐらでも摑まれるかとつい身構えたが、勇者は眼前でその歩みを止めてソファに腰を下ろし、髪を乱暴にかき混ぜ始めた。

「ちくしょう、なんでこんなことに」

　身から出た錆さび、の格言を謹つつしんで彼に贈りたい。

　私はひとつ咳せき払ばらいをして、絶望の淵ふちに立つ勇者の注意を引いた。

「今は混乱して考えがまとまらないでしょうし、その、帰ってからゆっくりと身の振り方をですね」

　頭をかきむしっていた両手が止まる。勇者は抱えていた頭部をのっそりともたげ、ちょうど見下ろす格かつ好こうになっていた私を薄暗い瞳で見上げた。

「……俺は……戻らんぞ」

　え、と思わず荒すさんだ顔に目を投じる。彼の頭に添えられていた手が離れ、拳の形を作った。それはすぐに振り下ろされた。

「マリアンヌにも聖剣にも見限られた地に帰りたくなどない！」

　拳が叩きつけたのは彼自身の膝ひざだったが、私も一緒に殴られた思いがした。

　今、この男は、なんと言った？

「はあ？　何言って……」

　帰りたくない、などという台詞は終電を逃した可か憐れんな女子の口からこぼれてこそ初めて価値を持つというか、魅み惑わく的てきなワードとして成り立つのであって、アスファルトをもねじ切る脳のう筋きんの勇者（仮）から放たれたところで可か愛わいくもなんともないのである。

　終電を逃そうがタクシーを捕つかまえ損ねようが、問答無用で帰って欲しい。

　一いつ刻こくも早く帰って欲しい。

　そう願っているのは私ばかりではなく、不本意ながら住居をたまり場にされている魔王も同様だ。切れ長の目が剣けん吞のんな光を帯おびている。

「血迷ったか、はたまた記き憶おくする脳すら持たぬか。ここは貴様にふさわしい地に非あらずと余が再三忠告したはず」

「魔王の息がかかった忌いま々いましい土地でも、恥はじを晒しに故こ郷きようへ帰るよりましだ」

　居直った勇者が荒々しく鼻から息を吐くと、後ろから黄金が頭を小突いた。押し上げられたサングラスの下から赤い目が睨にらむ。

「馬ば鹿か言ってんじゃねえぞ。向こうじゃ勇者でも、ここじゃなんの後ろ盾だてもない甘ったれのクソガキ、いや、住所不定無職だ」

　住所不定無職。

　改めて言葉にすると凄みがある。

　しかし勇者は黄金の言葉に耳も貸さず、ソファに浅く腰掛けたまま自信ありげに言葉を発した。

「住むところに関しては、あてがある」

　心なしか、勇者の視線が魔王に向いている気がする。

　おいおいまさか……。

　気け色しきばむ私達の様子を察してか、勇者はひらひらと手を振った。

「いや、魔王の家に置いてくれとまでは言わん」

　さすがにそこまで図太くはないか。

　安堵したのも束の間、勇者の顔の向きが変わった。勢いよく目が合う。一いつ瞬しゆんにして全身にいやな予感が走った。

「村娘その一」

「いやです」

「まだ何も言ってないぞ」

　聞くまでもない。

「言っておきますけど村娘の家に勇者を養う余裕はありませんから」

　経済的余裕も心の余裕も、ついでに言うとスペースもない。

　彼がもう少し人間として厚みがあり、勇者の称号に恥はじない立派な青年であれば、便べん宜ぎを図ることを考えたかもしれないが、目の前の美び丈じよう夫ふの中身は直進で全てをなぎ倒す野放しの猪いのししである。

　なんの義理もない猪の面倒を請け負うなど、礼金を渡されてもまっぴら御ご免めんだ。たとえ札束で頰をぶたれたとしても、まあ、その、ちょっとばかり悩むけれど、やっぱり御免だ。

　私が冷ひややかな顔でぴしゃりと断ると、勇者は転がるようにソファから下り、すがりつく勢いで這はい蹲つくばってきた。

「俺とお前の仲ではないか！」

「なんの仲だよ！　悪いけど他人以下だよ！　うちには入れん！　絶対に入れんぞ！」

　大黒柱である父の不在時は、長女として私が瀬せ野の家けを守らねばならぬ。

「置いてくれればなんでもする、家の仕事やその他、手足となって働きお前の助けとなろう」

「先に聖剣との関係修復を頑張るべきですよね」

　だいたい、と私は台所に視線を投じてから吐き捨てた。

「食器片付けるのも文もん句く垂たれるような人が役に立つとは到底思えません」

　我わが家やは勇者の更こう生せい施し設せつではないのである。

　暇ひまそうに見えるかもしれないが、私も短い青春真まっ只ただ中なかのいろいろと忙いそがしい身なので、そうそう人の脇腹ばかり突いていられない。

　だが、信念という名の思い込みの強さで勇者となった男は諦めが悪い。靴くつ裏うらに張りつくガムより粘ねばり強い特性を発揮し、いくら拒絶しようとも執しゆう念ねん深く足首を摑んで離そうとしなかった。

　これほどめざましいガッツを秘めているなら、別れ間ま際ぎわのみっともない彼氏みたいな真似ではなく勇者として正しい方向に使いたまえよ。

　歯を食いしばる顔つきは鬼き気き迫せまるものがあり、その表情に恐れをなした私は蹴けっ飛ばすようにして振り払った。一いつ旦たん尻しり餅もちをついた勇者は這うように引き返して。

「頼むこの通り！　一生に一度のお願いだ！」

「出たー！　噂うわさの一生に一度！　重みゼロ！」

　やはり思った通り安い。そして考えが甘い。一度限り有効のクーポンが何度でも使えると思うなかれ。

　諦めの悪い勇者が私の右足をめがけて、尚なおも手を伸ばそうとしたその時だ。

「控えよ」

　ずしりとした緞どん帳ちようにも似た声がそれを制した。終劇を知らせるように、ローブという名の暗あん幕まくを引きずり、魔王は勇者の前を横切ってゆく。

「貴様は知らぬようであるから、この際教えてやろう。一度しか言わぬゆえ、その足りぬ頭と塵の詰まった耳をしかと開いておけ」

　勇者の前を通り過ぎたところで足を止めた魔王はゆっくりと彼に向き直った。放たれる厳げん粛しゆくな空気に、勇者は戸惑いながらも神しん妙みような顔をつくった。

「勇者がこの地に根を下ろすは許されぬ。無む論ろん、我々魔王ゆかりの地ゆえではあるが、それだけではない」

　私の視界には肩が見えるのみで、魔王の顔色までは窺うかがえない。夜を溶かしたような低い声だけが耳に届く。

「この土地に長らく住み着き、守しゆ護ごするもの……畏い怖ふと尊そん厳げんを兼かね備そなえた、もはやこの土地の意思そのものと言っても良いかもしれぬ……その神にも似た存在が、集落全体を掌しよう握あくしておるのだ」

　少しの間を置いて、魔王は言った。




「その名を……這いずりさんと呼ぶ」




「ブッホ」

　咽むせた。

「そうだな、カオリ」

　間かん髪はつ容いれずに魔王が私を振り返る。

　それは悪ふざけとはまるで無む縁えんな、真面目な顔だった。この世の底を思わせる深い目の色が、私に向かって静かに雄ゆう弁べんに語りかけている。

「な、なんだその這いずりさんというのは」

　たじろいだ勇者の顔には、困惑と動揺がありありと浮かんでいる。それを見て、私は魔王の言わんとしていることを察した。

　咽せている場合ではない。乱れた呼吸を嚥えん下かして、短く息を吸い込んだ。

「……我々は這いずりさんに監かん視しされています」

　我ながら絶妙に不気味な声が出た。

「這いずりさんには逆らうべからず、這いずりさんには何なん人ぴとも抗あらがうすべ持たず……贄にえとして目をつけられたが最後、どこまでも追い詰められ、しまいには世の果てまで引きずり込まれるのです」

　いつか祖そ母ぼが私を脅おどかしたのと同様、吐息はおどろおどろしく、顔面には不吉をのせて、私は死神のように勇者に迫った。

「何を、ば、馬鹿なことを」

　対たい峙じする声音が震え、怯おびえに染まってゆくのを確認して、私は一歩、また一歩と勇者に近づく。

「いいですか、這いずりさんは水田から現れ、どろどろに溶けた体を引きずって迎えに来るんです。道連れにする生いけ贄にえを求めてずるりずるりと。そして這いずりさんが好んで引きずり込む生贄は、」

　一層低い声で囁ささやいた。

「夜寝ない子と、畑を荒らす勇者です」

　眼前の男が顔色を失くした。

「好物はセミと勇者の目玉ぞ」

　魔王による追つい撃げきの一言は、完全に悪ノリといって差し支つかえなかろう。秘められていた邪じや悪あく性せいがようやくせこい形で牙を剝いたといったところか。

　私はそれを耳にしながら、頭の片かた隅すみでぼんやりと思っていた。

　ああ、大人おとなになってしまった。

　這いずりさんが身内らの作り話であると気づいた時分、子供のピュアさにつけ込んでひどい、大人って汚いよ、と怒りで拳を固めたというのに、気がつけば自分もそっくり同じ、汚いとされるその手段を用いている。

　騙だまされる側から騙す側へ、戒いましめられる立場から戒める立場へ。

　知らず悪事に加か担たんしたような、成長と引き替えに純じゆん粋すいさを喪そう失しつしたような、物もの寂さびしい心地ここちである。

　人の業ごうというものを身に刻きざみながら、今日私はひとつ大人の階段を上った。




　魔王にたぶらかされた勇者は怯えた表情のまま凍りついている。

　彼は聖剣に選ばれ、神しん殿でんが屈するほどの思い込みの強さを誇ほこるが、噓を見破る才は絶望的だ。その特異とも言える、信じたものを疑わない一いち途ずかつ頑かたくなな気質は、恐れを植えつけるのに向いている。

　私が幼よう少しよう期きの自分を裏切ってまで与えた畏怖と不安を、水に浸した高こう野や豆どう腐ふのように、しっかりと身に吸い上げたことだろう。

　すでに頭の中は這いずりさんでいっぱいに違いない。

　想像力の限りを尽くした凄すさまじい姿の這いずりさんが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしているに違いない。

　いつかの私がそうだったように。

　噓っぱちだと見抜いているはずの黄金は、途中一度も口を挟はさむことはなかった。ただわざとらしく整えられた神妙さで私たちの作り話に頷いていた。

　それがいよいよ場に説得力を持たせ、覆い被さるように沈黙が重たく垂れこめてゆくのを手伝った。



















　魔王家のリビングの窓は道路に面しており、私の位置からは庭先の様子がよく見える。

　その風景に見覚えのある車が一台滑すべり込み、魔王の家の前に停車した。ほどなく、蟬せみの声とは種類の違う妙な音が聞こえてきた。

　ずるり……

　ずるり……

　重い何かを引きずるような地面の摩ま擦さつ音おん。

　外の様子を目にしていた私と魔王は、その正体について当然承しよう知ちしていたが、窓に背を向けている勇者の耳にはもっと別の想像をかきたてる物音として響いただろう。

　たとえば、頭の中を支配しているおぞましい何かが地を這う音であるとか。

　物音は緩かん慢まんかつ確実に接近し、やがて玄げん関かん付近でぱたりとやんだ。

　乾ききった唇くちびるを開いた勇者が短く息を吞むのも待たず、インターホンが何者かの来訪を告げた。

　どこか間延びした、悲鳴にも聞こえるピンポンという音を奏かなでて。




　そこからの展開は速かった。

　まずインターホンの音にひっくり返った勇者がそのままゴムマリのように窓まで転がり、逃とう亡ぼうを図って閉まっているガラス窓に顔面から激げき突とつした。

　しかし混乱の勢い衰おとろえず、鼻血を出しながらもテーブルの下に潜もぐったりカーテンに巻きついて身を隠したりと大の大人としては醜しゆう態たいと言えるレベルの取り乱し方を見せ、あろうことか黄金のマントに潜り込もうとまでしていた。当然叩き出されていたが、めげずに二度三度それを繰り返すなどして勇者の名に恥じないチャレンジ精神を我々に知らしめた。

　そうこうしている間に再び鳴り響いたインターホンに、勇者は飛び上がった。体中のバネを生かして高く垂すい直ちよくに。そして着地するやいなや「帰る帰るマジで帰る」と半はん狂きよう乱らんでまたも窓に体当たりし始めたので、この機を逃すまいと「早く帰らねば目玉をしゃぶられるぞ」などと一層の脅し文句で緊きん迫ぱく感かんをデコレーションしつつ、私達は台所の奥にある裏口へと勇者を手引きした。

　裏口を開けるが早いか、彼は飛び出していった。

　先ほどの帰らない宣せん言げんがゆめまぼろしに思えるほどのスピードで駆かけていった。

　そのあとを遅れて黄金も追っていったのだが、裏口付近で「この借りはいつか」とか「通販頼むな」とか魔王同士手短に挨あい拶さつを済ませる様は、発車間近の乗客と見送る側といった駅のホームでのやり取りにも似て、威い厳げんも何もあったものではなく、妙に気ぜわしかった。

　そして別れもそこそこに黄金の魔王も立ち去った。

　時間で言えば一分にも満たない、怒ど濤とうの出来事だった。




　客は去った。町の平和を脅かし、猛もう威いを振るった台風は去った。

　取り戻した日常を祝福するように三度目のインターホンが鳴る。玄関ドアの向こうには、精米された米袋を引きずった母の姿があることだろう。

　魔王はゆっくりと裏口の扉を閉め、厳げん重じゆうに施せ錠じようした。

　どちらからともなく目を合わせ、互いの健けん闘とうを称たたえるように無言で頷き合った私達は、母を出迎えるべく玄関へと向かった。

　足取りは長い戦いくさを終えた老兵のそれであった。

　老兵に戦う気力はもう残っていない。




　それゆえ、リビングの一角に残された勇者の甲冑一式については見なかったことにした。






















　夏場は冷れい凍とう庫この陣じん地ち争いが最も白熱する季節である。

　アイスクリームや保冷剤など、この時期欠かかせないアイテムが幅を利かせるのはもちろん、計画性なく買い込まれた冷蔵食品が傷いたみやすいからという理由で移民のごとく大量になだれ込み、領土を圧あつ迫ぱくするせいだ。

　もとより余裕のない庫内はいよいよ狭せま苦くるしさに喘あえぐことになる。

　それでも冷凍庫は昨日まで、私と祖そ母ぼによる、並べて重ねて無理やりに押し込むテクニックで、なんとか凌しのいでいた。一度動かせば二度と再現できないパズルのような危あやうい完成度で成り立っていた。

　だが本日、そのパズルは無む邪じや気きにも冷凍うどんを持ち込むという母の蛮ばん行こうを前に、もろくも崩くずれ去った。すでに満員御おん礼れいで、タタミイワシですら滑すべり込む余地などないのである。

　入るわけがない。入るわけがない。なんでどうして五食入り。

　いくら手を尽くそうとも、限界というものがある。

　結果としてアイスキャンデー二本が弾はじき出された。

　私は途方に暮くれた。

　まさかこうなるとは思ってもいなかったので、先ほど食後のデザートとしてカップのアイスを平らげたばかりだ。いくら暑くても、いかにも冷ひえ冷びえとしたそれをふたついっぺんに腹に入れるのは抵てい抗こうがある。

　とはいえ、このまま見殺しにするのも忍しのびない。

　行き場をなくしたアイスを両手にぶらさげてさまよい歩いていると、外の様子が目に留まった。季節感を無視した黒い塊かたまりが蠢うごめいているのが窓から見える。

　私はアイスを携たずさえて慌あわただしく玄げん関かんを出た。
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　魔ま王おうは庭に君くん臨りんし、悪い魔法でも施ほどこすような面おも持もちで水を撒まいていた。

　声をかけると、持ったホースごと振り向いたので危うく水責めの洗礼を受けるところだった。

「ちょっ、水止めてください」

　体をひねりながら訴うつたえると、魔王は、はいはい、とでもいうような薄いリアクションを示し、特に急ぐでもなく水を止めた。急いでいるのは私のほうだ。

「魔王さんアイス食べませんか食べましょう」

　返事を待たず、押しつけるにも似た強引さで魔王にアイスを渡した。

　熱気にあてられ、早くも溶け始めているのが袋の上からもわかる。魔王はそれを指でつまみ上げ、しげしげとパッケージを眺ながめた。

「氷こおり菓が子しか」

「三時のおやつです」

「ふん。そなたにしては気が利いている」

　魔王の肉体は暑さ寒さを受けつけないと聞いた。その割に麦茶や風ふう鈴りんといった風物詩は好んで取り入れているように見える。気温の移り変わりに左右されない分、視覚や味覚で四季を感じることに貪どん欲よくなのかもしれない。

　盛さかりの時間を過ぎたとはいえ、暑さは依然として容よう赦しやがない。

　悠ゆう長ちようにしていたら、あっという間に溶け落ちてしまう。かろうじて見つけた日ひ陰かげに腰こしを下ろした私達は、その場でアイスの封ふうを切って食べ始めた。

　表面こそしんなりとしていたが、芯しんのほうには充分な歯は応ごたえが残っている。柔らかくなってしまっては本来の味わいを楽しめない。思い切りよくソーダ味に歯を立てる。そのままガリゴリと嚙かみ砕くだくと、頭痛を招きそうな清せい涼りよう感かんが突き抜けていった。

　夏だなあ。

　こうして日差しから逃にげつつ涼を堪たん能のうしていると、暦こよみの上ではすでに晩ばん夏かとは信じがたい。次の季節の気配はまだ遠く、夏の隆りゆう盛せいはまだまだ続くように思える。

　修しゆ行ぎよう僧そうのように無心でかぶりついたせいか、私のアイスはあっという間に半分になった。対して魔王はというと、減ってはいるもののあまり進んでいない様子だ。溶けだした雫しずくが滴したたり落ちるのも構わず、親の仇かたきのごとき眼まな差ざしで件くだんの品を見つめている。

　魔王の冷凍庫にアイスがあったのを覚えていたので当然食べるだろうと決めつけていたのだが、思い返してみれば入っていたのはバニラなどのクリームタイプのものばかりだったような気がする。もしかしてこの類たぐいの食感は不ふ得え手てだったのだろうか。

「口に合いませんでしたか」

「そうではない」

　眉み間けんに皺しわを刻きざんだ横顔が青々とした色の氷ひよう菓かを食はむ。

「嚙みしめるたび亡もう者じやの断だん末まつ魔まが響ひびくのだ」

　歯を立てるやいなや、魔王は忌いま々いましげに手のひらを頰ほおに当てた。表情としては乏とぼしいが、痛みに耐えているのだと仕草でわかる。

「あ、知ってますそれ。知ち覚かく過か敏びんっていうんですよ」

「……チカク、カビーン……？」

「なんで急に日本語が不自由に」

　今までの流りゆう暢ちような喋しやべりはどこに行ったのか。

「なんか冷たいものが染しみるっていう歯は茎ぐきの病気……とかなんとか」

　曖あい昧まいに答えながらアイスキャンデーに嚙みついた。砕かれた氷の粒つぶが口の中に凍いてついた冬を運ぶ。

　最後の一口を放り込んで隣となりを窺うかがうと、魔王はまだ半分以上残っているアイスを一口ずつ慎しん重ちように食べ進めていた。ゆっくりと咀そ嚼しやくしてから、怪け訝げんそうに私を睨ねめつける。

「脆ぜい弱じやくなる人の子の病やまいなど患わずらうわけがなかろう」

「なかろうも何も現にキーンと来ちゃってるじゃないですか」

　魔王は何か言いかけたようだが、その拍ひよう子しに奥歯で嚙んでしまったらしく口を閉ざした。しばし黙だまり込んだのち、重い声を吐き出す。

「……人の病に苛さいなまれるはずもないが、厄やくを被こうむれば障さわりが出るのは魔の血筋とて同じこと。翼つばさが摩ま耗もうする者もあれば、その肌はだに患いが現れる者もある。余の場合はそれがたまたま歯であったに過ぎぬ」

　見た目ではわからないが、どうやら魔王は不調のようだ。

「歯、弱いんですか」

「弱いというほどではない」

「あ、だから八や重え歯ばが」

「黙らぬか。これは牙きばである」

「ふご」

　八重歯呼びは禁句であるらしい。

　すかさず飛んできた手のひらに口止めを強しいられてしまった。私としては八重歯の通称は親しみやすくてなかなか可か愛わいらしいと思う。しかしそんなことを言った日には発言どころか息の根も止められかねないので大人おとなしく従った。




　魔王の歯に痛つう恨こんの一いち撃げきを食らわせ続けていたアイスはじきになくなった。溶けたのではなく全部魔王の腹におさまった。

　食べている間ずっと地じ雷らいを探さぐるような緊きん張ちよう感かんをみなぎらせていたので、そんな無理しなくてもと口を挟はさんだのだが、天地までも屠ほふらんとする魔の王が氷菓ごとき、などと壮そう大だいな言を吐きながら懸けん命めいに嚙み砕いていた。

　私はその鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうにやや恐おそれをなしながらも、悪いことをしたなと思った。

「馳ち走そうになった」

「いえ」

　むしろダメージを与えるだけの行為になってしまったことを心からお詫わびいたします。

「礼をせねばならぬな」

「そんな大げさな、たかがアイスの一本や二本」

　そもそも処理に困って押しつけたにすぎないのである。しかも痛めつけるだけの結果となった今、後ろめたさが加速する。

　だから一応、お構いなく、という意思は伝えた。しかし時々魔王は人の話を澄まし顔でスルーするところがあり、今回も例にもれずスルーされたようだった。

「そなたに褒ほう美びを取らせよう」

「褒美!?」

　アイスの見返りに出る話じゃない。目を剝むく私を見下ろしながら、魔王は大おお仰ぎようにローブを揺ゆらして波を立てた。

「先日の勤つとめに見合う褒ほう賞しようもまだであろう」

「先日……ああ、あの勇ゆう者しやの」

　思わず遠い目になる。

　この夏一番の、心のアルバムに貼はりたくない思い出である。

　あれは大変だった。本当に大変だった。あのトラブルメーカーを追い返すためにかなり頑張ったといえよう。しかし最も頑張っていたのは、黄こ金がねの魔王だった気がする。

「よくぞ片かた腕うでとしての役を果たした。今こそ働きにふさわしい代しろ物ものを与えん」

「な、何をいただけるんで」

　思わず喉のどを鳴らす。期待がないわけではないが、相手が相手なだけに不安も大きい。

「そうそう手に入らぬ、世にも珍ちん重ちような品ぞ」

「そんな珍めずらしいものを？　いいんですか？」

「構わぬ。余が持つべき品ではない」

　一いつ瞬しゆん魔王の表情に陰かげりが見えた。どこか倦うんだような力のない眼差し。しかしそれはすぐに失うせ、再びいつもの冷然とした容よう貌ぼうに戻る。

　私はその態度に引っかかりを覚えたが、魔王はそれを覆おおい隠かくすかのように距離を詰めて迫せまってきた。

「カオリ、いつかそなたは無用心にも軽けい装そうで夜道を闊かつ歩ぽしていたな」

「え？　はい」

「あの時申しておっただろう」

「はあ」

「鎧よろいの類は所持しておらぬと」

　私は脱だつ兎とのごとく逃げ出した。閃ひらめきが逃げろと私に告げたからだ。




　悪い予感がするいやな予感がする！




　魔王が寄よ越こそうとしているのはたぶん、きっと。




「何なに故ゆえ逃げる」

「ギャー！」

　閉めた扉とびらにもたれかかる暇ひまもなく低い声が襲おそいかかる。

　施せ錠じようは間に合わず、追いかけてきた魔王に扉を開けられてしまったが、寸前で施したドアチェーンに救われた。魔王直じき伝でんのドアチェーン戦法が魔王自身を阻はばむとはなんとも皮肉ではある。

「カオリ」

「ひい」

　隙すき間まから覗のぞく瞳ひとみが禍まが々まがしく光る。

「戒いましめを解とけ」

「い、いやです」

「楯たて突つくつもりか、面おも白しろい。己おのれの身が可愛くないと見える」

　邪じや悪あくに口元を歪ゆがませ、開けろ開けろと魔王はわずかに開いたドアをガタガタと揺らした。半分だけ晒さらされた闇やみに染そまる凶きよう相そうも相まって、身の毛もよだつ光景である。

　私は扉を押さえながら、音楽の授業で繰くり返し聴かされたシューベルトの『魔王』を思い出していた。

　お父さんお父さん！　魔王がいるよ！　僕を摑つかんで連れていくよ！

　絶望的な旋せん律りつを盛もり上げんばかりにドアの軋きしむ音がする。

　ここにも魔王がいるよ。私を摑もうとしてくるよ。あまつさえドアを破ろうとしているよ。

　曲中の坊ぼうやもさぞや恐ろしかったことだろう。こんな不吉な魔の化身に背後をぴったりとマークされれば怯おびえ震ふるえるのも無理はない。

「このような板切れ、吹き飛ばすは造ぞう作さもないこと」

　脅おどし文もん句くとはいえぎょっとする。家が半はん壊かいしかねない。

　私は扉にかけた手に力を込めた。

「そんな手て荒あらな真ま似ねしたらあっという間に知れ渡りますよ。村むら八はち分ぶになりたいんですか」

　魔王がわずかに怯ひるんだ。機を逃のがすまいとしてすかさず畳たたみかける。

「田舎いなかの噂うわさはそりゃもう速いんです。速達どころじゃない」

　ましてや悪い噂ならば音速を超える。

「カオリそなた、主あるじを脅きよう迫はくするつもりか」

「どっちが先に脅してきたと思って、」

「見苦しい。先だ後だと論じるは無む駄だの極きわみよ」

　勝手な人だな！

「そもそも何故このような暴ぼう挙きよに出たのか解げせぬ」

　切れ長の目が眇すがめられると同時に、扉越しに溜ため息いきがつかれた。

「何を思い違いして吠ほえ騒さわいでいるか知らぬが、早はや合が点てんも甚はなはだしい。わざわざ臣しん下かに害をなす主人がどこにおろうか」

　呆あきれ果てた声だが、そこに偽いつわりは感じられない。私は恐る恐る隙間を覗き込んで魔王の顔色を窺った。

「厄やつ介かい事ごと、押しつけようとしてません？」

　たわけたことを、と応じた魔王はそのまま続けた。

「甲かつ冑ちゆうをそなたに下げ渡そうというだけだ」

「やっぱりね!!」

　なんら思い違いでも早合点でもない。そう来るだろうと察したからこそ逃げたのであり、結果として私の第六感は正しかったのである。

「甲冑ってあれですよね絶対、ていうかあれ以外にないですよね？」

　然さ様ようである、とばかりに魔王は悪びれもせずに頷うなずいた。

「謹つつしんでお断りいたします」

「何故拒こばむ」

「逆になんで拒まないと思うんですか」

　魔王が熱心に私に譲ゆずり渡そうとしているのは、言うまでもなく先日勇者が置き去りにしていった甲冑一式である。

　それなりに貴重ではあるものの、その価値は唯ゆい一いつ無む二にの聖せい剣けんには遠く及ばず、あれから特に勇者側から連絡が来るわけでも引き取り手が現れるわけでもなく、そのままリビングに放置されているらしい。

　魔王が暮らす邸てい宅たくは外がい装そう内装ともに平均的な日本のお宅といった風ふ情ぜいのため、甲冑がもたらす違い和わ感かんたるや相当なものだろう。場違いな個性で楚そ々そとした他のインテリアを圧倒しているに違いない。

　しかしそれは我わが家やに持ち込まれたとしても同じことである。いらない。

「甲冑なんてもらっても困ります」

「よいかカオリ、年頃の娘を狙ねらう不届き者はいつ現れるかしれぬ。出歩く際に欠かさず着用すれば、そのような輩やからから少しは身を守れよう」

　田舎道をガッシャガッシャと音を立てて徘はい徊かいする己の甲冑姿を脳のう裏りに思い描く。

　うん。うんうん。身を守る以前に私が不届きな輩として通報されるなこれは。

「いやいや」

　大きく頭を振る。

「無理、絶対無理。だいたいあんなでかい置物受け入れるだけの場所ありません！　そっちのほうが断然スペースに余裕あるじゃないですか。魔王さん一人住まいだし」

　魔王宅と我が家は広さだけでいえばさしたる差はないが、家族の数が違う。暮らしている人が多ければ比例して物は増え、しかも処分もままならず、よくわからないものがよくわからないまま自由に溢あふれていく。おかげで父の書しよ斎さいはすでに物置だ。

　甲冑など持ち込んでいる場合ではない。

「余をなんと心得るか。闇を統すべる魔王であるぞ」

　チェーン越しに見える冷れい徹てつな美び貌ぼうがぐっと近づいた。

「その中ちゆう枢すうである住すみ処かに、どうして忌いまわしき勇者の装備品なぞ飾れようか」

　管かん轄かつ違ちがいとはいえ勇者と魔王。言われてみれば確かに一番あるべき場所ではない。

「やっぱり勇者にまつわるものは置いてあるだけで何かダメージが？」

「あのような抜け殻がらなどに脅おびやかされる何ものもないが、目障りでかなわぬ」

　実害はないけど視覚的になんかやだ、というわけだ。

　自宅のリビングにある以上、普通に過ごしていればどうしても目に触ふれる。微び々びたる不快感でも、積み重なればストレスになるだろう。もしかしなくても魔王の不調の原因はこれか。

　受け持ちではない勇者に翻ほん弄ろうされる魔王を気の毒と思いはすれども、冷ひや麦むぎとはわけが違う。軽い気持ちで引き取りましょうと、安やす請うけ合あいはできない。

　来れば厄介、去っても迷めい惑わく。

　勇者よ、お前はどこまで面倒な奴なんだ。

「いっそ捨ててしまえば……」

　ついそんなことを口走った私に、魔王の面持ちは厳しい。

「そなた何も知らぬのか」

　ならば教えてやろう。

　薄い唇くちびるが厳おごそかに開いてゆく。

「粗そ大だいな屑くず物ものの廃はい棄き……無む償しように非あらず」

　そう告げた魔王の顔があまりに神しん妙みようだったので、私もつられて「ほほう……」と同等の重々しさで応こたえた。

　天地を屠ると豪ごう語ごしていた割にはスケールが小さいような気はしないでもない。

　が、それよりも魔王の成長に感かん慨がい深ぶかさを覚えてしまう。段ボールの分別でつまずいていたというのに、よくぞ粗大ゴミの処分まで到とう達たつしたものよ。

「それゆえ、カオリ」

「ＮノＯー」

　気を緩ゆるめた瞬しゆん間かんに話題の矛ほこ先さきが変わった。続くであろう言葉を察して即座に遮しや断だんする。

　うちはだめだめ無理無理と魔王の顔をまっすぐ見ながら何度も首を横に振った。

「勇者の祟たたりとかあったらやですもん」

「あれにそのような力などあるものか。夜よ更ふけに時折不ふ審しんな動きを見せる程度よ」

　余計いらねえ！

　いよいよ引き取るわけにはいかなくなった。
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「どこからどう見ても邪じや魔まですねえ」

　甲冑はあの日と変わらず部屋の隅すみに脱ぬぎ散らかされ、放置されていた。艶つややかな細さい工くも勇ゆう壮そうな意い匠しようも厄介者となった今、どこか虚むなしい。

　私の隣に立ち、同様に甲冑を見下ろしていた魔王は、いっそ獄ごく炎えんにくべてやろうかと恨うらみがましく呟つぶやいていた。

　あれから私は頑かたくなに断り続け、折れる気配がないと悟さとった魔王もやがて諦あきらめた。

　それまでがゴリ押しとも言える強引さだったので「断念しよう」という素す直なおな魔王の言葉を信じきれず、本当に？　本当に？　隙を見せた途と端たん甲冑が運ばれてきたりしない？　などと何度も聞き返しては念を押しに押したため、しつこいと怒られた。

　めでたくも魔王による押し売り計画は破は綻たんしたわけだが、話はそこで終わらなかった。

　私が断ったせいで宙に浮いた甲冑の処しよ遇ぐうについてである。

　魔王にも我が慢まんの限界というものがあり、うまく押しつけられなかったとしても、これ以上家に置く気はなかったらしい。

　私の立場は一応、参さん謀ぼうということになっている。

　特に給金はいただいていなくともその肩書きはしっかりと生きており、引き取らないのであれば代わりに手立てを考えろ、という主のお触れに従って魔王城に舞い戻ることとなった。

「そなた、誰だれぞ心当たりはないか」

　銀色の表面をカツカツと爪つめで嬲なぶりながら、魔王は白い面おもてをこちらに向けた。

「何がです」

「卑いやしくも鎧兜かぶとの蒐しゆう集しゆうに明け暮れているような輩よ」

　そんな都つ合ごうのいい知り合いはいない。

　心当たりはないことを告げると、魔王は鼻はな白じろんだ様子で再び甲冑に向き合った。

　改めて室内を見回すと、本当に甲冑だけが異物としてくっきりと浮いている。

　初しよっ端ぱなから世界観を狂わせている家主については、言いだしたらキリがないのでこの際目をつぶるとして。落ち着いた佇たたずまいの空間に、西洋の鎧一式が死し骸がいのように捨て置かれている様は、やはり唐とう突とつで、刺さし身みにデミグラスソースを垂らしたような不自然さである。和わ洋よう折せつ衷ちゆうの衝しよう突とつ事故だ。

　二人並んで甲冑を睨にらんでいても埒らちが明かない。

　魔王から一歩下がってなんとはなしに視線を泳がせていると、視界の隅に見覚えのあるものを見つけた。回かい覧らん板ばんだ。棚たなの上に無む造ぞう作さに置かれている。確か一昨日おととい届けたはず、と思い起こしながら手に取った。

「まだ回してないんですね」

　失念していたのか、振り返った魔王は回覧板を目にしてひとつ瞬まばたきを見せた。陶とう芸げい教室だのゆるキャラ募集だのと書かれたぺらぺらの用紙をめくってから閉じる。

「まあ特に大したこと書いてないから大丈夫か」

　今回に限らず大したことが書いてあったたためしはない。回覧板を魔王の手に渡す。

「伝達を滞とどこおらせるとは不覚。のちに必ずや、」

　言いかけて、何か気がついたように魔王は途中で言葉を切った。

「魔王さん？」

　私の呼びかけに応えてかそれとも己の閃きに感じ入ってか、魔王は二度頷いた。

　一度目は短く、二度目はゆっくりと。

　その後に発せられた声は確信に満ちていた。

「カオリ、サエグサだ」

「は？」

「サエグサの老いぼれに委ゆだねる」

「三さえ枝ぐささん？　な、なんで？」

　魔王は冷淡な眼めのまま口角を少し持ち上げるという、悪役を極きわめたような顔つきで言い放った。

「あの死にぞこないが申しておったではないか、困ったことがあればなんでも言えと。その誓ちかい、今こそ果たしてもらおうぞ」

　魔王の前で下へ手たなことを言ってはならないと心に刻んだ瞬間である。言ったが最後、誓いや契けい約やくといったヘヴィーさを振りかざしてこちらを追い詰めてくるであろう。

　完全にその気になってしまった八重歯の王を止めるすべはない。というか、先ほど目一杯抵抗したので、すでに私の気力は尽きていたのだ。

　決して、標的が三枝家に移ったからといって安あん堵どして手を抜いているわけではない。

　ただ、三枝さんのお宅は魔王や我が家よりも敷しき地ちは広いし土地は余っているし、まあよいではないかよいではないかという考えがよぎったのは事実である。

　行き先も定まり、さっさと出向くかと思いきや、魔王は甲冑の前に再び陣取り、考え込むような仕草を見せた。行かないんですか、と私が後ろから覗き込むと、魔王は振り向くことなく、むう、と唸うなるように返事をした。

「そなたなら如い何かにして持ち運ぶ」

　魔王の指は鈍にぶい銀色の塊にまっすぐ向けられていた。

「え、いきなり持っていくんですか」

　交こう渉しよう成立する前に？

「一度応じたとしても人は移り気なもの。いつ反ほ故ごにすると言いだすかしれぬ。気が変わらぬうちに置いて帰るが上策よ」

「悪徳業者みたいですね」

　すでに瀬せ野の家けで失敗している分、妙みように慎重になっている。

　やり口はともかく、まず甲冑を確認してもらうことについては賛さん成せいだ。引き取ってもらうならば、言葉で説明するよりも実物を見せるのが最も手っ取り早い。

　足元に転がっている腕の装そう甲こうを、私は戯たわむれに持ち上げた。ずしりとした重量感がある。

「うお、結構重いですよ」

　魔王の手が横から伸びて、あっさりと奪っていった。

「貧ひん弱じやくな。この程度重いうちに入らぬ」

　私が両手で抱かかえていたそれを、魔王は紙風船でも扱あつかうように片手で弄もてあそぶ。

「それよりもこの形状よ」

　魔王が顎あごで示した先には、持ち主に見放され統とう率そつを失った頭部や脚あしの部品が床に散らばっている。ばらばらに壊こわれた超合金のようだ。身を守る防ぼう具ぐにふさわしく、いずれもどっしりと重厚でそれなりの大きさを誇ほこる。

　ひとつにまとめようにも甲冑がおさまるサイズの紙袋などあるはずもなく、持ち運びには難なん儀ぎしそうだ。

「着てしまえば運ぶ手間も省はぶけますけどね」

　深く考えることなく、私は見たままの感想を述のべた。

「……然しかり」

　思いがけず同意が返ってくる。意外に感じて見上げると、魔王も視線を私に寄越した。
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「サエグサ、邪魔するぞ」

　この炎天下の中、三枝さんは庭の草むしりに精を出していた。私達の姿に気づくと、麦むぎわら帽ぼう子しを持ち上げて笑った。

「おう、誰かと思えば」

　汚よごれた軍手を脱ぎながら三枝さんは来客を気さくに出で迎むかえる。

「暑かったろ、なんか飲んでけ。兄ちゃんと、えーと…………？」

「夏か織おりです」

　三枝さんは面食らったように目を丸くした。

　無理もない。この姿を見て看破できるほうが奇き跡せきといえよう。

　今の私はほぼ勇者である。誰の目から見ても西洋の騎き士しである。ふらりと現れた頑強な鎧兜である。

　吾わが輩はいは甲冑である。

　もらい手はまだない。

　軽い気持ちで発した甲冑を着るという案が思いがけず採用されたものの、着用するのは魔王ではなかった。

　魔王は甲冑のパーツを拾い集めたかと思うと、子供に着替えをさせる母のごとき手早さでそれを私に着せていったのだ。

　抵抗の暇も余裕もなかった。何しろ重い。過度な動きは封じられる。

　何な故ぜ私が犠ぎ牲せいになったのかというと「余では身の丈たけが釣つり合わぬ」だそうである。

　勇者と魔王の体格の差を思い返せばもっともな主張ではあるが、勇者と私にもまた体格の差は存在する。なんとか着たものの、いわゆる服に着られている格かつ好こうになった。

　それでも魔王は満足げで、「なかなか似に合おうておるではないか」などと珍しくもお褒ほめの言葉まで飛び出したのだが、私の外見的要素が一切隠れている状態で評価されても喜ぶに喜べず、不格好な置物として佇むしかなかった。




「夏織ちゃんかァ……いやたまげた」

　三枝さんはいささか呆ぼう然ぜんとした様子で、首にかけたタオルで汗を拭ぬぐった。

「ちょっと見ない間に女の子は変わっちまうもんだな」

「三枝さんあのね」

「いやいや、俺らみたいな年寄りには最近の若い奴のファッションてやつはわかんねェからよ」

「とりあえず話聞いて」

　これが私服だと思われたら死ぬ。

「サエグサよ、この代物をどう見る」

　前置きなしに、魔王が私の頭部をたんたんと叩たたきながら三枝さんに切り込んだ。会話に加わるのが遅れたのは、庭に犬の姿がないか確認していたせいである。

　唐突な問いに三枝さんは一瞬きょとんとして、それから首をかしげた。

「どうも何も。立りつ派ぱな鎧兜だとしか思わねえよ」

「立派だと、そう思うか」

　繰り返し問われ、三枝さんは訝いぶかしげな顔をしながらも、ああ、と頷いた。

　世間話としては不自然である。

　企たくらみに向けて魔王が助走段階に入ったのは明らかだが、私は重さと暑さでかなり弱っており、手も足も口も出す気にはならなかった。むしろ一秒でも早く脱ぎ捨てたかったので、三枝さんが犠牲になる瞬間を待ち望んでいたと言ってもいい。

　そうとも知らず、三枝さんは私が身にまとっている甲冑の細工に目を留め、細こまけえ仕事してんなあなどとのんきに褒め称たたえていた。

　蜘く蛛もの糸に獲え物ものが吸い寄せられてゆく。もうひと押しでその羽を死の糸が搦からめ捕とることだろう。

　三枝さんすまない。許せ。

　身をかがめて防具の隅すみ々ずみまで眺めていた三枝さんは、やがて晴れがましく顔を上げた。

「でも欲しいかって言われたらいらねえな」

　蜘蛛の巣、一刀両断。

　予期せぬ強烈なカウンターアタックに、私も魔王も二の句が継げない。

　まさか心を読まれてしまったのだろうか。今日ほどポーカーフェイスに自信がある日はなかったのに。

　ならば貴様にくれてやろう、と言い放つ機会を窺っていただろう魔王など、追っていたフリスビーがいきなり消えた犬みたいな顔をしている。

「な、なんで欲しくないの？　欲しいよね？　ちょっとくらいは興味あるよね？」

　すがりつく勢いで（実際は微動だにしていないわけだが）そう呼びかけると、私達の期待をばっさり斬った三枝さんは、同じ調子でばっさりと言った。

「いやいらね。役に立たねえし」

　それによ、と親指で家のほうを差した。

「うちの犬っころが怖がっちまうだろ」

　横の魔王がそれを聞いて小さく身じろぎした。

　効いている。かなり効いている。無意識に違いないが、三枝さんは魔王を黙らせるに最も強力な一打を放った。

　この翁おきな……できる！

　敵の攻め手をかわすのみならず先んじて封じるとは。かつてこのあたり一帯で浮うき名なを流し、夜の三さん冠かん王おうの異い名みようを取った男はさすが一味違う。

　もはやねじ込むすべはなし。潔いさぎよく負けを認めよう。そもそも大将である魔王が犬の一言に戦意を喪そう失しつした時点で、一いつ介かいの兵へい卒そつが奮ふん起きするべくもない。

　それはいいとして、またしても甲冑が行き場をなくした今、私はどうしたらいいのだろうか。この甲冑の中の人という立ち位置からいつ抜け出せるのだろうか。

　せっかくだから着て帰れば、なんて流れになろうものなら、私は魔王の家の前にまきびしを撒く。

「なんだ、なんか困ってんのか？」

　私達の様子に何か感じるものがあったのか、三枝さんは顎をかきながらそう言った。

　困っている、困っていますとも。

　思いを込めて頷いたが兜のせいでおぼつかない動きになり、目隠しがカチャカチャ鳴るだけに留とどまった。




「へえ、これが勇者のねえ」

　三枝さんは好奇心を交まじえた眼差しで、まじまじと甲冑（私）を眺めた。夕方に近づき、いくらか日が陰ってきた。帽子を脱いだ三枝さんは、よっこらしょと言いながらブロックに腰掛けた。

「災さい難なんだったなあ。勇者っつったら兄ちゃんの敵だろ。言ってくれりゃあ除じよ雪せつ車しやで突っ込むなりして加勢したのによ」

　事情を知っても三枝さんはあまり驚いた様子を見せなかった。むしろ黄金の魔王と顔を合わせていることもあり、もしかしてあの時か、とすぐに合が点てんがいく察しのよさである。

　少し垂れた目で魔王を見上げてから、ふうん、と三枝さんは腑ふに落ちた顔で頷いた。

「なるほどな、それで厄介払いしたいわけか」

「一いつ刻こくも早く手放したいが叶かなわず」

「出で処どころが勇者の持ち物じゃあ、古物商に持ち込むわけにはいかねえしな」

　そうなのである。下手に鑑かん定ていされて、この世界では有り得ない金属だの物質だのと妙なことになっても面倒だ。

　三枝さんはひとつ息を吐いて、哀あわれむような目で私を見た。

「どっかやるとこ見つからねえと、夏織ちゃんずっとそのまんまなんだろ？」

　真顔でとんでもないことを言う。

「そんなわけ」

「然様」

「さよう!?」

「ゆえに急を要しておる。勇者の呪じゆ縛ばくから解放せねば」

　なんだその設定は。

　横目で睨んだところで、視線は虚しく兜に遮断されるのみ。

　もしかして、私は魔王に騙だまされたのではないだろうか。運うん搬ぱんの効こう率りつ化かなどという口車に乗せられたのではないだろうか。無理やり着せて身に馴な染じませた末すえ、押しつける気なのではないだろうか。

　ふつふつとそんな疑ぎ惑わくが炭たん酸さんの泡あわのように湧わいて出てくる。

　古びた軽トラが颯さつ爽そうと滑り込んできたのはそんな時だった。

　下着にも見えるランニングにパジャマのようなズボンという、くつろぐにもほどがある格好をした年配の男性が運転席から降りてくる。彼は三枝さんに向かって手を上げた。

「よお、ちょっと早かったかな」

「おうタケさん。まだ誰も来てねえよ」

　タケさんと呼ばれた男性は人ひと懐なつっこい笑みで歩み寄ってきた。

　知らぬ顔ではない。彼は竹たけ田ださんという。

　近所と呼ぶほどの近さではないので親交が深いわけではないが、長く町内会に尽じん力りよくしていて、その関係で何度かうちに訪ねてきたことがある。

「家にいると飲んじゃうからさ。早めに来ちまった。あ、来客中かい？　魔王さん、と…………誰だ」

　竹田さんの表情は先ほどの三枝さんと同じものだった。




「甲冑の処分に困ってる？」

　竹田さんは三枝家でたびたび開かれる麻マー雀ジヤン大会のメンツであるらしい。事の背景を知るや、気が抜けるくらいあっさりとこう言った。

「なんだ、そんならあそこ持ってきゃいい」

「あそこってどこよ」

　ぐっと身を乗り出した私達の代わりに、尋ね返したのは三枝さんだ。

「ほら、寄り合い所のな」

　あァ、と三枝さんは得心した声を出した。

「前置いといた鹿しかの剝はく製せいあったろ？　あれ博物館だかなんだかに寄き贈ぞうしてから、どうも殺さつ風ぷう景けいになったっつってよ。なんかねえかって探してたところでさ」

　天の助け。

　その申し出に、私達が一も二もなく飛びついたのは言うまでもない。

　果たして甲冑が風景に花を添える役を担になえるかはそれぞれの感性に任せるとして、望まれてもらわれていくならこんなめでたいことはない。騙し討ちみたいな手口の片かた棒ぼうを担かついで、後ろめたさを覚える必要もなくなった。

　私もホッとしたが、魔王はもっとホッとしていただろう。

　目を爛らん々らんと輝かせ、手を取らんばかりに竹田さんに感謝を述べている。

「よくぞ申したタケダ。老い先短いそなたの献けん身しん、忘れはせぬ。往おう生じようする際には死に水は取ってやろうぞ」

　感謝を述べているはずである。

　竹田さんは鷹おう揚ように笑ってから、私の着ている甲冑を見た。

「そんでこれ、いつ引き取るよ」

「兵は神速を貴たつとぶ。すぐにでも持ってゆくがいい」

「じゃ、ちょっと行ってくるか。まだメンツ集まんねえよな？」

　おう行ってこい行ってこい、と三枝さんは手をひらひらと振ってみせた。

「よかったなァ夏織ちゃん、学校にそれで行くなんてことになったら大変だもんな」

「バス通学はちょっと厳しいね」

　その前にまず制服が着られないしね。

　しかしそんな憂うれいはもう絶った。やっと呪縛から解放されるのだ。

　万ばん歳ざい、と手を上げたつもりが、重みで上まで至らず、前にならえのポーズに終わった。

　その矢先、ひょいと体が浮き上がる。

　あ？

　と思う間もなく着地した。

　浮いたのは魔王が後ろから持ち上げたせいで、着地したのは荷台の上だと私が気づいた頃には、軽トラは速すみやかに走りだしていた。

　魔王と三枝さんの姿が景色の中で小さくなってゆく。

　私は出しゆつ荷かされる牛の気持ちをその日初めて知ったのだった。




　我が家に回覧板が回ってきたのは、それから約二週間後のことである。

　ゆるキャラ決定と題されたお知らせに、見覚えのある甲冑が、ゆるキャラ『ナイト☆くん』として紹介されていた。






















「もういいんじゃない？」

「まだ艶つやが足りない」

「手が疲れたよー」

「なら左手を使いなさい」

「うへえ」

　へこたれる私を尻しり目めに、力強く団扇うちわを扇あおぐ父の手は止まらない。ただ一点を見つめ、職人のような手つきでひたすらに風を送っている。その厳きびしい面おも持もちに甘えを許す気配はなく、私は渋しぶ々しぶと団扇を手に作業を再開した。風に煽あおられた酢すの香りがつんと鼻を刺し激げきする。桶おけの中の酢飯は扇ぐたびにつやつやと輝かがやいた。

　私には、物心ついた時から与えられていた仕事が三つある。

　ひとつは回かい覧らん板ばん、それから食器のあと片付け、そして酢飯を団扇で扇ぐ役だ。

　どれも仕事と呼ぶには他た愛わいない。

　恐おそらく家族の助けというより躾しつけの意味合いのほうが強かったのだろうが、長年続けば習慣となり、その三つに関しては誰だれに命めいじられずとも自然と体が動くように刷すり込まれている。寿す司し桶おけイコール出番だ。私と、そして父の。

　単純作業とはいえ幼おさない力だけでは炊たきたての米の熱を奪うのは難しい。そのため父に手を貸してもらう形で、私はいつも任務を遂すい行こうしていた。母と祖そ母ぼが支し度たくをしている傍かたわら、父と二人で酢飯を扇ぐのは楽しい仕事のひとつだった。

　それは手を借りる必要のない歳になった今でも変わることはない。酢飯は父と私の共同作業と決まっている。そのせいなのか定かではないが、父が戻ってきた日は手巻き寿司と決まっている。




　父はここ数年、単たん身しん赴ふ任にんをしている。

　頻ひん繁ぱんに帰って来られない分、盆ぼんと正月だけはまとまった休みを取って帰き省せいしていたのだが、今年は担当していた工場の工場長が突然失しつ踪そうしたおかげでお盆どころではなくなってしまい、ようやく休きゆう暇かが取れる程度に落ち着いた頃には夏は過ぎ去っていた。

　ちなみに工場長は自分探しのためにインドへ行ったらしい。タージマハルをバックに微笑ほほえむ絵葉書が届いたのを最後に音信不通となったという彼の安あん否ぴが気き遣づかわれる。

　さぞや心労著いちじるしかったのだろう。もとより肉づきが薄いというのに、久しぶりに見る父の頰ほおは更さらに削そげ落ちていた。

「ところで夏か織おり、ちゃんと勉強はしているんだろうな」

「まあぼちぼち」

「苦手な教科だからといって手を抜くんじゃないぞ、算数とか」

「数学ね数学」

　家を離れた時分、まだ小学生だったせいか、どうも父の中で私の年齢の更新がうまくいっていない。

　最低年に二回は顔を見ているにもかかわらず、帰ってくるたび「そんな大きかったか」と欠かかさず愕がく然ぜんとしている。昨年など、お前ももう高校生か、としみじみしながら赴ふ任にん先さきに去っていったというのに、クリスマスにサンタのブーツを送ってくる始末である。この調子だと今年も送られてくるに違いない。

「よし。そろそろいいだろう」

　ようやく父の納得いく酢飯が出来上がり、私は団扇から解放された。やれやれと一息つく私とは対照的に、父はてきぱきとしゃもじや団扇を片付け、作業をしていたテーブルに布ふ巾きんまでかける働きぶりである。

　せっかくの休みなのだからゆっくりくつろげばいいものを、根っからの几き帳ちよう面めんな性格がそれをさせない。腰こしを下ろす間もなく、台所の戸と棚だなを漁あさり始めた。

「何探してるの」

「海の苔りなんだが……見当たらないな。買い置きしてないのか」

「そこじゃ入りきらないんだよ」

　食器棚の裏から大量に詰め込まれた紙袋を三つ引っ張り出してみせると、父はぎょっとした。なんでこんなに溜ため込むんだ、リスか、と問いただされても答えようがないというか、むしろ私が聞きたい。

　おにぎりを握にぎれども握れども一向に減らぬ海苔地じ獄ごく。他にも片かた栗くり粉こ地獄に味み噌そ地獄、ミートソース缶地獄など、存在が確認されているだけでもその種類は多た岐きにわたる。この程度で驚かれていては困るのである。とはいえわざわざ知らしめたくもない。

　台所に点在するストック地獄から遠ざけようと、私は父を居間へ追い出すことにした。

「あとの支度は私達がやるから、荷物とか整理したら」

「そうだな。じゃあ頼むぞ」

　素す直なおに応じた父は居間に置いたままの荷をほどき始めた。広げたスーツケースから取り出した土産みやげを淡たん々たんとテーブルに積み上げてゆく。自分の荷物より土産のほうが多いのが常とはいえ、今回はやけに量が多すぎるのではないか。

　もの言いたげな視線に気づいたか、父は菓か子し箱ばこをひとつ手にしながら首を振った。

「いやこれは隣となり近所に。ほら、お隣さんに挨あい拶さつがまだだろう」

「あ、そうか」

　空いていたお隣が埋うまったと報告だけはしてあるものの、実際にまだ顔を合わせてはいない。帰ったら一度ご挨拶しないとな、と真ま面じ目めな父は電話口で語っていたのである。

　買い物に出た母と祖母はまだ帰らない。柱にかかった時計を見上げ、父は土産を手に立ち上がった。

「こういうことは早いほうがいいな。夕食前に行ってこよう」

　そう告げると父は鏡を覗のぞき込んで身だしなみを軽く整えてから、玄げん関かんを出て行った。

　と思ったら、数分も経たたないうちに戻ってきた。

　それもバタバタと珍めずらしく足音を荒あら立だてて。

「もう帰ってきたの？　早くない？」

　家に滑すべり込んだ父は私に背中を向けたまま、両手でドアノブを握っている。

「もしかしていなかった？」

「いた」

　端たん的てきに返したあと、猛もう然ぜんと鍵かぎという鍵をかけドアチェーンまで施ほどこした父は青ざめながら振り向いた。

「黒ずくめの悪あく魔まみたいな奴がいたぞ！」
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　手巻き寿司は自由度が高いだけに具の配分が難しい。つい欲よく張ばってまぐろの上に山盛りのいくらを乗せたら、巻ききれずに海苔からこぼれてテーブルに落ちてしまった。いくらの輝きは無む機き質しつな卓たく上じようで無ぶ様ざまに転がっても尚なお美しい。もちろん拾って食べる。

　行ぎよう儀ぎが悪い、とお小言を言いそうな父が隣に控ひかえているにもかかわらず、なんのお咎とがめもない。その代わり母が私に釘くぎを刺さしてきた。

「夏織ったらいくらばっかり食べて。イカ食べなさいイカ」

「えーイカ嚙かみ切れないんだもん」

「嚙めないなら飲めばいいのよ飲めば」

　食卓が少々豪ごう華かであることを除のぞけば、流れる時間はいつもとなんら変わるところはないように見える。父を除いては。

　皆食欲旺おう盛せいで、寿司を巻いていくスピードも速い。ただし父を除いて。

　いかにも団だん欒らんな風景に抗あらがうかのごとく、父はひとり深刻な空気をまとっていた。

　つがれたビールにも手をつけず、思いつめたような、混乱を隠かくしきれないような、およそ寿司桶を睨にらむにはそぐわない表情をのせて。

「これは悪い夢だ働きづめで疲れてるせいだそうだ心が肺はい炎えんを起こしかけて」

「お父さんたら、まだそんなこと言ってる。いいから海苔取って」

「どうしてお前達は落ち着いて寿司なんて食べていられるんだ。魔ま王おうだぞ。隣の家、魔王なんだぞ」

　父の拳こぶしは重々しく音を立てて卓を打った。が、母は動じる様子を見せるどころか、けろりと手を伸ばして急せかすばかりだった。早く海苔取って、と。




　挨拶に行くと出向いたものの、父が魔王宅にたどり着くことはなかった。

　玄関を出てすぐに目もく撃げきしてしまったからだ。隣の住居へ入ってゆく、羽を伸ばした黒くて禍まが々まがしいおよそ人とは思えない何かを。

　田舎いなかの景色にミスマッチにもほどがある、その非現実な造形に呆あつ気けに取られ、しばし呆ぼう然ぜんと眺ながめていたが、頭に角つのらしきものが見えた時点で我われに返って引き返したのだという。

　何を呼べばいい。警けい察さつか、軍か、それとも牧ぼく師しか神かん主ぬしか。

　父は真顔で慌あわてていた。

　どちらかといえば冷静な気質なので、腰を抜かしたりわめき散らしたりなど醜しゆう態たいこそ見せなかったが、めったやたらに眼鏡めがねを押し上げる仕草に狼ろう狽ばいが表れていた。

　常ならぬ様子の父に、「闇やみ堕おちした弁べん慶けいが来た！」と騒さわいでいたいつかの宮みや間まくんの姿が私の中で重なる。私は微笑みを浮かべつつ、初心者を導くような気持ちで父の肩かたを優しく叩たたいた。

　お父さん大丈夫、あれ魔王だから、と告げながら。

　そう宥なだめるのが最も効果的だと私はこれまでの経験から学んでいた。魔王だと一言告げれば、皆みな胸むねを撫なで下ろして納得し、丸く収まるようにできている。

　なんだまったく、人ひと騒さわがせな。安あん堵どの息とともにそんな言葉が吐かれると信じていた私に、大きく瞬まばたきした父はしかし、憮ぶ然ぜんと言い放ったのである。




　お前は一体何を言っているんだ、と。




　今度は私が大きく瞬く番だった。

　父は、魔王を異物として扱あつかったのである。母も祖母も近所の誰もかれもが見せた度を超えた柔じゆう軟なんさなど、その強こわばった表情には欠片かけらも見当たらなかった。困こん惑わくと混乱をかき混ぜたマーブル模も様ようのような、およそ正常とは言いがたい色しか浮かんでいなかった。

　本来ならば、その反応が当たり前であり真っ当なのだ。

　魔王ね、はいはい、という薄く平たい対応ばかり目にしていたせいで私もいささか見失いかけていたが、かの人は魔王なのである。よく見かける虫か何かの一種ではない。魔王である。今ひとたび言おう。隣りん人じんは魔王なのである。

　父は決して間違ってはいない。

　だがこの世は多数派こそが正義。

　平和にして奇妙なこの町の正義、それを父に教えたのは、私ではなく買い出しから戻ってきた祖母と母だった。彼女達はわいわいと夕食の準備に取りかかりながら「隣？　魔王さんだけど？」「それがどうしたの？」と父の横面に軽いジャブを食らわせて、早々に戦意を削いだのだった。

　いっそ清すが々すがしいまでのあしらわれ方は、魔王と初めて遭そう遇ぐうした日の自分と酷こく似じしており、私はしみじみとした懐なつかしささえ覚えたものである。

　この道はいつか来た道。




「なぜ私に黙だまっていた。今の今まで魔王が転居してきたなんて知らなかったぞ」

　伏せがちだった顔を上げた父は、酢飯の上に魚ぎよ卵らんを敷しき詰めんとする母を厳しい面持ちで見た。

「隣に人が来たって言ったでしょ」

「人だとは聞いたが魔王だとは聞いてない。常識的に考えてみなさい、人の括くくりに魔王は入らない」

「ほんと細かい人ねえ。いいじゃない二足歩行なんだし人と同ジャンルで」

　のれんに腕うで押おしと言おうかシャドウボクシングと言おうか、まるで相手にならないのである。父の拳は空を切るばかりで母をかすめもしない。

　険けん悪あくには程遠いが、夕食を囲むにはいささか安らぎが足りない。家庭の空気を変えるのは、やはりかすがいでもある子の役目だろうか。

「まあまあごはん食べなよ、全然手つけてないじゃん」

　適当にとりなす私を父は眼光鋭く振り返った。

「夏織」

「うん？」

「食べながら話すんじゃない」

「はい」

　もっと他に言うべきことがありそうなものだが、父の内部もいろいろと散らかっているのだと思われる。平常心を立て直すにはそれなりの時間が必要だ。

　空気の入れ替えに失敗した私は、肉親の険けわしい横顔を視界に入れつつ、牛のように大人おとなしく酢飯をもぐもぐと嚙みしめた。代わりに祖母が微笑みの形のまま口元を開いた。

「春はる彦ひこさん、そんなにピリピリしなくても大丈夫よ」

　鋭えい利りな空気を和なごませるような、声の調子はあくまでゆったりと。義理の親という遠えん慮りよもあってか、父の語気がいくらか弱くなった。

「しかしお義か母あさん」

「こんなのよくあることじゃないの」

「よ、くある……？」

　かろうじて握られていた父の手から片方の箸はしが落ちた。

「このへんじゃ普通よ普通」

　母の追い打ちで残された片方も遅れて落ちた。フローリングの床ゆかの上を仲良く二本転がってゆく。乾いた軽い音が父の混乱に拍はく車しやをかけた。

「よくある？　普通？　この町はどうしてしまったんだ？　私にわかるようにきちんと説明をだな」

　父は完全に立ち上がっていた。

　いつになく興奮気味に捲まくし立てる父に、手巻きを楽しむ母と祖母からの明確な回答はない。

　食卓のわさびが切れたというプチトラブルに、二人の興味が完全に持っていかれてしまったのである。あらあら大変などと口走っている様子を見れば、その重要度は一いち目もく瞭りよう然ぜんであろう。魔王＜わさび（チューブタイプ）。

　孤こ立りつ感かん漂ただよう父にデジャヴを覚えつつ、私は転がった箸を拾い上げた。

　私には父の気持ちがよくわかる。経験者として痛いほど理解できる。

　眼まな差ざしに哀あい愁しゆうとねぎらいを込めて、私は父へと告げた。

「ふわっとした答えしか返ってこないから無む駄だだと思うよ」

「夏織お前まで」

「だいぶ前に私このくだりやってるから」

「このくだり!?」

　この土地の非常識に一人翻ほん弄ろうされ丸め込まれてきた私にとって、共通の価値観を持つ者は貴重な仲間であり、その存在を歓かん迎げいしないわけがない。

　父が魔王を真正面から突っぱねたおかげで、あ、やっぱり魔王って世間的にさほどメジャーじゃないんだな、と改めて認識したところである。

　だがしかし、残念ながら父の登場は遅すぎた。

　初見では目を疑うような奇き抜ばつな柄がらも、毎日目にすれば風景の一部となるように、角が生はえた隣人も日々に混ぜれば徐々に馴な染じむ。もちろん違い和わ感かんが消えることはないし、今でも腑ふに落ちないことは山ほどあるが、確実に話題としての鮮せん度どは落ちた。

　もう私は父のように新鮮に驚くことはできない。同じだけの熱と温度で分かち合うには、旬しゆんはとうに過ぎ去ってしまったのである。

　正直この援えん軍ぐん、私がまだ魔王に神経をすり減らしていた頃に欲しかった。

「お父さんにはあと数カ月早く帰ってきて欲しかったな……」

　憂うれいを込めて呟つぶやくと、父は一いつ瞬しゆん怯ひるみ、いや父さんだって何も好すき好このんでだとか、できることなら早く帰ってやりたかったとか、しかし身を粉こにして勤つとめに精を出すのもひとえに家族のためだとか、ばつの悪そうな口く調ちようで眼鏡のフレームを押し上げた。

　あの日の自分をほんの少し哀あわれんだだけで、別に父を糾きゆう弾だんしたいわけではない。湿し気け始めた海苔を手に取って、割り切るように縦に破る。

「まあ誰に聞いても同じだから、慣れたほうが楽だよたぶん……魔王に関しては私達圧倒的少数派だから」

　父の眉み間けんに皺しわが寄る。

「異を唱となえる者がいないとでも？」

　異を唱えるどころではない。私以外はみんなイエスの札しか持っていなかった。

　そうだよと答えると、眉間の皺はますます深くなった。

　私は魔王がちょくちょく訪れる土地柄であるらしいことを伝え、誰も戸と惑まどいを示していなかった事実やすんなり町内会に加わった件など、これまで私が味わったアウェイ感を話して聞かせた。

　父がごくりと喉のどを鳴らす。

「まさか……三さえ枝ぐささんもか」

「むしろ……親しい」

　重い沈ちん黙もく。

　昔から父は、気きつ風ぷがよく頼もしい三枝さんに一目置いている節ふしがある。父は瞼まぶたを下ろし、すっかり温ぬるくなったビールをゆっくりとあおった。

「そうだインドに行こう」

　それは仏像のように極めて静かな横顔だった。

「お父さん？」

「ガンジス川は全ての不浄を清めてくれるそうだ」

　父は真面目な人である。

　もちろんそれは美点に他ならないが、柔軟性に乏とぼしいとも言える。母ほど大おお雑ざつ把ぱではないにせよ、半分その血が体に流れている私と比くらべて、理り屈くつに合わないことを消化するのが不ふ得え手てだ。

　道を踏み外はずそうとしている父を刺激しないよう、私はできうる限り穏おだやかに凪ないだ声で語りかけた。

「繊せん細さいな人はインドに向かないんじゃないでしょうか。水は合わないし治安も悪いし」

「魔王がいる時点で日本の治安も推おして知るべし」

「大丈夫、見た目ほど害はないから」

「害がない癖くせになぜ魔王を名乗る。悪逆の限りを尽つくしてこそ魔王じゃないのか」

「遠えん征せい先さきでは大人しくするのがマナーなんじゃないの……知らんけど……」

　私が誘ゆう致ちしたわけでもないのだから、魔王業の方針について追及されても困る。本人に聞けとしか言いようがない。

　その時、来客を知らせる呼び鈴りんが高らかに響ひびいた。

　おそらく鈴すず木きさんが回覧板を持って来たのだろうとお茶を一杯引っかけてから玄関に向かうと「まだ話は終わっていない」などと言いながら父が追いかけてきた。何もついてこなくてもよさそうなものだが、次元が違う二人のいる食卓に残されたくはなかったのだろうと思い、特に止めはしなかった。

　しかしそれは判断ミスだったのである。私はこの時、父を椅い子すに縛しばりつけてでも留めておくべきだった。

　何しろ現れたのは回覧板を携たずさえた鈴木さんではなく──。

「無む警けい戒かいに開くなと申しておろうが」

「うわっ」

　現在、話題沸ふつ騰とうのご本人様の登場に、私は本気でびっくりしてのけぞってしまった。が、私以上のびっくりに襲おそわれているであろう存在を思い出し、瞬時に背せ筋すじが伸びた。

　勢いよく背後を振り返る。

　そこには、棒立ちで凍とう結けつしている父の姿があった。瞬きもなく、悲鳴を上げた口をそのまま半開きにして。ああ、我わが父が古いＰＣのごとき動作不良に。

「日が落ちれば闇に紛まぎれて魔が跋ばつ扈こする。気を引き締めよ」

　人を一人凍りつかせたとも知らず、魔を司つかさどる当人は夜よ更ふけを背後に朗ろう々ろうと用心を語った。

　高く伸びる禍々しい角も月ほど白い肌はだも、暗あん幕まくのような夜につくづく映はえるものだと幾いく度ど見ても感心する。と、魔王で占しめられていた視界が壁に遮さえぎられた。

「む、むむ、娘から離れなさい！」

　眼前に父の背中がある。

　完全フリーズしていると思われた父は、私の姿を隠すように魔王の前に立ち塞がっていた。勇いさましい言動とは裏腹に、声と肩が尋じん常じようではないほどに震ふるえている。いつかの三枝家のチワワを思い出した。

　お父さん、と袖そでを引く私に答えることなく、父は震えたまま魔王にこう言い放った。

「生いけ贄にえならば娘ではなく、わ、私を連れていくがいい。その代わり娘や家族に手を出さないと、今ここで約束したまえ」

　どうやら父の中で魔王を元げん凶きようとする悲ひ壮そうな物語が展開されているようだった。魔王自みずから生贄を回収に来るとは相当に逼ひつ迫ぱくした局面である。

　思い込みとはいえ、危機に瀕ひんしても怯まず家族の盾たてとなろうとする父の愛に私はじんと胸を打たれてしまったが、浸ひたっている暇ひまはない。誤解と勇み足が掛け合わさっていらぬ揉もめ事ごとを招いている。

　一方、突然見知らぬ男に難なん癖くせをつけられた魔王はといえば、訝いぶかしげに睨ねめつけてから、背後の私にその視線を遣わした。遙はるか高みから見下ろす魔王にしてみれば、父が築きずいた城じよう壁へきなど目隠しにもなるまい。

「これは誰か」

「すいません父です」

　魔王の瞳ひとみが意外そうに瞬しばたたいた。

「ほう……まさか生きているとはな」

「だから最初っから生きてるって言ってたじゃないですか」

　神に誓ちかって父の死亡説など一度たりとも流していない。

「ふ、よくぞのこのこと現れたものよ……そなたの一族はすでに余の手中に落ちた。今更羽は虫むしが一匹増えたとてなんの足しにもならぬが、仕つかえることを許そう。せいぜい忠ちゆう誠せいを尽くすがいい」

　魔王にとって恐らく挨拶に過ぎないのだろうし、住民達も抵てい抗こうなく聞き流していた。が、これまでとはメンツが違う。この町では「異端」、広い世界で捉とらえれば「普通」の感覚の持ち主ぬしが、この台詞セリフを好意的に解かい釈しやくできるだろうか？

　答えは否いなである。

　聞き慣れた私でさえ、悪役の無む慈じ悲ひな宣せん告こくとしか響かない。

　恐おそる恐おそる目をやれば、元よりいいとは言えない父の顔色がますます青ざめていった。それが怒りか絶望かまでは判断できないものの、ご機き嫌げんな色合いではないことはそう賢くない私でもわかる。

　不ふ穏おんだ。どう贔屓ひいき目めに見ても和やかではない。

　私は妙な空気を叩き割らんと父と魔王の間に滑り込んだ。

「ところで！　魔王さんは！　今日なんのご用で！」

　威い勢せいよく切り込むと、魔王は父への興味をあっさり手放し、うむと頷うなずきながら懐ふところを探った。安堵する間もなく、背後でヒッと声がする。

「じゅ、銃じゆうを出す気だな」

「ちょっとお父さん黙って」

　父の魔王像は即席のせいか、どうも方向性が定まっていない様子である。ファンタジーなのか現実的なのかどちらなんだ。

　ほどなく魔王が闇色のローブから取り出して見せたのは、当然父が懸け念ねんした物ぶつ騒そうな銃などではなく、もっと薄くて小さいものだった。手のひらにおさまるカードが一枚。

「往おう来らいにこのような紙片が落ちていた」

　差し出されるまま受け取ると、見覚えのある名前と写真が目に入った。父の免許証だ。泡あわを食って引き返してきた際、うかつにも落としたのだろう。

「わざわざありがとうございます、助かりました」

　紛ふん失しつすれば大事になる。礼を告げたあと、背後を振り返れば、父は態度を改めるどころか唇くちびるを嚙みながら顔を敵意に歪ゆがめていた。

　さすがに目に余り、私は父に耳打ちをした。

「礼くらい言いなよ。届けてもらってそんな」

　真剣な小声が返る。

「馬ば鹿か、個人情報が敵の手に渡ってしまったんだぞ」

　隣家に住んでいる時点で大方の情報はすでに割れていると思うのだがどうか。

　若さの差か、持って生まれた性質か、はたまたタイミングのよし悪あしか、父はかつての私よりも魔王の存在を頑かたくなに拒こばんでいる。宮間くんも結構尖とがった態度ではあったが、あれは魔王への畏い怖ふがそうさせたのではなく、なんだこいつ気に食わねえ、というチンピラの威い嚇かくみたいなものだった。

　対して、父の目つきは天敵に対するそれである。

　怯おびえながらも抵抗する気満々なのである。

　ひょろりと細く、昔キャッチボール一投目で肩を外したというもやしっ子らしい経歴を持つ父の、思いもよらぬ闘とう志しに正直驚きを隠せない。人は見かけによらないものだ。

　しかしここでゴングを鳴らすわけにはいかないのである。勇ゆう者しやＶＳ魔王の組み合わせは世の摂せつ理りとして仕方がないとしても、父ＶＳ魔王の対戦カードは歓迎できない。

　私は魔王と並ぶように立ち、咳せき払ばらいをひとつした。

「お父さん、まあちょっと受け入れがたいかもしれないし、どうかしてると思うかもしれないし、私も半分くらいどうかとは思ってるんだけど、なんだかんだ魔王さんにはお世話になっていてね」

　上司に気を遣う部下にも似た気持ちで、切々と父に有害ではないと訴うつたえた。横でその様子を見ていた魔王は援えん護ごのつもりか得たりとばかりに頷き、不敵な笑みで花を添えた。

「人間風ふ情ぜいと侮あなどっておったが、そなたの娘は余の片腕として存外よく働いておる。誉ほまれと思え」

　無駄だとはわかっているが、せめて今だけでも、もう少し人間界でも通用するマイルドな物言いを、と願わずにはいられない。

「片腕？」

　父の片かた眉まゆが大きく跳ね上がる。そのまま私を視線で詰きつ問もんした。後ろめたさもあり、私の口調は自然と言い訳がましいものに。

「あーそんな大層なもんじゃなくて、お隣さんとして少しお手伝いしたとかその程度のことで、」

「策や企くわだてがカオリの主おもな務つとめよ」

「ワー」

　あたりさわりなく伝えようとした私の気遣いは魔王の親切な補ほ足そくによって砕くだけ散った。予想通り、父の表情はますます曇くもってしまった。

「関わっている時点で感心しないというのに、悪事の片かた棒ぼうを担がされるとは……」

　額ひたいに手を当てて悄しよう然ぜんとする姿は、非行に走った娘を嘆なげく父親といった趣おもむきである。

　まあ我が子が魔王の手下と知れば、大たい抵ていの親おや御ごさんは心穏やかではないだろう。悪い仲間と付き合うな、とは多くの親が口にする定番の説教ではあるが、つるむ相手が魔王となると悪さのスケールが違う。

　盗ぬすんだバイクで走りだすくらいならば説教や愛の鞭むちという教育の余地も残されていようが、魔の軍勢を率いて村を襲うほどの凶きよう行こうに及んでしまった場合、ビンタ一発食らわせる程度では改心するまい。

「娘には将来がある。その妨さまたげになるような真ま似ねはよしてもらいたい」

　先ほどの震えはどこへやら。父は気き丈じようにもまっすぐと魔族の長を見据えている。

　私が何か言うより先に、魔王が一歩踏み出した。見下ろすその笑みは邪じや悪あくそのもの。

「案ずるでない。いかにふつつかな娘であろうと一度召めし抱かかえた以上、余が責任を持って引き取ろうぞ」

　途と端たん、青ざめていた父の顔が紅こう潮ちようした。

「なっ……！　だ、だれか嫁にやるかぁ！」

　目が点になった。

　娘を持つ男親の想像力は油田よりも豊かなのだと知った秋の夜。
















「違うから、たぶんそういう意味じゃないから、お父さんクールダウンクールダウン」

　背後からなだめるも、頭に血が上ってしまった父の興奮はなかなか冷めやらず、魔王だけが一いつ貫かんしてクールの様相である。発想が一足飛びの父に非があるとはいえ、元凶である魔の手先が最も落ち着き払っている状況、どこか腑に落ちない。

「爽さわやかで誠実そうな青年が娘さんをくださいと来るならまだしも、こ、こんな禍々しい、住民票もどこにあるかわからないような男に！　誰が！」

　そう吠ほえたあと、肩で息をしながらよろけるようにして父は一歩後退した。少し頭が冷えたのか、興奮の残る震えた手で眼鏡を押さえ、短く息を吐く。

「そもそも、うちの夏織は公務員試験を受けて役所に勤めると決まっている」

「愚おろかな。そなたの娘は血ち塗ぬられた道を歩む運命さだめ」

「そうはさせるか。むざむざ魔物の餌え食じきになるくらいならいっそ尼あま寺でらに」

「いやだから私農のう協きよう狙ねらいなんだって」

　こんなにためにならない三者面談も珍しい。

　公務員も血塗られた道も尼寺も、私の将来設計に組み込まれる予定は今のところないのである。人の進路で勝手に盛り上がらないでいただきたい。

「あっそうだ、お土産」

　少しでも空気を変えるつもりで私は大げさに手を打った。父がお隣さんにと用意したものの、魔王の手に渡ることなく（引き返してきたのだから当たり前だが）棚の上に放置されている。

　賄わい賂ろでもないが、今日のところはとりあえず菓子折りに免じてこの場を引いていただこう。

「これさっき届けに行くつもりだったんですけど、いろいろありまして」

　見た目よりずしりとしたその包みを恭うやうやしく魔王に捧ささげる。傍らで父はいかにもいやそうな声を出した。

「夏織それは」

「もともとお隣さんに渡すつもりだったんだからいいじゃん、余らせても仕方ないし」

　遮るように言うと、父は伏し目がちになった。

「お隣さんがもっと想像を超えない平へい凡ぼんな姿だったなら……どんなによかったか……」

　せめて人類、と父が小さく呟いた。

　それが聞こえなかったのか、聞こえていてもどうでもいいのか、魔王は私の手から躊躇ためらいなく菓子折りを受け取った。

「ほう貢みつぎ物ものか」

　天てん井じようのライトに当てるように掲かかげ、しげしげと透とう視しするように眺めている。

「焼き菓子では及びもつかぬ重み……中身は何と心得る」

「この包ほう装そう紙しから見るに……羊よう羹かんかな」

　魔王の口の端が上がった。琴きん線せんに触ふれたらしい。

　今となっては不本意だろうが、父の土産選びのセンス、魔王にクリティカルヒット。菓子折りを手に、魔王は爪つめで顎あごをさすりながら高こう慢まんに告げた。

「絶望で染め上げた漆しつ黒こくの菓子は甘美なものよ。愚ぐ民みんごときがその曇った眼めでよくぞ選んだ」

　父のこめかみに青筋が浮いた。これを魔王なりの礼だと理解するには、父には少々キャリアが足りない。

「買ってきたのは父なんで、礼なら父に」

　そうか、と存外素直に魔王は父へと向き直った。

「父よ」

「君に父と呼ばれる筋すじ合あいはない」

「ならば、ひょうろく玉とでも呼べばよいか」

　青筋の数が増した。

　ああ、うん、無理だな。

　この二人の関係修復は無理だな。

　私は心中で匙さじを投げた。助走をつけて槍やり投なげの要よう領りようで投げた。空を割り雲を裂さき、どこまでも飛んでゆけ。

　この町の住民達による魔王への大らかさはやはり不ふ思し議ぎで普通とは思えないが、父のように常識的に向き合いすぎて大いにこじれるというのも、これはこれで厄やつ介かいなものだ。長い人生をくぐり抜けるためには、多少いい加減なくらいで丁度いいのかもしれない。親の背中を見て育つとはよく言ったものである。これぞ生きた教育。

　自分の背中から娘が勝手に学んでいるとも知らず、父は物もの憂うげに呟いた。

「私が留守にしていたばかりにこんな……この先しばらくまた家を離れることを思うと気が気じゃない」

「大丈夫だよ、案外うまくやってるから」

「よくこの環かん境きようで大丈夫と言い切れるな。お前は母さんの血が濃い」

　父はかぶりを振った。

「また犬でも飼かうか……魔王を追い返す番犬として」

　残念ながらそれは全くの逆効果である。魔ま除よけどころか余計入り浸ることになろう。

　私達を見下ろす魔王の目がぎらりと鋭するどく光った。

「今、犬と申したな」

　食いついてきたあ！

「いるのか。どこだ。余に隠れて畜ちく生しようを囲うとは良い度ど胸きようではないか。さあ今すぐにこの場へ引っ立てよ」

　表情は剣けん吞のんだが確実にテンションが高くなっている。普段よりもやや早口で詰め寄ってくる魔王を私は両手で押しとどめた。

「昔ですよ昔、犬飼ってたのは過去の話！　今はいません隠してもいません」

　すると魔王はみるみる冷めたような顔つきになり、つまらんとばかりに舌した打うちまでつけ加えた。早合点したのは自分だというのにいい態度である。人の話を半分も聞かない己おのれの落ち度を今一度考えてもらいたい。

　父の声が私の耳に囁ささやき尋ねた。

「もしかして犬、好きなのか……？」

　父は犬が好きだ。すでに老ろう衰すいでこの世を去ったが、以前柴しば犬いぬを飼っていたことがあり、それはそれは可か愛わいがっていた。

　共通点は人を近づけるものである。犬好き同士親近感が湧くかもしれないと仄ほのかな期待を抱いだき「大好きらしいよ」と答えると、予想に反して父の顔がさっと強ばった。

　この時私は気がつかなかったが、父が尋ねていたのは、愛あい玩がん動物としてラブの意味ではなく、食しよく糧りようとしてイートかどうかという意味であり、私はそれを全力で肯こう定ていしてしまったのである。

　しかも「大好物！」くらいの勢いで。

　親近感どころか、二人の間に横たわる溝みぞがマリアナ海かい溝こうより深まったのは言うまでもない。

「夏織、塩だ、塩を撒まきなさいっ」

「お父さん落ち着いて、たぶん塩が効く相手じゃない」

「塩？　さては土ど俵ひよう入りか」

「違う！　ていうか相す撲もう観てるんですね！」

　騒ぎを聞きつけてか、どたどたと賑にぎやかな足音が近づいてきた。遅れて控えめな足音も追ってくる。

「誰かと思ったら魔王さんが来てたの？　何？　落とし物？　あらすいませんもうお手数おかけしちゃって」

　父のただならぬ様子を一いつ顧こだにせず、母は至って朗ほがらかに対応した。しゃもじを布巾で拭ぬぐっているところを見ると、あと片付けでもしていたようだ。

　あの、まだ私達食べてる途中だったんですけど。

　よく通る声の母の後ろから、小こ柄がらな祖母が顔を出した。ちょうどよかった、これからメロン切るところで、と言いながら、倍ほどの背せ丈たけの魔王を見上げる。

「ご迷めい惑わくでなかったら魔王さんもご一緒に」

「なっ、お義母さん!?」

　父がぎょっと目を剝むいた。

「なぜこんな怪しい奴を招くんです」

「そりゃあ今ならメロンよく冷えてるから」

「説明になってない……！　あ、こらっ私は許可してないぞ！　待ちなさい、勝手に上がるんじゃない！　裾すそ！　引きずるな！　なんの意味があってそんなに長い服着てるんだ！」

　お取り寄せまでしてグルメを楽しむ貪どん欲よくな魔物が、よく冷えたメロンという魅み惑わくの誘いを断るわけもない。憤ふん慨がいする父をよそに魔王はいそいそと我が家の居間へと吸い込まれていった。不吉な隣人を阻はばむ者はなし。家長の言葉に耳を傾かたむける者もまた、なし。

　家を長く空けると発言権も失われてゆくのだな、と私はしみじみ思いながら父の背中を追った。




　よく冷えたメロンの果肉は甘く、不協和音を若じやつ干かん和やわらげてくれた。

　余談だが、その時見ていた旅番組の背景に失踪した工場長が映りこんでいるのを父が発見した。ガンジス川で沐もく浴よくする彼はとても澄んだ瞳をしていた。






















「余にひれ伏し糧かてを捧ささげよ。さもなくば死すら凌しのぐ絶望を与える」




　突とつ如じよとして重低音が襲おそいかかり、私の時間は停止した。

　あたりは暗く、時は夜半。

　庭先から物音がしたので、はて野の良ら猫ねこか、はたまたかさじぞうの恩おん返がえしかと様子を見るべく扉とびらを開けた瞬しゆん間かんの出来事である。

　世は広しといえども、こうした重々しい物言いの知り合いは一人しかいない。一人いれば充じゆう分ぶんだ。

「余にひれ伏し糧を捧げよ。さもなくば死すら凌ぐ絶望を与える」

　なかなか操そう作さに踏ふみきらない客に案内を繰くり返すＡＴＭのように、魔ま王おうは一語一句違たがわぬ文言を放った。いや別に、私がしばらく反応できなかったのは聞こえなかったのが理由では決してなく。

「な、何事ですか」

　そして何なんだいきなり。

　半なかば参さん謀ぼうとして取り込まれた身である。今いま更さら隷れい属ぞくせよと詰め寄られる謂いわれなどない気がするのだが、これ以上一体何をお望みだというのか。また醬しよう油ゆでも切れたか。

　ドアノブを摑つかんだまま頭上を窺うかがうと、闇やみ夜よに浮かぶ白い面おもてが静かに答えた。

「魔が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする収しゆう穫かく祭さいとやらの慣例に従ったまで」

　私は脱だつ力りよくとともに納得した。

　今日は西洋のお祭り、ハロウィン。

　日本に持ち込まれてから日が浅いこともあってか我わが家やでは存在感がどうにも薄く、行事として根づいているとは言いがたい。無論、知らぬわけではないし把は握あくもしているが、毎年特にこれといって何をするでもなく、メディアや店頭の飾りから提供される雰ふん囲い気きを他ひ人と事ごとのように眺ながめるだけで終わっている。

　正直なところ、イベントとして接し方がよくわからないのである。クリスマスのようにケーキを買ってツリーを飾るという定番の型があるわけでもなく、未いまだ親しみを覚えるには至っていない。祖そ母ぼに至ってはかぼちゃの祭典か何かだと思っている。

　そういえば食しよく卓たくにかぼちゃの煮に物ものがあった。瀬せ野の家け的てきには、ハロウィンとやらはすでに完了であります。

「ハロウィンなんてよく知ってましたね」

　私が感心すると、魔王は心持ち得意げに胸むねを張った。

「サエグサの老いぼれから聞き及んだ」

　回かい覧らん板ばんを届けに行った先で、三さえ枝ぐささんがカボチャをくり抜いて並べていたそうである。気が若く、イベント好きな三枝さんのやりそうなことだ。

　そこで魔王はハロウィンの概がい要ようを学んだらしい。お菓か子しをねだる、例のお約束とともに。

　いくら私がハロウィンに思い入れの薄い人種であっても、トリックオアトリートくらい心得ている。第一声がそれならば、闇やみ討うちもどきの行為にもおののくことはなかっただろう。が、出し抜けにあの言葉を投げかけられて、なるほどハロウィンってわけね！　と膝ひざを叩たたく察しのいい人間はそういるものではない。

　一いつ瞬しゆん、ついに魔王が己おのれの職務に目覚めたのかと思った。

「本来は扮ふん装そうをするものと聞いたが、余には必要ないと」

「確かに」

　魔王は今ひとつ理解していないようだったが、私は心からの同意を込めて頷うなずいた。

　着替える必要など何ひとつない、素すの状態で優勝だ。

　いくら我われ々われ素人しろうとが趣しゆ向こうをこらし、本格的なメイクや衣い装しようで吸きゆう血けつ鬼きやら魔女やら仮装の出来を競ったとしても、魔王の完成度には敵うまい。さすが本物は風格が違う。デフォルメされた愛らしいジャック・オ・ランタンなど黙だまって道を譲ゆずりそう。

　やがて魔王は暗闇から一歩踏み出し、扉の内側へとその身を滑すべり込ませた。そしておもむろに、私に向かってまっすぐ手のひらを突き出してくる。

　その振る舞いが余りにも堂々と、ご主人様然としていたので「お手」を促うながしているようにしか見えず、ホイッと反射で手をのせてしまった。さすがにワンの鳴き声は封ふうじたのでセーフだと思いたい。

　一瞬の沈ちん黙もくののち、魔王は実に丁てい寧ねいな所作で私の手を取り払った。私は私で、手を置いた瞬間に、あ、これ違うなと悟さとっていたので、取り払われるのに従った。

　いくらかの気まずい間が通り過ぎてから、仕切り直すようにして再び魔王の手のひらが私に向かって突き出された。

「糧を捧ぐより絶望を望むか」

　低い声が決断を迫せまる。

　魔王はハロウィンの一いつ環かんでやってきたのである。伸ばされたそれがお手ではなくお菓子を要求しているのだと、私は遅ればせながら気がついた。

　トリックオアトリート、お菓子くれなきゃ悪戯いたずらするぞ！

　シーツでも被った子供のお化けならば脅おどし文もん句くさえも微笑ほほえましいが、魔王となると悪戯というより報復といった凄すごみが伴ともなう。集落に火の手が上がり、逃げ惑まどう村人たちの図が私の脳のう内ないに挿さし込まれた（※画像はイメージです）。

「余にひれ伏し糧を捧げよ。さもなくば」

「わかったわかったわかりましたからそれ」

　死すら凌ぐ絶望など気安く寄与されたくはない。魔王を玄関に放置し、私はトリートに値するものを探しに戻った。

　とはいえ、母が買い出しに出たのは数日前。すでに甘かん味みや菓子の類たぐいはあらかた食べ尽くされてしまい、めぼしいものがない。まさか食べかけの柿の種をくれてやるわけにもいかず、私はしばらく台所や居間の戸と棚だなを漁あさって回ることとなった。

「これで勘かん弁べんしてください」

　差し出されたそれに対して、魔王は明らかに落らく胆たんの色を見せた。やはり昆こん布ぶ飴あめ三粒ではご満足いただけなかったようだ。

「サエグサはチョコレート菓子の詰め合わせを余に奉ほう納のうした」

　魔王は手振りで空に四角を描き、もらった菓子の大きさを示している。非ひ難なんか。待たい遇ぐうの差を責めているのか。

「よそはよそ、うちはうちです」

　いくら家探しをしてもないものはない。散々漁った末の結果がそれである。確実に魔王の期待に添う代しろ物ものではないことを感じ取ってはいたが、ハロウィンのハの字も頭になかったのだから仕方ないではないか。

　出し惜おしんでいるわけではなく本当にそれしかなかった旨むねを切々と訴うつたえると、魔王は渋しぶ々しぶといった風ふ情ぜいで昆布飴を懐ふところにおさめた。

「此こ度たびはこれで手を打つ。だが次の機会には支し度たくを怠おこたらぬよう」

「はっ」

　来年は一いつ反たん木も綿めんみたいな巨大のしいかでも用意して迎むかえ撃うってやろうではないか。打倒三枝家。




　不服そうではあったが、ハロウィンは成立した。

　が、なぜか魔王は立ち去ろうとしない。ひれ伏し糧を捧げたというのに、我が家の玄関からハロウィンの権ごん化げのような不吉な影が消えない。

　魔王は踵きびすを返すこともなく仁に王おう立だちで、黙もくしたまま射いるような視線を私に投げかけてくる。普段から魔王は口よりも目で語りかけてくる節ふしがあるのだが、表情豊かとは言えないために何を語っているものか時々全くわからない。言葉が変化球を通り越してボークな分、せめて目は口ほどに物を言って欲しい。

　こちらを強く刺さしてくる灰色とも銀色ともつかない切れ長の眼めを、私も負けじと見つめ返した。

　もしかして、昆布飴がまだ欲しいのだろうか。

　しかしあれは祖母のおやつから失敬してきたもので、これ以上お年寄りのお茶ちや請うけに手を出すのは気が引ける。

　困ったなと思っていると、それを否ひ定ていするように魔の色を縁ふち取どる睫まつ毛げが羽はばたいた。

「早くせぬか」

「は？」

「そなたからの呪じゆ術じゆつを待ってやっているというのに何を呆ほうけて」

　魔王が言うには、このハロウィンのやり取りは単なるお遊びなどではなく魔ま除よけの呪術であるらしい。生いけ贄にえを要求し、相手がそれに応こたえることによって魔に魅み入いられる隙すきを閉じる、というのが魔王によるトリックオアトリートの独自解かい釈しやくである。

　そういえばハロウィンの仮装は悪あく魔まを払うためとの説もあるようだし、理に適かなっているのかもしれない。

　しかし魔除けを熱心に勧すすめているのが他ならぬ魔王。

　蚊か自みずから蚊取り線せん香こうを宣せん伝でんしているかのような違い和わ感かんが漂ただようものの、魔やら呪しゆに関しては遙はるかに我々よりも長たけているであろう魔王が言うならばこれほどの説得力もない。ご利り益やく（？）がありそうである。

「えっとじゃあ、トリックオアトリート」

　促されるまま私はそう声に出し、更にはお菓子のために手を出した。が、魔王は眉まゆをひそめるばかりで何も与えようとしない。

「そのような形ばかりの文言に言こと霊だまは宿ると思うか」

　地を這はう声が私の困こん惑わくを払い落とした。

　安っぽい照明に照らされても白い肌を飾る生々しい傷の威い厳げんは少しも損そこなわれることはない。

「そなた自身の言葉で語るがいい。借り物では意味をなさぬ」

「私自身って」

「余が申したであろう。あのように己の言葉を用いて恐おそれを生み、呪まじないに力を与える」

「お、恐れ？」

　いかにもと相あい槌づちを打ち、魔王は語った。




　いわく、恫どう喝かつの言葉を連つらねよ。

　いわく、恐怖という名の腸はらわたを引きずり出せ。

　いわく、対たい峙じする者を抉えぐるほどの畏い怖ふを。




　ハロウィンってそんな凄せい惨さんな祭りでしたっけ？

　三百キロメートルほど彼方かなたに置いてきぼりにされた心地ここちに陥おちいっている私を魔王は尊大に見下ろしている。そして、指をさしてこう促した。

「そなたに吐ける限りの悪しき言霊で余を脅おびやかしてみせよ」

　そう迫られても、相手は親の仇かたきでもなければ変質者でもなく、存在がちょっと禍まが々まがしいご近所さん。悪意を抱いだいていない対象を罵ば倒とうするなんて生まれてこのかた経験がない。抵てい抗こうを覚えるのは当然だろう。

　しかし魔王はお構いなしに詰め寄ってくる。視線という無言の圧力で私を急せかしてくる。さあ言え。早く言え。まだかまだかと。

　ええい、言えばいいんだろう言えば！

　私は半ばやけくそ気味に叫んだ。

「美味なるものを寄よ越こせ。でないと、貴様の家だけ回覧板飛ばすぞ」

　魔王が一歩後退した。

「なんと惨むごたらしいことを申す娘か……」

「ちょっ、なんなんですか言わせといて！　その被害者ヅラ!!」

　散々煽あおっておいていざとなったら引くってどういうことなんだ。こちらの努力と誠意を少しくらい汲くんで欲しいものである。

　しかしこの程度にとどめておいてよかった。回覧板ごときでこの反応なら「根こそぎ羽むしるぞ」などと口走った日には、何を言われるかわかったものではない。

「カオリ、ひ弱な小娘にしては存外の威い力りよくである。褒ほめてつかわそう」

「なんかよくわかりませんがありがとうございます」

「確認するが、回覧板は」

「ちゃんと回しますって！　飛ばしませんって！」

　ふむ、とどこか安心したように頷いた魔王は私の鼻先に爪を当てた。物々しい声が頭上から響く。

「呪術を完成させた暁あかつきにはこれより先一年、病やまいの憂うれいは断たたれるであろう」

　冬とう至じのゆず湯と効能が被っている。

「では受け取るがいい」

　魔王の懐から差し出されたのは、少し縦長の形状の包み。上等そうな布にくるまれて中身はわからない。

　キャンディか何かをもらい受けるつもりだった私の手のひらは、思わぬ重みに戸と惑まどった。

　どう見ても昆布飴とは釣つり合いが取れないだろう高級感に目を奪われているうちに、玄関から魔王の姿は消えていた。

　しん、と秋の夜にふさわしい静せい寂じやくと入れ替わる。

　包みを開いてみると、中にはいつかの冷ひや麦むぎ五束が入っていた。




　トリックオアトリート。




　ほんの一瞬、私は回覧板を飛ばすことを本気で検討した。






















「魔ま王おうさん」

「うむ」

「少し早すぎたんじゃないですか」

「何を申すか。戦いくさでは速さが物を言う」

「だからって何も」

「先手を打たねば敵を出し抜くことはできぬ」

　血ち沸わき肉にく躍おどる、という言葉がふさわしい、冷ひえながらも熱を持った声色。月にも似た色の瞳ひとみは鋭するどく光り、牙きばが覗のぞく口元は薄うつすらと弧こを描えがいている。獲え物ものを狙ねらう獣けものじみた剣けん吞のんな昂たかぶりが、今の魔王を支配しているのだとその飢うえた横顔から窺うかがえた。

　魔王は私を一いつ顧こだにすることなく、悠ゆう然ぜんと腕うでを組んだ。そして自軍の兵を睥へい睨げいするかのような眼まな差ざしで正面を見据えた。

　視線の先では、数あま多たの男達が額ひたいに汗しながらせっせと立ち働いている。揃そろいの法はつ被ぴに身を包み、声をかけ合っては機材を運んだり組み立てたりと作業にあたる様子は、せわしなくも活気に満ち溢あふれている。

　彼らの手によって設営されているのは、スタンドマイクとにぎにぎしい飾りが施ほどこされた、果たして素そ朴ぼくながらも立りつ派ぱなステージであった。

　魔王は一人頷うなずき、懐ふところからチケットのようなものを数枚取り出して眺ながめた。紙の表面に印刷された文字は太くくっきりとしていて、私の位置からでも見える。

　それは、今まさに完成へと向かっているステージに掲かかげられた看板と同じ文言だった。
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「秋のわくわく収しゆう穫かく祭さい」

　こちらに問いかけるように、抑よく揚ようのない低い声が淡たん々たんと題字を読み上げた。長い爪つめがなぞっているのは、薄っぺらい一枚のリーフレット。お馴な染じみの黒いバインダーに挟はさまれ、今しがた魔王の目に触ふれたばかりである。

「あ、そうか。魔王さん知らないんですね。毎年やってるお祭りなんですよそれ」

　回かい覧らん板ばんとしてそれを届けた私に、玄げん関かん先さきの魔王の目が怪け訝げんそうにゆっくりと向けられる。

　華はなやかさというものが欠かけに欠けたこの町も、イベントの類たぐいが一切ないわけではない。

　春であれば花見と称した酒さか盛もり、夏には子供達を集めた花火大会、冬なら除じよ雪せつに疲れた住民達の大人おとなげない雪合戦など、季節に合わせた行事が一応開かい催さいされている。メンツを選びそうな催もよおしが多い中、この秋の収穫祭は誰だれもが気軽に参加できることもあって、幅広い層に親しまれている。

　ささやかながら屋台なども並び、毎年老ろう若にやく男なん女によ問わずの賑にぎわいだ。この界かい隈わいで暮らす者の大きなお楽しみのひとつと言ってもいいだろう。

　ぴんと尖とがった耳が動いた。

「この枯かれた地にも娯ご楽らくが存在していたとはな。そなたらが浮かれ羽は目めを外はずし愚ぐを犯す、無ぶ様ざまな姿をとくと見てやろうではないか」

　これはもらっておく、と悪役さながらの台詞セリフを吐いて魔王は十数枚添えられていたうちの一枚を引き抜いた。各家庭一枚ずつお取りください、と書かれているのでなんら問題はない。

「この日時に、例の場所に出向いてやればよいのだな」

　例の場所とは、会場となっているサンダースのことである。収穫祭は決まってサンダースの駐車場を利用しているのだ。

「そうです。で、当日はこれがあるんですよ」

　私は頷きながらも、この祭典の肝きもとなる部分を伝えようと用紙を覗き込んだ。ヨーヨーすくいや野菜の直売などの催さい事じが並ぶ中、ひときわ目立つ色しき彩さいで躍る文字がある。

　その名も。

「お楽しみ抽ちゆう選せん会かいです」

　これこそが住民達が祭りを心待ちにする大きな要よう因いんである。このためだけに足を運ぶという人も少なくない。

　肝かん心じんの何が当たるかについてはリーフレットでは明言されておらず、嬉うれしい景品盛もりだくさんと実にふんわり曖あい昧まいな文言で濁にごされている。大たい概がいそのような場合は期待外れに終わることが多いが、我わが町の収穫祭には当てはまらない。

　さすがに海外旅行まではないものの、話題の家電や毎日消しよう費ひする米、商品券など、小しよう規き模ぼな町のお祭りとしては充分に値打ちのある景品が毎年用意されており、協きよう賛さんする商店および商社や農家の気合いのほどが窺える。いわば収穫祭の最大の目玉である。私も数年前の抽選会で、電気ポットを当てた。今も我が家で元気にお湯を沸わかしている。

　私がそのエピソードを語ると、魔王の目の端はしが光った。

「あの奇異なるやかんを……そなた、いかなる悪あく辣らつな手段で手に入れた」

「人の話聞いてました？　今抽選のくだり話しましたよね？　期間中買い物するともらえるんですよ抽選券が。で、それを、」

「承しよう知ち。皆みなまで申すな」

　魔王は私の話を遮さえぎるように手を振って制した。

「七つ集めし時、この世ならざる力が働き、欲するものが与えられるというわけだな」

「そうですね違います」

　何ひとつ承知していなかった。薄々わかってはいた。

「ここに参加店ってあるじゃないですか、このうちのどこかで買い物するともらえますから。二千円につき一枚」

　十ほど店名が並んではいるが、農機具であったり金物店であったり電気店であったり、普段あまり立ち寄らない店も多く含まれているため、日常的に買い物をする場としてはサンダースくらいしかない。恐おそらく魔王も同様だろう。

　魔王は目が悪くなるのではと危き惧ぐするほどリーフレットを近づけて食い入るように見つめ、何度も重じゆう厚こうに頷いていた。私の説明がいかほど耳に入っていたかわからないが、気合いだけは感じられる。いつの間にか、魔王の背中で羽が大きく開いていた。

「あの」

「なんだ」

「抽選券配布は明日からです」

「……む、心得ている」

　何事もなかったように羽が閉じていったのは言うまでもない。







　それからというものサンダースで妙みように魔王を見かけるようになったのは、ただの偶ぐう然ぜんでも気のせいでもない。

　大きな黒いものが、子供に交じって菓か子しの陳ちん列れつ棚だなをうろうろしていると思えば魔王なのである。

　特売の豆とう腐ふをカゴに入れたり戻したりしている黒ずくめがいると思えば魔王なのである。

　レシートをじっと眺めて苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶす魔王に似た人がいると思えば魔王なのである。

　回覧板を持って行ったあの日から、完全に抽選券に的まとを絞しぼった生活を送っているようだ。無む駄だなく損なく手に入れるために、魔王は買い物カゴを手にぐるぐると日々店内を徘はい徊かいしていた。

　二千円を大きく超えるほどの支出は避さけたい、しかし二千円未満ではもらい損そこねる。そのような葛かつ藤とうが魔王の中にあったのだろう。私が見かけるたび、持ち込んだ電卓で一円単位の計算をするという周しゆう到とうさとねちっこさをいかんなく発はつ揮きしていた。

　が、計算外のことが起きるのもまた人生。まさかの落とし穴にはまることもある。

「くくく、余の算段によればちょうどの金額ぞ」

「今日五パーセントオフだから二千円切りますよ」

「なに……」

　更さらには身に染しみた習慣が己おのれの足を引っ張ることもある。

「三十二円届かずだと……？　どういう了見か」

「割引シールのやつ買いましたね？　この鶏とり肉にく割引になってますよ」

「おのれ、巧こう妙みような罠わなを」

　顔のわりに総じて詰めが甘いのである。




　食料品だけで考えるならば、単身の魔王にとって一度の買い物で二千円以上という条件はいささか厳きびしかったかもしれない。何しろ王の身でありながら、細かくお買い得品ばかり狙う男である。

　だが魔王は期間中まめに足を運び、日替わり品のサラダ油や卵などを買っては抽選券をせっせと集めた。自力でのみならず、会計を済ませたとおぼしきお年を召めした方々から「俺は行かんからアンタにやるわ」と譲ゆずられたこともたびたびあったという。魔王は「下々の者から献けん上じよう品ひんよ」と悦えつに入っていたが、カリスマ性に惹ひかれたというより必死な姿が目についただけであろう。下々の者に哀あわれまれているのだぞ魔王よ。




　そうこうして情熱を傾かたむけて集めた抽選券は結構な数となり、魔王はそれを手に、ついに本日となった収穫祭の地に降り立ったわけである。

　開催の一時間も前に。

「絶対早すぎましたよ」

「地の利を知るに早すぎることなどない」

　週四ペースで通っていたスーパーの駐車場に今更地の利も何もない。これといってやることもなく、抽選会の舞ぶ台たいとなる急ごしらえのステージが着々と目の前で出来上がっていくのを、現場監かん督とくのような風ふ情ぜいで見ているだけである。

　私も収穫祭には毎年顔を出しているが、こんなフライング気味に訪れたことはない。早く行く必要性が限りなくゼロだからだ。

　見渡せども、いるのは関係者ばかりなり。轟うごめくのは宴うたげの支し度たくを急ピッチで整える音色ばかりなり。

　どこも開催に向けて準備に追われているのである。あとの祭りならぬ、祭りの前。

【祭りの前】意：妙に気ぜわしいばかりで手て持もち無ぶ沙さ汰たであること。

　今しがた私の中で新しい言葉が産うぶ声ごえを上げた。今後使う機会は、恐らくない。

「おい、こっちこっち」

　その時、棒ぼう立だちの私達を後ろから呼んだのは、聞き覚えのあるしわがれ声だった。

　振り返ると、地元の農家が出店しているテントの中から三さえ枝ぐささんが手招きをしていた。

「三枝さん、お手伝いですか？」

「おう、知り合いの応おう援えんでな。来るはずだった息子むすこがものもらいで来られなくなったんだとよ」

　私達をテント内へと招き入れた三枝さんは、大量に積まれた野菜ケースの裏から椅い子すを出してくれた。ほらよ、と魔王と私に一本ずつジュースを寄よ越こす。

「抽選会来たんだろ？　まだやんねえぞ」

　三枝さんは缶コーヒーを引っかけながら魔王が手にしている抽選券を顎あごで指した。

「ふん、承知の上。敵地の下見よ」

　不敵な物言いの魔王に、三枝さんの目が胡う乱ろんげなものになる。

「下見？　二人揃って？　ははあ、さてはデ」

「デートではないです」

　私が先んじて誤あやまりの芽を摘つみ取ると、三枝さんはニヤッと口の端を持ち上げた。

　なんだその、いいっていいってわかってるって、みたいな顔は。三枝さんあなたは何もわかっていない。

　三枝さんは飲み干ほした缶を屑くずかごに放って、高こう齢れいとは思えない軽かろやかな動作で腰こしを持ち上げた。

「まァいいや、二人とも暇ひまなんだろ？　袋詰めするから手貸してくれや」

　いいですよ、と私は立ち上がりかけたのだが、隣となりがよしとしなかった。

「そなた、余が暇を持て余しているように見えるのか」

　魔王はしかめっ面で腕を組んでいる。暇に見える見えない以前に、忙いそがしい御ご仁じんは始まってもいない祭りにまずフライングしないだろう。

　魔王の凄すごんだ顔も、年の功こうを前には犬の鳴き声ほども効果がない。三枝さんは皺しわの目立つ顔に笑みを浮かべたまま軍手を私達二人に押しつけた。

「袋はこれ、五個ずつ頼むわ」

　魔王は尚なおも何か言いかけたが、口を開くのは三枝さんのほうが早かった。

「礼といっちゃなんだが、あとで抽選券やるから」

　魔王は軍手をはめた手で、そなたも早く支度を整えよと私を急せかした。




　山と詰まれた野菜の袋詰めを見て、寝ぼけ眼まなこの三枝さんは顔をほころばせた。

「お疲れさん。いや助かった助かった。悪わりィな、途中から記き憶おくがなくてよ」

　私達がじゃがいもを袋に詰めている間、三枝さんはずっと寝ていた。作業を始めて五分も経たたない頃、妙に静かだと気づき横目で見ると、椅子に座った姿勢で目を閉じていたのでぎょっとした。魔王が冷静に「黄よ泉みから迎むかえが来たか」などと言いだしたので余計ぎょっとした。

「これさっき言ってた礼な」

　三枝さんは約束通り上着のポケットから抽選券を出した。枚数は、五枚。

　私と魔王は一いつ瞬しゆんお互いを窺った。

　偶ぐう数すうであれば、それぞれ半分受け取れば済む話だが、五枚ではそうはいかない。私達の間に流れた空気を読んだように、三枝さんは言った。

「余った一枚は、ジャンケンだジャンケン」

「……ほう、受けて立つ」

　マントを翻ひるがえし、私を見据えた魔王はやる気に満ちている。

　が、いつぞやの冷ひや麦むぎ事件で、魔王がグーしか出さないことを私はよく知っているのである。勝つも負けるも気持ちひとつ。

　部下として勝ちを譲るという選せん択たく肢しが頭をかすめると同時に、手加か減げんはかえって武ぶ士しとして礼れい儀ぎを欠いているのではという思いもある。私も魔王も一度たりとも武士であったためしはないが。いや情報も立派な武器、勝負事に手は抜くまい。私はそう言い聞かせて、渾こん身しんのパーを出した。

　しかし、魔王が繰くり出したのもまたパーだった。

「あれ!?」

　いつの間に魔王はグー以外の手て札ふだを覚えたのか。動どう揺ようする間もなく、次の一手を迫せまられ、私の手は自然と拳こぶしを作った。すると魔王もグーであいことなり、続く勝負でパーを出すと魔王もパー。

　さてはこの魔王、まだチョキを会え得とくしていないな。そう気づいた瞬間、私の手は無む慈じ悲ひにもパーを出していた。

「お、夏か織おりちゃんの勝ちか。じゃあほい」

　恨うらみがましく睨にらまれているような気がするが、勝負とは非情なものだ。私はなるべく魔王のほうを見ずに三枚の抽選券を受け取った。

「あとこれ、帰りに持ってけ」

　そう言って、三枝さんは奥のほうから段ボールを引きずり出してきた。中には私達が詰めたじゃがいもの他に、にんじんや玉ねぎ、カボチャなどのやや不揃いな野菜がぎっしりと入っている。

「売り物にはできねえけど味は変わんねえからな。知り合いにでもやれって言われててよ」

「わあ、ありがとうございます。これも半分に分けますね」

「分ける？　んなケチなこといわねえで二箱ずつ持ってけ」

　段ボールはずいぶんと大きく、単身の魔王ならゆうにカレーが十回は作れる。持て余すほどの量ではあるが、抽選券のために食費を使い込んだ魔王の目には宝石箱と映ったことだろう。多少ふて腐くされていたであろう魔王の機き嫌げんは瞬またたく間に修正され、私は三枝さんによる飴あめと鞭むちのテクニックに感かん嘆たんするのだった。




　手伝いをしている間に祭りは始まっていたようで、会場はすでに賑わいを見せていた。ステージではカラオケ大会が催されており、抽選会はまだ先である。

「出店でも見ましょうか。時間あるし」

「構わぬ」

「金魚すくいとかありますよ」

　魔王は無念そうに首を振った。

「屋や敷しきでの畜ちく生しようの飼し育いくは禁じられている」

　ペット不可の契けい約やくであっても、金魚くらい許されそうなものだが、規き律りつを重んじる魔王の決意は固い。

　ではどこに行こうかとリーフレットを手に歩きだしてすぐ、目の前の出店で私達の足が止まった。

「えーマジかよ、なんとかなんねえの？」

　店の前で何事か騒さわいでいる同級生の姿を見つけてしまったからである。ツンツンとした頭とう髪はつとコンパクトですばしっこそうな体たい軀く。後ろ姿だけでわかる。

「宮みや間まくん何してんの」

　声をかけると宮間くんは振り返って、私に応こたえようとし、すぐに隣を見上げて「げっ」と呻うめいた。

「こいつも来てんのかよ」

「余がいなければ始まるものも始まるまい」

「去年までいなかった奴の台詞じゃねえな」

　背の高い人種を敵視する傾けい向こうにある宮間くんと、デリカシーというものを学ぶ気のない魔王の邂かい逅こうはいつも喧けん嘩か腰ごしから始まる。喧嘩腰なのはいつも宮間くんだけであるが。

「なに、輪わ投なげ？」

　二人を無視して覗き込むと、簡かん素そなテントでつくられた出店の中に鬼おにを模もした人形が置いてあった。腕や角つのに輪っからしきものが、いくつかかけられている。輪がかかる場所や本数によって得点が変わるのだろう。

「おう、毎年やってんだ。一等取ったこともあるんだぜ」

　宮間くんは得意げに胸を反そらした。一等とはいってもせいぜいぬいぐるみや流は行やりのゲームくらいだが、景品の価値はさほど重要ではなく、一等を得たという達成感であるらしい。

「でも今年は子供用しかないって話でさ」

「ごめんなあ、大人用サイズの人形、ちょっと手違いで間に合わなかったんだわ」

　店番と思われる年配の男性が、煙草たばこをくゆらせながら苦笑いを見せた。鬼の身の丈たけは小学生ほどで、いかにも子供向けといった大きさだ。

「兄ちゃん中学生だろ？　対象年ねん齢れい超えちゃってるからさ」

　おじさん、彼は高校生です。

　魔王だけでなく大人達もまた若者の地じ雷らいを踏ふみ抜いていく。宮間くんの眉まゆはいくぶんかつり上がったものの、それよりも輪投げへの関心のほうが上回っていたようで声を荒あららげることはしなかった。ただ、諦あきらめ悪く食い下がるのもやめなかった。

「妹に景品取ってくるって約束したんだよ。離れて投げるとかハンデつけてもいいからさ」

「うーん、決まりは決まりだからなあ」

「規律は重んじねばならぬぞ。たとえミヤマメの背せ格かつ好こうが立派な童どう子じであったとしても」

「魔王さんそれ以上はやめて」

　なかなか引こうとしない客に店主は弱ったように一度眉を下げ、それから私達のほうを見てハッと目を開いた。そして上機嫌で手招きを始めたので、訝いぶかしく思いながらも近づくと、彼が用があったのは私ではなく魔王だった。店の主は魔王の腕を無ぶ遠えん慮りよに摑つかんだ。

「じゃあこの人に鬼の人形の代わりやってもらおう」

「えっ」

「ほら、都合よく角もついてるし」

「えっ……」

　こんな強引な「じゃあ」が存在していいの？

　戸惑いが駆かけ抜けたのは私ばかりではなく、さすがの宮間くんも言葉に詰まっていた。魔王を輪投げの的にしようぜ、と朗ほがらかに提案されてしまったのである。ほら、と促うながされたところでやすやすと相あい槌づちが打てるか。

　しかし【困こん惑わく】の二文字で占しめられている私達とは対照的に、彼の笑顔には【名案】と快いタッチで書かれているのみで、悪気などさらさら存在していない。

　それに何よりも当の魔王自身が、

「ほう……待ち受ければよいのか」

　まんざらでもないのだった。

　なんでだ、と呆ぼう然ぜんとする思いもなくはないが、本人がよしとするなら私達が口を挟む余地などない。

　店主に指し導どうされるがまま、魔王はマネキンよろしくポーズを取らされていた。両の手を広げて威い圧あつする姿はまさに悪の権ごん化げ。隣に置かれた小鬼など所しよ詮せんは張りぼてとばかりに、風格の違いを見せつけている。

　これに遊び半分で輪など投げつけていいものだろうか。だがしかし、いいも悪いも、ここは輪投げの屋台。そんな迷いなど汲くみ取られることもなく、宮間くんの手には五本の輪が託たくされた。

「角は五十点だよ、よーく狙って狙ってー」

　軽々しいにもほどがある激げき励れいに背を押され、宮間くんは決意を固めた。指定された白線まで歩み寄り、魔王という名の的に狙いを定める。その視線は遙はるか高みに向けられていた。

　角か。やはり高得点の角を狙うのか。

　短く息を吐いた宮間くんは、間を空けずに構えた腕を振った。

　高く放たれた輪は見事な放物線を描き、狂いなく角へと届く──かに思われたのだが。

　寸前、バレーボールのスパイクの要よう領りようで魔王が片手を振り下ろした。

　無慈悲に地面へと叩たたきつけられた輪が軽い音を立てて転がる。宮間くんは呆あつ気けに取られた様子でそれを見ていたが、すぐに我われに返った。

「はあ!?　何してんだお前!?」

「火の粉こを振り払ったまで」

「動くなよ！　的の意味ねえだろ！」

「敵がむざむざ攻撃を食らってくれるとでも思ったか愚おろか者。慢まん心しんするなかれ」
















　魔王は結構な頻ひん度どで人の話を聞かない。

　すんなりと了承したわりには、的の役割を半分くらい理解していなかった。無む抵てい抗こうを貫つらぬく気などさらさらなく、よかろうよかろう、全て粉ふん砕さいしてくれようぞ、と完全に迎げい撃げきの構えなのである。おかげで輪投げの難なん易い度どが飛ひ躍やく的てきに上がってしまった。それ以前に輪投げなのかこれは。

　その後、抗こう議ぎも虚むなしく勝負は続行されたが、結果は同じ。魔王に一切の容よう赦しやは見られなかった。

　投じられた五本すべて、本ほん懐かいを遂とげること叶かなわずことごとく叩たたき潰されて終わった。

　一等どころか参加賞に散った宮間くんの恨みはさぞや深いに違いない。何しろ彼は途中から角を狙うことをやめ、明らかに魔王の顔面狙いに切り替えていた。

「瀬せ野の！」

　宮間くんが吠ほえながら私を振り返る。

「野球のボール持ってねえか!?　硬こう式しきの！」

　訴うつたえるその目に迷いはなかった。魔王に対する喧嘩腰に、今後ますます拍はく車しやがかかることを私は確信した。




　逃げるように輪投げから脱すると、ちょうどいい時刻になっていた。

　抽選会は定刻通り開かれた。その前のカラオケ大会で、とある出場者の番で別の出場者の持ち歌が流れてしまい、更にそれを歌い上げてしまったという気まずいハプニングが起きていたらしいが、なんとか無事時間内でおさめることができたようだった。

　ステージ前はすでに抽選券を手にした人々で埋うめ尽くされている。この寂さびれた町に、まだこれほどの数の人間が生きていたんだな、と毎年感じ入る光景である。普段はどこに身を隠かくしているのかと不思議でならない。

　ステージ上では法被を着た若い男性が、マイクを手に趣しゆ旨し説明をしていた。顔に見覚えがあると思えば、サンダースの生せい鮮せん食品売り場で品出しをしている店員だった。声がよく通るので向いているのだろう。

　私達は人波の後ろのほうからからそれを見ている。魔王はステージ前を望んでいたようだが、どう考えても後ろの方々の視界の妨さまたげになるので説き伏せて下がった。

　私はパラパラと抽選券を確認がてらめくった。

　抽選は千切った半券を前もって回収する方法を取っている。箱に集められた半券をランダムに主しゆ催さい者しやが引いて番号を読み上げ、参加者は控ひかえの番号を確認して、合がつ致ちしていれば名乗り出る。所持している数が多ければ確かめるのも手間ではあるが、宝くじよりは桁けた数すうも少ないのでそう苦労もすまい。

　すでに壇だん上じようには景品と見られる家電などが用意されており、会場の空気も物欲が絡んだ期待で大いに盛り上がっていた。何が当たるかは、その瞬間までわからない。私の狙いは、祖そ母ぼが温泉旅行が嬉しいと口にしていたので宿泊券である。油田がいいと言っていた母については心置きなくスルーすることにした。

　さて、わくわく抽選会である。

　近きん隣りんの中学校の吹すい奏そう楽がく部ぶが奏かなでるやや頼りない演奏に合わせて、サンダースのオーナーである三さん田ださんがタキシード姿で現れた。彼は毎年この時のために一式誂あつらえるのだと、隣に立っていた見知らぬおじさんが教えてくれた。恐らく来年には忘れている知識であろう。

　司会者によれば今年の当たりくじの数は去年よりも多いという。その発表だけで会場は沸いた。魔王の瞳も発光していたので、他の参加者同様に高こう揚ようしていたのだと思われる。まさにわくわく抽選会、看板に偽いつわりなし。

　まずは、皆様お待ちかねの特賞から参ります！

　ステージ上の潑はつ剌らつとした若い声がスピーカーを通して届けられる。特賞は毎年一本だけ用意される、最も豪ごう華かな景品だ。去年は大型テレビだったが、今年は高性能オーブンレンジが恭うやうやしく運ばれ、観客の溜ため息いきを誘った。あれは恐らく最新型の揚あげ物をからりと温め直せるタイプ。欲しい。

「欲しい」

　私は口に出していない。代弁したのは隣の低音だ。

　オーブンレンジを見つめる眼差しは獲物を狙う狩人かりゆうどのごとし。魔王も人の子（ではないが）やはり天ぷらをおいしく食したい気持ちは同じなのだろう。

　スピーカーからドラムロールが流れだす。会場の注目が一点に集中した。その臨りん場じよう感かんを背負ったタキシード姿の老ろう紳しん士しが、観衆の注意を引くようにゆっくりとした動作で抽選箱から手を引き抜いた。半券を手渡された司会者が、マイクで盛せい大だいにその数字を読み上げた。

　が、やはり予想を裏切らず、私の手元にある番号にかすりもしなかった。わずか落らく胆たんの息を吐いて、魔王はどうだったろうと首をひねって様子を窺うと、あれほど鋭かった目から光が失われていたので尋ねるまでもなかった。

　当然といえば当然なのである。そう簡単に特賞など引かれては長年参加している地元民として心中穏おだやかではない。

「まあまだまだ何本も残ってますから」

　私がそう慰なぐさめると、魔王は取り繕つくろうようにして急に胸を張った。

「気落ちなどしているように見えるか愚かな。まずは様子見よ」

　そう強がってはいても、彼の手の抽選券は番号が確かめやすいよう綺き麗れいな扇おうぎ状じように整えられている。これを見るだけで伝わる、当てる気満々の感かん触しよく。

　私はなんとなくいやな予感がした。こういう場面では往おう々おうにして、当たれ当たれと目を血走らせている人よりも、さほど期待を持たない無欲な人が運を引き寄せるのである。過去、我が家が電気ポットを当てた際も、本気で何か当たるとは考えておらず、ちょっと覗いてみるか程度の軽い気持ちだった。以来、変に欲を出してしまったためか、すっかり当たりに見放されている。

　魔王の一カ月にも及ぶ抽選券獲かく得とくの日々は、努力であり苦労であり、そして執しゆう念ねんである。健けな気げとも言えるが、たかだか抽選にかける情熱としては少しばかり重い。

　この魔王の身の内から溢れんばかりの煩ぼん悩のうの渦うずが、運を遠ざけはしないだろうか。

　私はただならぬ熱量でステージを見つめている魔王の姿を目の端に入れながら、漠ばく然ぜんと不安を感じていた。




　その不安は抽選会が進むにつれて現実の形を成していった。

　特賞、一等、二等、三等、と景品の相当金額が下がり、同時に当たり本数が増えてゆくのだが、まあ当たらない。待てど暮らせど、魔王の抽選券が日の目を見ることはない。

　一度だけ、手持ちの数字と読み上げられる数字が合致し、魔王が身を乗り出したことがあったのだが、惜おしくも一番違いで終わった。宝くじとは違い前後賞はない。

　その時の魔王の表情ときたら、地球が二度ほど終末を迎えそうな悔かい恨こんの形ぎよう相そうだった。番号違いで二等の景品をもらっていたおじいさんを見る目があまりにも剣吞だったものだから、念で寿じゆ命みようを絶たつのではないかと結構本気でヒヤヒヤした。

　会場は和なごやかな興奮に包まれている。続々と当選者が名乗りを上げ、景品の受け渡しで壇上は大賑わいだ。今も次々と番号が呼ばれ、あちらこちらから喜色に満ちた歓声が上がっている。

　魔王にはまだ吉きつ報ぽうがない。私はだんだん横を見るのが怖くなってきた。

　ステージでは次の景品、マイナスイオンドライヤーの当選発表が行われているところだった。いくつか読み上げられる中に、諳そらんじられるほど何度も見た番号はなく、私が溜息をついた時である。その声は後ろから響いた。

「おう、当たった当たったぞ、我が」

　張り上げているわけでもないのによく通る、しっとりと低い美声だ。ただ、注意を引かれたのは声そのものよりも、特とく徴ちよう的てきな一人称である。

　我？

　振り向いた時には、声の主ぬしは群ぐん衆しゆうをモーゼのように割りながら嬉き々きとしてステージに向かっていた。周りから頭二つほど抜け出たその体格と、紫を基調とした奇き抜ばつな装よそおいには見覚えがある。ありすぎる。確実にこのあたりの土地の者ではない。頭部に角のある知り合いなど、そうたくさんいても困るのだ。

「え、あれ、こっ」

　私は魔王のマントを引っ張りながら壇上に向かって指をさした。

　何食わぬ顔で当選者の列に並び、抽選券を引き換えているのは褐かつ色しよくの肌はだも懐なつかしい、もう一人の魔王。黄こ金がねだった。

　目立つ目立たないではない。雀すずめの群むれにフラミンゴを放り込んだような、そこにしか目がいかない圧倒的存在感である。が、やはり管かん轄かつ違いとはいえ魔王は魔王、誰一人として彼を奇異な目で見る者はおらず、それどころか振り返ることすらなかった。歯がゆい。

　他の参加者に交じって景品を受け取り、フラミンゴは上機嫌で会場へ戻ってきた。私達はそれをすかさず両脇から捕ほ獲かくした。

「黄金さん！」

「そなた何をしておる」

　進行を止められた黄金は一度「おっ」と驚きの声を上げた。それから左右の顔を確認して、今度は親しみのこもった「おっ」を発した。

「お前らも来てたのか」

「黄金さんもね!?　いや黄金さんこそね！」

　そんなご近所の顔見知り感覚で応対されても。その台詞を放つ権利はどう考えても私達のほうにある。

「なんでいるんです、そして何をちゃっかり当ててるんですか」

　気をよくしているのか、黄金は破は顔がんした。

「いやこの間ちょっと寄ったのよ、そうしたら抽選券なるものを頂ちよう戴だいしたんでな」

　思ったより気軽においでなさっていた。ちょっと寄るくらいの頻度で来てもいいものなのか、付き合いの薄い親しん戚せきの家より敷しき居いが低い。

「休きゆう暇かの身でもなかろうに軽々しく踏み入れるでない」

　黄金越しに見える魔王がいささか険けわしい目をしていたので、あまり感心できることではないようだ。

「固いこと言うな傷の。こう忙しくては寝る暇もない。息抜きくらいさせてくれても良かろうよ」

「忙しいなら来なくても」

「忙しいならば来るな」

　奇き遇ぐうにも魔王と私の発言がハーモニーよろしく重なった。黄金はその身に似合わず小さく肩をすくめた。

「揃いも揃って手厳しいのう。たまには城以外の空気も吸いたくなるのが魔王というものだろうが」

「はあ」

　同意を求められても魔王職の経験がないので返答も鈍にぶる。誰よりも通じる立場にあるはずの魔王は、そんなことよりも彼が景品を当てたことのほうが気になるようで、相槌を打つサービスなど皆かい無むなのだった。

「しかし来てみるものだな、ほれみろ当たったぞ」

　黄金は満面の笑みで戦利品のドライヤーを掲げてみせた。魔王の心の歯ぎしりが聞こえてきそうで思わず目をそらす。

　乾かしながらも潤うるおいを守るワンランク上のドライヤー。髪の長い魔王には羨せん望ぼうの逸いつ品ぴんだったに違いない。今日から黄金の金きん髪ぱつは、ドライヤーのマイナスイオンによって更に艶つやを増すことだろう。
















「お、そうだ」

　妬ねたみの視線をかいくぐり、黄金が思い出したように私と魔王の顔を交こう互ごに見た。

「勇ゆう者しやな、あのあとどうなってるか知ってるか？」

　勇者。忘れがたい、見た目だけなら上等な顔が咄とつ嗟さに浮かんだ。

　私が首を振ると、黄金は「そんなにいやそうな顔をするな」と苦笑いをこぼした。口には出さなかったが、顔面は正直に反応してしまったようだった。

「あやつな、漁ぎよ船せん乗ってるらしいぞ」

「ぎょ、漁船!?　勇者クビになったの!?」

　思わず身を乗り出してしまった。

　ただでは済むまいと思っていたが、漁りよう師しへの転職とはまさかの結末。関係がぎくしゃくした聖せい剣けんからついに解かい雇こを言い渡されてしまったのか。あの問題の多い振る舞いを思えば無理からぬ話ではある。

　いや、と黄金は軽く手を振った。

「さすがに勇者の代わりは立てられんでな。精神面での成長を促そうと神官どもが協議して遠えん洋よう漁ぎよ業ぎようの船に乗せたとかなんとか小耳に挟んだ」

「ああ……修行的な意味合いで……」

　海は時に魔物よりも手ごわく慈じ悲ひのない怪物であると聞く。それと日々渡り合う船員達はさぞ荒々しく逞たくましいことだろう。少々乱らん暴ぼうだが勇者として立つ者の性しよう根ねを叩き直すにはそれくらいのハードさがあってもいい。

　波と世間の厳しさに揉もまれ、一皮剝むけて立派な海の男となれ勇者。そして強くなって帰ってこい。いや帰ってこなくていい。真っ当になってくれればそれでいい。来たら許さない。

　黄金は胸むねポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出した。

「おっといかん、そろそろ制圧の時間だ」

　おやつの時間みたいに言わないで欲しい。

「またあい見まみえようぞ」

「また来る気なんですか」

　私達のややうんざりとした顔色を無視し、褐色の魔王はウィンクを残して飛び去っていった。ドライヤーが彼の機嫌をここまで上向きに持ち上げてしまったのか。だとしたら罪深いことである。軽やかに羽はばたく、紫の塊かたまりが夕焼け前の空へ消えた。

　それを私は最後まで見送ることができなかった。ついにスピーカーから響ひびいてしまったゆえである。握にぎっていた抽選券と同じ番号が。

「え、やった！　当たった！」

　喜びそのまま声を上げた瞬間、緊張感を覚えた。

　隣から猛もう烈れつなエネルギーを感じる。無論、負ふの方面の。

　しかもその番号は、ジャンケンで奪った三枝さんの抽選券だった。あの時私が敗北していれば、魔王が当選していたのは確実である。気まずい。

　手打ちにされたらどうしよう、という思いから、私は弱気にも抽選券を魔王に差し出した。

「あの、もしよかったらお譲りしましょうか……」

「施しは受けぬ」

　毅き然ぜんとした態度とは裏腹に、一瞬その右手が物欲しそうに動いたのを見み逃のがす私ではない。しかしここで言及できるほど鬼でもない。私は魔王を置き去りにして引き換えに走った。

　当たったのは入浴剤の詰め合わせだった。

　宿泊券には届かなかったものの、祖母へのいい土産みやげができた。景品を胸に抱かかえてしばし満足感に浸ひたっていたいところだが、状況がそれを許さない。私に課せられた問題は、連れの傾きすぎた機嫌をいかにして立て直すか、である。

　最後の抽選もあっさりと終わった。可能性を秘めていた抽選券がただの紙くずと化す瞬間である。始まった頃は壇上に山と積み上げられていた景品も、今や全て人手に渡り、がらんと寂しいばかり。

　魔王の気配を窺おうとした私の頰ほおを、湿しめり気けの混じった風が撫なでた。見上げれば秋晴れに恵まれていた空はどこか濁り、会場周辺に心なしかカラスが集まっている。まさかこの人、破は滅めつの準備でも整えているのではあるまいな。

「ま、魔王さん」

　なだめようにも、かける言葉がない。どちらも空から振ぶりならまだ余地はあっただろうが、私は勝ち得ているのである。何をどう言っても墓ぼ穴けつを深く掘ほりそうだ。

　不ふ穏おんな客席とは対照的にステージでは和やかな締めくくりの挨あい拶さつが始まっていた。

　──それではここでお開きと言いたいところですが、今年は最後の運試しをご用意いたしました。惜しくも当たらなかった方、お手元の抽選券を今一度ご確認ください。

「聞きました!?　最後のチャンス！」

　振り仰あおいだ魔王の目に生気が戻るのが見えた。暗あん雲うんもいくばくか散った。

　開かい幕まく時じとはまた違う熱を帯びた静けさがステージを覆おおい尽くす。魔王の視線含めた注目が集まる中、本当に本日最後となる抽選が行われた。たっぷりの時間を使って、厳おごそかに番号が読み上げられる。果たしてそれは、魔王が手にしていた一枚と重なった。

「あ」

　ともに抽選券を覗き込んでいた私が声を上げた時には、隣人は羽ばたいていた。普段のスローテンポが噓うそのような動きで、風を孕はらみながらステージにまっしぐら。

　黄金の到とう来らいにも心乱さなかった運営サイドである。今更黒ずくめの魔王が飛来したところでどうということはない。司会者もタキシードのオーナーも、景品を受け渡すために控えていたその他数名のスタッフも、魔王が突き出した抽選券を確認し、おめでとうございます！　と鐘かねを鳴らして祝福するばかりだった。

　魔王は飛び跳ねるでもなくガッツポーズをするでもなく、無表情で電柱のように突っ立っていたが、喜びを表すかのごとく背から伸びた両翼が猛烈に羽ばたいており、紅白幕を激しく揺ゆらしていた。

　残り物には福があるという。

　魔王が最後に引き当てたのはどんな大物だろうか。興味と好奇心に導かれ、私はつい最前列までやってきてしまった。ステージ上の魔王はヒーローショーの悪役にしか見えない。

　やがてステージの袖そでから、法被のスタッフに支えられ、物々しく景品が運ばれてきた。いや違う。運ばれて、ではない。自みずから、歩いてきた。

　ガシャンと物音を立てながら、親近感さえ覚える懐かしい姿かたちの何かが、ステージに登ってくる。銀色に輝く、重厚で頑がん丈じような。

　どう見ても、つい最近魔王のもとから旅立っていった甲かつ冑ちゆうだった。

　うわ……と、思ったのはどうやら私だけではなく、魔王も捨てた人形が帰ってきた時のような表情でそれを見つめていた。断ちきれない宿命を感じる。

　壇上に上がった甲冑は、高らかに紹介を受けていた。

「皆さんもよくご存じ、ゆるキャラのナイト☆くんです！」

　ぱらぱらとお付き合いのような拍はく手しゆが起こる。どれだけの人がこれをゆるキャラとして認めているかはわからないものの、よくご存じという反応でないことは確かだ。めげることなく、マイクを手に進行役はこう続けた。

「最後の運試しはこのナイト☆くんとのジャンケン勝負となります！　見事勝利して豪華賞品をゲットしてください！」

　勝負と聞いて、魔王の横顔がすっと尖っていく。甲冑、いやナイト☆くんも魔王のほうへと向き直り、一いつ騎き打うちの空気が場を包んだ。

　双そう方ほう、間合いをはかっているのか、声もなく睨み合っている。

『秋のわくわく収穫祭』の看板を掲げて行うイベントにしては、絵え面づらが穏やかではない。片方は魔王で、入れ物のみとはいえ片方は勇者なのである。

　いつか庭先で壮そう大だいな戦闘を繰り広げられそうになった思い出がまぶたの裏に蘇よみがえってしまった。

「はい、見合って見合って」

　なかなか動こうとしない二人にしびれを切らしたのか、司会の若者が相す撲もうの行ぎよう司じのように割って入った。大きな声で、最初はグーと音おん頭どを取る。

「じゃんけんぽん！」

　かけ声に煽あおられて、両者は手を突き出した。どちらも同じ拳の形をしている。張り詰めていた緊張感が、束つかの間ま霧む散さんした。

　しかし戦士に休息は与えられない。一呼吸置く間もなく飛んできたかけ声が、次なる勝負を促した。魔王が次に繰り出したのはパー。相手も同じく手のひらを広げてそれを迎え撃うつ。続けてグー。次はパー。そのあとはまたグー。

　奇妙なまでに続くあいこに私は察した。

　魔王もだが、ナイト☆くんもまた、チョキを出せない。甲冑は指先まで覆う形であり、防ぼう御ぎよ力りよくは高そうだがその分細やかな動きは制限される。最も面倒なチョキは敬遠しているのか、そもそもできないのか。どちらにせよ、勝機が見えた。

　私は最前列から、舞台上の魔王に小声で呼びかけた。一声で振り向いた魔王に、私は周囲の視線を憚はばかるようにこっそりとチョキを見せた。参さん謀ぼうとしての策の提示だ。魔王は一度瞬まばたきをしてから、合が点てんがいったように小さく頷いた。よし伝わったと、その時は安あん堵どしたのである。しかし次の瞬間、私の目に飛び込んできたのは、真顔で同じくチョキをこちらに返してきた魔王だった。

　そうじゃない。そうじゃない。私はピースサインで激励をしたかったわけじゃない。

　しかしこの歯がゆい思いは届くことなく、魔王は再びあいこのループに突入してしまった。鏡のようにグーとパー。じゃんけんには端はなから二種類しかないと錯さつ覚かくさせる閉ざされた世界。見守っていた誰もが延々続く無む益えきな戦いに疲ひ弊へいしていたが、何より渦か中ちゆうのナイト☆くんを消しよう耗もうさせていた。

　途中から椅子が用意され、それに腰かけて応戦する有あり様さまである。察するに、中の人はどうやらなかなかのご高齢であるようだ。

　一度無理やり着せられた経験者だからこそよくわかるのだが、甲冑はぺらぺらとした安物ではない。身にまとっているだけで負ふ担たんとなる。若くない体にはさぞや堪こたえることだろう。

　魔王はさすがと言うべきか、その攻め手には全く衰おとろえが見られない。グーとパーを繰り返し突き出しているだけとは思えない気迫と気き概がいである。この体力の差が、勝負を決定づけた。

　数えきれないあいこを重ね、魔王がパーを出した時である。

　それまでなんとか同時だった拳の速度に、ついに歪ゆがみが生じた。ナイト☆くんが遅れを取ったのだ。

　俗ぞくに、遅出しと呼ばれるご法はつ度とである。そのしくじりが、倦うんでいた彼に焦あせりを呼んだのか、魔王を追うようにして出した拳は、初めて魔王と違う形を作っていた。つまりはグー。

　ナイト☆くんは、あと出しで負けるという弁解のしようもないミスを犯した。

　勝敗は決した。

　司会者が魔王の手を摑み、勝者を称たたえるように高く掲げた。

「勝負あり！　見事勝利をおさめた、ええと、」

「魔王である」

「魔王さんおめでとうございます！　今どんなお気持ちですか！」

「虫けらをひねり潰したまでよ。せいぜい称え崇あがめ跪ひざまずくがいい」

　クハハハハハハ。

　会場が温かい拍手と温かくない高笑いに包まれた。集合していたカラスもいっせいにギャアギャアと鳴き、魔王の勝利に華を添えている。魔王が勇者を下した、という見ようによっては絶望の光景ではあるが、私達には最良のエンディングだった。魔王の無念もこれで晴らされる。町の平和も保たれる。

　私もうんうんと頷きながらやり遂げた気持ちで惜しみない拍手を送った。
















　同じく安堵した様子の進行役の青年が、大変お疲れ様でしたと労をねぎらいながらマイクを握り直す。そしてもう片方の手で会場の一角を指し示した。

「勝者に用意された賞品はあちらになります！」

　彼の手の動きに合わせていっせいに視線が集まる。

　その先には、私達が詰めた野菜の大箱が高く積まれていた。




　──野菜の詰め合わせ半年分です。




　更に大きな拍手が立ち尽くす魔王を取り囲む。がらんがらんと祝福の鐘が高らかに鳴り響いた。カレーが百八回は作れそうだなとそれをどこか遠く耳にしながら思った。








了
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　こんにちは、雪ゆき乃の下したナチです。

　ありがたくも前作「となりの魔ま王おう　到とう来らい編へん」に続く「襲しゆう来らい編へん」をこうして出させていただくことができました。

　前回で魔王が襲来しているのに今回一体何が襲来するんだといったタイトルですが、読んでいただけた方にはおわかりいただけるかと思います。魔王より襲来感がある。

　今回場を荒あらしてくれた内の一人、勇ゆう者しやはいろいろと問題点の多い、というより問題点しか見当たらないキャラクターですが、いるだけでお祭り感が溢あふれていて、羨うらやましいなと思うことがあります。ただ自分で書いていても、こやつとは友達付き合いはしたくないなと思ったのもまた事実。なかなか好青年とは言いがたい男ですが、そう嫌きらわずにやってくれると嬉しいです。

　ところで私は夏が大好きです。一日中汗まみれになり、いつ風ふ呂ろに入るのが正解なんだと呆ぼう然ぜんとすることもありますが、常つねに夏を待ちわびて生きています。

　現在私がこれを書いている季節は初夏で、最もそわそわする時期なのですが、北国の気温が気まぐれすぎてつい先日までストーブが本気で稼か働どうしていました。さすがにもういいだろうとこたつを片付けた直後の出来事でした。本当にびっくりしましたね。いつ暑さにあえいでもいいようにガリガリ君とか買って冷凍庫にスタンバイさせていたのに、一向にガリガリできるような状況ではなかった。むしろ湯ゆ豆どう腐ふとか食べたくなる、そんな冷え冷えとした初夏でした。来年からはこたつの撤てつ去きよにはもっと慎しん重ちようになろうと学びました。

　とにかく私のテンションの上がるあれやこれやが夏に集中しています。到来編及び襲来編の季節が夏なのはきっとそのせいなのでしょう。魔王には、せっかくですから日本の田舎いなかの夏を沢たく山さん体験してもらいたいです。

　前作に引き続き、素す敵てきな挿さし絵えを下さったちほ先生、あらゆる面でサポートして下さった担当さん、そして本作を手に取って下さった読者の方々、ありがとうございました。

　日々の時間を少しだけ魔王と過ごす時間に充あてて、笑ったり和なごんだりしていただければ嬉うれしいです。

　どうかいつでも頁ページを開いて会いに来てください。ドアチェーンはかかっていても心のチェーンは開いています。うまいこと言えた。
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北国生息。

冬だけは本当に許さない気持ちで過ごしていますが、冷夏も同じくらい許しがたい。おかげさまで歯が抜ける夢は最近見なくなりましたが、代わりに歯茎から血が出やすくなりました。一つ得ると一つ失う。

一日一日大事に生きていきたいです。
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